















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　長期メンテナンスと宿題









「うー、あー……」

「美み羽う、夏休みだからってダラダラ過ごすなよー」

「お兄ちゃん、だって……」

「だってじゃない。宿題は、進んでないだろ？」

　つい先日、俺たちはようやく夏休みを迎むかえた。

　毎日、真夏の殺人的な暑さの通学路を通う必要もないし、俺と美羽の弁当を用意する必要もない。

　快適なクーラーの利きいた部屋で夏休みの宿題をやり、朝の涼すずしい時間に洗せん濯たく物ものを干して家の中を掃そう除じし、日ひ射ざしが和やわらぐ夕方頃ごろに食材の買い出しに出かけ……その合間に、ＯＳＯにログインして遊ぶ穏おだやかな日々が始まった。

　だが今は、ＯＳＯにログインすることができない。

「お兄ちゃんは、気にならないの!?　ＯＳＯの長期メンテナンスだよ！　大型アップデートだよ！」

「まぁ、気にならないと言えば噓うそになるけど、待つしかないだろ」

　現在ＯＳＯでは、一周年のアニバーサリーアップデートに向けて、長期メンテナンスに入っている。

　あれだけの規模のＶＲＭＭＯＲＰＧというゲームを調整するのに掛かかる時間は、丸三日を予定しているとのことだ。

「メンテナンスが終わる明日まで待つことしかできないなら、ここは割り切って夏休みの宿題を少しでも進めておけよ」

「むぅ、そうだけど～」

　俺は、リビングのテーブルに宿題を広げたままソワソワする美羽に冷たい麦茶を運ぶ。

　後で泣かないためにも俺は注意するが、それでも美羽は宿題を１問、２問やってまたソワソワし出す。

　俺は、全くと内心苦く笑しようを浮うかべ、自分のコップにも冷たい麦茶を注ついで飲む。

「そう言えば……明日でちょうど俺がＯＳＯを始めて１年かぁ」

　最初は、美羽と巧たくみに誘さそわれてＯＳＯを始め、生産というプレイスタイルに嵌はまり、マギさんたちのような生産仲間もできた。

　色々と大変なこともあったし、怖こわいこともあった。

　でも、それ以上に楽しいこともあり、ＯＳＯが好きになっている自分がいる。

「どんな新規システムとか、アイテムとかクエストが追加されるか楽しみだなぁ！」

「まぁ、美羽の言う通り、確かにアップデート内容は気になるなぁ」

「でしょ！　私は、どんなことが来てもいいように色々と準備したけど、お兄ちゃんの方はどう？」

「俺は、ＯＳＯに新規プレイヤーが入ってきた時のために、【アトリエール】にポーションとかの消しよう耗もう品の在庫を補ほ充じゆうしたくらいかな」

　俺の他ほかにも生産職プレイヤーたちは、ＯＳＯ一周年に合わせて始める新規プレイヤー支し援えんに向けて、武器や防具、アクセサリー、消耗品などの準備をしていた。

「あー、ネットニュースでやってたね！」

　美羽が脇わきに避よけていたノートパソコンを引っ張り出し、とあるネットニュースの記事を見つけ出す。

　それは、ＯＳＯをプレイするために必要なＶＲギアをメーカーが増産して、前回よりも多く出荷した、というニュースだ。

　また今朝のテレビでは、ＶＲギアを求めて長ちよう蛇だの列ができているというニュースも流れていた。

「なんか嬉うれしいよね。私たちがやってるＯＳＯがこんなに大人気ってことに！」

「そうだな。これからもっと賑にぎやかになるだろうな」

　俺と美羽がそんなことを話していると、俺の携けい帯たいに巧から着信が入る。

「おっ、巧か？　どうした？」

『今から峻しゆんの家に行っていいか？　コンビニでお菓か子しとジュース買って行くからさ』

「巧、何を考えているんだ？」

　携帯越ごしの巧に、胡う乱ろんげな声で聞くとまるで悪びれもせずに巧が答える。

『いやＯＳＯの長期メンテで暇ひまだから、今のうちに宿題見せてもらおうと思ってな！』

「全く、本当に正直だな。見せるのはダメだけど、分からないところがあるなら教えるよ。巧がいれば、メンテでソワソワしてる美羽も少しは宿題に集中できそうだからな」

「あっ、巧さん、コンビニに行ったらボリボリくんのソーダ味お願いします！」

　電話の相手が巧だと分かり、これから家に来ることが聞こえたのか、美羽が大きな声でそんなことを言い、携帯越しに苦笑いをした巧は、了りよう解かいと一言を残して通話を切る。

　本当に美羽は、甘え上手というか、おねだり上手だなと苦笑を浮かべて、巧が来るのを待つ。

　そして、しばらくして玄げん関かんのチャイムがなり、玄関のドアを開けると巧がやってきた。

「これ、適当にお菓子とジュースな。あと美羽ちゃんが好きなボリボリくんも買っといたから冷れい凍とう庫に入れといた方がいいぞ」

「色々と悪いな。上がってくれ」

「お邪じや魔まします。暑かったー、リビング涼しいなー」

　巧がリビングにやってきて、家の内外の温度差に目を細める中、宿題に向かっていた美羽が巧に振ふり返る。

「巧さん、いらっしゃい！　ゲームやる？」

「おっ、いいな！　やるか！」

「おい、夏休みの宿題じゃなかったのかよ！」

　俺が巧から受け取ったお菓子やジュースを片付けながらツッコミを入れるが、ＯＳＯの長期メンテでソワソワしている二人は、気を紛まぎらわすために早さつ速そくゲームを始める。

「これは、今年も宿題を写したり教えることになるのかなぁ……」

　巧のための冷たい麦茶を用意しながら、そっと溜ため息いきを吐つく。

　そして俺は、美羽と巧がゲームをやる傍かたわらコツコツと宿題を進める。

　二人は、時折思い出したかのように宿題を進め、またテレビゲームに戻もどっていく。

　普ふ通つうは逆じゃないか、と思いながらもそれでも美羽一人ではソワソワして宿題が進んでいなかったことを考えると、まぁいいかと思う。

　そうして午後三時に差し掛かった頃、開いたまま置かれたノートパソコンに情報が更こう新しんされたのを目め敏ざとく見つけた美羽は、俺と巧を呼ぶ。

「お兄ちゃん、巧さん！　ＯＳＯの開発部から動画が来てるよ！」

「マジか！　峻、お菓子と飲み物を頼たのむ！」

「はいはい」

　俺は、巧に言われて、お菓子とジュースを用意する。

　その間、テーブルに広げた宿題を片付け、美羽と巧が揃そろって待っている。

「はい。お菓子と飲み物」

「早く早く、お兄ちゃんは、そこ！　それじゃあ、再生するよ！」

　ソファーの中央に俺を座らせ、右に美羽、左に巧が座り、動画を再生する。

『みなさん、お久しぶりです。【Only Sense Online】開発部部長の吉よし野の和かず人ひとです』

　ＯＳＯではお馴な染じみのイベントや開発情報の宣伝告知に現れる男性・吉野氏の挨あい拶さつを聞きながら、右側に座る美羽が新情報を今か今かと待っている。

『現在ＯＳＯは一周年アップデートに向けて、長期メンテナンスに入っておりますが、そのアップデート内容の一部をここで先行してお伝えしたいと思います』

「よっしゃ！　待ってました！」

「巧、落ち着け……」

　俺の左側に座り、前のめりで動画を食い入るように見み詰つめる巧に落ち着くように言うが、聞こえないようだ。

『ＯＳＯ開発部では、プレイヤーの要望やプレイヤーの行動を解かい析せきし、様々なプレイヤーニーズの発はつ掘くつに努めてまいりました。その行動解析などを元に、需じゆ要ようがあると思われるセンスを新規に追加したいと思います』

「「──やったぁぁっ！　新センス！」」

「二人とも、うるさい……」

　左右で興奮する美羽と巧に落ち着くように言い聞かすが、聞き入れられない。

『その新規センスの一部を先行してお伝えします。その一つとして【銃じゆう】系センスの追加です』

「おお、銃とかかっこよさそう！」

　動画の中では、【銃】センスの発表に合わせて、リボルバーなどの拳けん銃じゆうやマスケット銃、大たい砲ほうなどと数種類の銃カテゴリーのアイテムの画像が表示される。

『【銃】センスの実装に合わせて、既き存そんアイテムで存在する大砲なども【銃】カテゴリーのアイテムとして修正。また、Ｎノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターの武器屋などでも拳銃などの武器が追加されます』

　その他、銃の特とく徴ちようとしては、武器依い存そんの固定ダメージ系らしい。

　またセンスのステータス補正は、主に物理攻こう撃げきのＡＴＫと命中に関かかわるＤＥＸのステータスが高く伸のびるらしい。

　種類としては、【弓】系センスにあるクロスボウなどの機械弓に近いように思う。

「巧さん、どう思う？」

「武器依存系のセンスだから、何とも言えないなぁ。それにＡＴＫとＤＥＸが上がるってことは重量級武器の運用を考えてるんじゃないのか？」

　将来的には、携けい行こうできる大砲武器も【銃】センスの一部として考えられるかもしれない。

　ただその話を聞いた俺は、渋しぶい顔を作る。

「峻、どうしたんだ？　変な顔して」

「いや、だって物理系の遠えん距きよ離りセンスっていうライバルが登場するんだぞ。ますます【弓】センスの立場が悪くなるかもしれないだろ！」

　俺の言葉に、美羽と巧が苦笑いを浮かべる。

　俺は、ゴミセンスと言われ続けても愛着を持って使ってきた【弓】系センスが新たに実装される【銃】センスの下位互ご換かん扱あつかいされたり、評価が下がるのを気にする。

「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだよ……多分」

「それより、他のセンスの発表も見ようぜ」

　俺は、【銃】センスの発表にヤキモキしつつ、他の追加される新規センスの発表を見る。

『今までは、様々なセンスの副次的効果として存在していた【炎えん熱ねつ耐たい性せい】と【寒冷耐性】を一つのセンスとして確立しました。今まで装備に依存していた面が大きいこれらの能力をセンス１枠わくで補うことができ、効果も重複します。是ぜ非ひ、センスと装備、補助アイテムなどのバランスを考えてセンス構成などを考えて頂ければと思います』

「あー、これはあれば便利だよなぁ」

　環かん境きよう適応のための装備一式を揃えるよりＳＰセンス・ポイントを消費して耐性センスを獲かく得とくした方が楽だと思う。

　だが美羽と巧は、渋い表情でその発表を見詰める。

「巧さん、どう思う？」

「こりゃ、装備とセンスの両方で対策必要な厳しい環境エリアを実装するんじゃないか？」

「ですよね……」

「いや、それは深読みじゃないのか？」

　ＯＳＯ運営からの発表を深読みする美羽と巧にそう言うが、二人は無言で答えないために、ジワジワと現実味のある話のように思えた。

　装備とセンスで対策が必要ってどれだけ厳しい環境なんだよ、と内心不安に思う。

『続きまして、薬草や樹木などの素材は、畑やプランターなどで栽さい培ばい可能であり、一部のプレイヤーたちはそれを活用しています』

「ねぇ、【アトリエール】の薬草畑のことだよね！」

『そうした素材の栽培は、アイテムによる栽培促そく成せいや品質向上、採取量増加などが可能ですが、センスの補正が一いつ切さいありませんでした。これからのプレイヤー人口の増加と消耗系の素材の需要を加味した結果、そうした素材栽培に関する補正が得られる【栽培】センスを実装することにしました』

「おおっ！　やったぁっ！」

【アトリエール】の薬草畑を手入れする時、常々畑に関係するセンスがあればいいなぁ、と内心思っていたために、動画の発表に思わず声を上げてしまう。

「やったね、お兄ちゃん！」

「やったな、峻！」

　美羽と巧から祝われながらもまだまだ新規追加センスの情報は続く。

　他ほかには、取得条件はぼやかされたが、複合センスや派生センスなどの情報があり、メンテナンス明けのログインの時にプレイヤー自らの目で確かめて欲しい、と言うことが伝えられた。

『それでは、今回の一周年アップデートで追加される最後の新規センスのご紹しよう介かいです』

　最後の最後である目玉センスの発表に俺たちは、画面を食い入るように見詰める。

『最後のセンスは、大型以上のサイズのＭＯＢに対して与あたえるダメージが増加するセンス。その名も──【大物殺し】です！』

「「「うぉぉぉぉっ！」」」

　俺と美羽、巧は、三人ともソファーから【大物殺し】なるセンスに対して期待を持つ。

『このセンスは、取得ＳＰ総量が30以上に到とう達たつしたプレイヤーから解放され、取得時に要求されるＳＰは10ポイントと他のセンスよりも重いです。ですが、大型ＭＯＢに対しての高い特とつ攻こうダメージを叩たたき出す、まさにロマンのようなセンスです』

「おおっ！　ロマンかぁ、かっこいいなぁ！」

『初心者は、このセンスを目指し、中上級者は、このセンスを手に入れてレイドボスに挑いどんでみてください』

【大物殺し】という、ＯＳＯをそれなりに続けたプレイヤーを対象としたセンスに、俺は期待感を寄せる。

　だが、俺の反応とは対照的に、美羽と巧の反応は微び妙みようである。

「うーん。ＳＰ30以上が条件かぁ。中級者でも取れるけど、自由度の狭せまいセンス構成になるよねぇ」

「えっ、なんでだ？」

　美羽の呟つぶやきに俺が尋たずねると、代わりに巧が答えてくれる。

「初期センス10個を全部レベル30にすると、ＳＰ30で取得条件は満たせるけど、【大物殺し】のセンスを取得するのにＳＰ10が必要だろ。それを差し引くと初期に取得したセンスを上位センスに成長させるポイント分くらいしか残ってないぞ」

「あっ……」

　確かに【大物殺し】のセンスを最短で取得するとその分、他のセンスを取得する余よ裕ゆうがなくなる。

　また所持ＳＰ50ポイントを消費して発生させるセンス拡張クエストなども存在するので、ＳＰに余裕があるプレイヤーでないと【大物殺し】のセンスはＯＳＯのプレイの幅はばを狭せばめてしまう。

「まぁ、ＳＰはイベントでも貰もらえたりするからあまり気にしなくていいかもな。それにこの手のセンスの効果量は、分からないから検証待ちかなぁ」

　タクがそうぼやき、ソファーで背せ伸のびをするが、ＯＳＯのアップデート告知の動画はまだ続いている。

　ＯＳＯの一周年のアップデート内容は、まだまだ序の口とでも言うように動画の時間は残っている。

　俺と美羽と巧は、一いつ旦たん動画を停止してジュースで喉のどを潤うるおして一息吐ついてから動画の続きを再生する。




　　　　●




「それじゃあ、動画の続きを流すね」

　一呼吸して改めて姿勢を正す俺たちは、再び動画に集中する。

『──新規追加センスは、以上となります。またセンス関連での細かな調整や不具合修正などの報告は、アップデート後のインフォメーションで確かく認にんできます。続いては、クエストやシステム、ＭＯＢ、アイテム関係のアップデート内容となります』

　もう新規センスだけでも満足なのに、更さらに情報があるなんて、どれだけプレイヤーを満足させるんだＯＳＯ、という気分で俺は動画を見る。

『まずは、クエスト系のアップデートです。ＯＳＯは、期間限定の妖よう精せいクエスト、冬のクエストイベントなど様々なクエストなどを用意してきましたが、プレイヤーによってはタイミングが合わず、それらのイベントに参加することができなかった方が多く居たようです』

「あー、社会人プレイヤーだよね」

「有給取れなかった、って知り合いのプレイヤーにイベント後で言われたなぁ」

　美羽と巧は、しみじみと呟き頷うなずいている。

『一部のクエストはそのまま継けい続ぞくして受注できる状じよう況きようでしたが、そうしたリアルの事情で不参加のプレイヤーに向けて、妖精クエストと冬のクエストイベントで実装した期間限定クエストを恒こう常じよう化しました』

「妖精イベントが復刻するんだ。妖精ＭＯＢを仲間にしたい人が沢たく山さんいたから嬉うれしいな」

「そうなると町中に妖精ＭＯＢが現れるようになって、華はなやかになるんだろうな」

　俺とミュウがそれぞれ妖精クエストの恒常化した様子を想像する。

　たまに【アトリエール】にハチミツを届けてくれるイタズラ妖精やマギさんのお店で炉ろの火力を高めてくれる火妖精など、あのイベントをクリアしたプレイヤーの周りには時折妖精の姿を見ることができる。

　妖精クエストが恒常化してＯＳＯ全体で可愛かわいらしい妖精たちの数が増えれば、もっと華やかになりそうだ。

「それに冬のクエストイベントのクエスト達成率って確か86％とかだっただろ。期間中に見つけられなかったクエストとかも実装される、って楽しみが増えるよな！」

『また、こうした期間限定クエストの恒常化と合わせて、新たなクエストも多数用意しております。ぜひともＯＳＯの隅すみ々ずみまで歩き回り、クエストを探してみてください』

　クエストの復刻だけでなく新規クエストも追加されるらしい。

　詳くわしい出現クエストの内容は動画では語られていないが、広大なＯＳＯの世界を探し歩く楽しみが追加されて、俺は頰ほおが緩ゆるむのを感じる。

『続いては、システム面でのアップデートに関してです。こちらは、４月のセミ・アニバーサリー・アップデートで【迷めい宮きゆう街がい】に実装された転移オブジェクト【スターゲート】を中心としたアップデートになります』

　こちらは、βベータ版の頃ころに一度廃はい止しになり、その後１年掛かけて改修したコンテンツに期待が高まる。

『【スターゲート】のエリアを生成するのに重要なアイテムである【シンボル】に新たな種類を追加し、第だい二に弾だんという形で実装します』

「おおっ、第二弾が来るのか！」

　シンボルとは、それぞれに意味を持つメダルのようなものだ。

　それを保管するホルダーがあり、全種類揃そろえるとコンプリート報ほう酬しゆうの特別なシンボルが貰えるなど、コレクション要素もあって楽しかった。

　それに新たな種類が出るとなると期待が高まる。

『以前からある第一弾の【シンボル】と組み合わせて【スターゲート】でエリアを生成して冒ぼう険けんを楽しんでください』

「ほへぇ、４月の実装からここまで考えてたのかなぁ」

　隣となりに座る美羽が感かん嘆たんの声を上げる中、スターゲート関連の告知はまだ続くようだ。

『また、【スターゲート】のエリア転移機能を利用しまして、過去に実装されたイベントの舞ぶ台たいなどを実装していきたいと思います』

　過去のイベントの舞台、と言って俺が思い返す間に、動画内の吉野氏が語り始める。

『まずは、夏のキャンプイベントの舞台となった浮ふ遊ゆう島と冬のクエストイベント終しゆう盤ばんに登場したクリスマスダンジョン５種を実装します。当時は期間限定ということもあり、不参加のプレイヤーの他にも、参加したが全すべてを網もう羅らできなかったプレイヤーは、ぜひとも参加してみてください』

「おおっ！　浮遊島の復刻か！　いいなぁ。まだ行ったことのない場所もあったんだよな。それにリゥイとザクロの里帰りとか楽しそう」

「クリスマスダンジョンかぁ。当時のセンスや装備じゃ難しかったけど、新しいセンスとか今の環かん境きようだと難易度下がってそう。楽しみだね！」

『また、【スターゲート】には、様々なテーマのエリアを追加していく予定です』

　俺と美羽が嬉しそうに話す中、【スターゲート】のアップデート告知が終わり、他のシステム面の諸もろ々もろの説明が続いていく。

　ＰプレイヤーＶ・バーサス・ＰプレイヤーやＧギルド・ＶバーサスＧ・ギルドなどのプレイヤー同士の対戦環境を充じゆう実じつさせるために、プレイヤー間のステータスを揃える機能や対戦フィールドタイプの増加などを実装するらしい。

　俺は、対人戦せん闘とうにあまり興味がないので、ジュースを飲みながら聞き流す。

　他にもＯＳＯでは、突とつ発ぱつ遭そう遇ぐうによる戦闘で死に戻もどりすることが多い徘はい徊かいボスＭＯＢの死神・グリムリーパーは、以前から不満の声が上がっていたらしい。

　そのために、第一の町南東にある墓地ダンジョンの階層を５階層から10階層に拡張し、その最深部の固定ボスとして配置することになった。

　またグリムリーパーに代わり、別のノンアクティブな徘徊ボスを追加し、遭遇時にはぜひ挑んでくださいとの事である。

　他にも細々とした調整なども含ふくめて、アップデート後にインフォメーションに細かく記き載さいされるらしい。

　そうして気付けば、動画はもう終わりに近づいていた。

『メンテナンスをお待ちのプレイヤーに向けて、アップデート内容の一部を今回お伝えしましたが、細かなアップデート内容やこの場では説明が難しい内容などは控ひかえさせて頂きます。ぜひ、ＯＳＯにログインして確かめて頂けたらと思います』

　ＯＳＯ開発部部長の吉野氏が挨あい拶さつをして動画が終しゆう了りようする。

　１本30分近くの動画は、ＯＳＯのアップデート内容の告知だけで終わった。

　だが、その内容の濃のう密みつさとこれでもまだ一部であると言う事実に、満足感から放心状態になる。

　そんな俺の右みぎ隣どなりにいる美羽は、俺の腕うでに摑つかまり、興奮している。

「凄すごい期待させられる内容だったね！　あー、メンテ明けが待ち遠しいなぁ！　ねぇ、お兄ちゃん、巧さん、そう思わない！」

「そうだな。話だけでも神アップデートを期待させられる内容だったよな！」

　二人とも今から明日のメンテ明けが待ち遠しい様子だが……

「とりあえず、明日のＯＳＯを十分に楽しむために今日は残りの宿題をやろうな」

「うん、分かった！」

「よし、やるか！」

　アップデート内容の告知動画を見てやる気を見せる美羽と巧は、そのモチベーションの高さからドンドンと夏休みの宿題を進めていく。

　そして、夏の日ひ射ざしが和やわらぐ夕方頃には、二人の夏休みの宿題は大分進んでいた。

　俺は、全力を出し尽つくしてソファーとリビングの床ゆかでそれぞれ脱だつ力りよくする美羽と巧に労ねぎらいの言葉を掛ける。

「お疲つかれ様。やればできるじゃないか。まだ残ってるけど、結構進んだよな」

「えへへっ、これでこの夏は、遊び倒たおせるね！」

「できるゲーマーは、ゲームに合わせて予定を調整するからな」

　全く、調子の良い事を言うなと俺が苦く笑しようを浮うかべる中、巧がある提案をしてくる。

「そうだ。メンテが明ける明日も、こうして三人で集まってアップデート内容の続きを確認しないか？」

「いいね！　一人で確認するよりも楽しそう！」

「俺としては、ありがたいかな？」

　俺一人だと読み流してしまうアップデート内容も廃ゲーマーの美羽と巧にとっては重要なものがあるかもしれない。

　それに一人でアップデート内容を確認するよりも、みんなでワイワイと話しながら確認する方が楽しいと思う。

「それじゃあ、宿題も進んだし俺は帰るな。また明日、ログインする直前にメールでも入れるわ」

「ああ、巧も気をつけて帰れよ」

「巧さん、また明日！」

　巧が帰るのを俺と美羽が玄げん関かんで見送り、その後美羽もやり終えた宿題を放ほうり出したまま自室に戻っていく。

　俺は、一人でリビングを片付ける中、ＯＳＯの一周年アップデートの期待感がジワジワとやってくる。

　明日のメンテナンス明け──２年目のオンリーワンなゲームが始まる。








一章　追加アイテムと里帰り









「お兄ちゃん、メンテが終わったみたいだから先にログインしてるね！」

　午前11時半頃──ＯＳＯのメンテナンス明けの時間に合わせて、早めの昼食を取った美み羽うが自室に駆かけていった直後、巧たくみからメールが送られてきた。

「えっと──『メンテが予定より少し早くに終わったから先にログインする』──か、それなら、了りよう解かいっと」

　短く返信した俺も美羽の後を追うように自室に戻り、ＶＲギアを手に取る。

「これを使い続けて１年かぁ」

　基本は頭に装着して、ベッドで眠ねむるだけで大事に使っているが、それでも細かな傷や汚よごれなどが目に付く。

　俺とＯＳＯの世界を繫つなぐ大事な道具を一撫なでしてから、頭に装着し、ベッドで横になり、ログインする。




　ＯＳＯのログイン地点である【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立った俺は、【アトリエール】に召しよう喚かんしていたリゥイとザクロを探す。

「リゥイ、ザクロ、どこにいるんだ？」

『きゅぅ～！』

　俺が工房部から出て呼び掛けると、桃とう藤とう花かの樹きの下でリゥイとザクロが寝ねそべっていた。

　俺の呼び声に起き上がったリゥイとザクロは、俺の方に近づいてくる。

　胸むな元もとに飛び込んでくるザクロを片かた腕うでで抱かかえ上げ、リゥイの首筋を撫でてサラサラとした鬣たてがみを指で梳すき、話しかける。

「久しぶりだったな。寂さびしくなかったか？」

『きゅぅ？』

　久しぶり、という単語にリゥイとザクロは、小首を傾かしげるように見上げてくる。

　俺の感覚では、リアルで三日の長期メンテナンスでしばらくぶりに会ったように感じる。

　だが、もしかしたらメンテナンス中はＯＳＯの流れが止まっており、リゥイやザクロ、ＮＰＣたちは、それを感じていないのかもしれない。

　そんなことを想像する自分に苦笑いを浮かべ、リゥイとザクロを伴ともなって、ウッドデッキに移動して、お茶とお菓か子しを用意してミュウとタクが来るのを待つ。

　そして──

「ユンお姉ねえちゃん、来たよ～！　リゥイ、ザクロ、久しぶり～！」

「ユン、来たぞ……はぁ……」

「ミュウ、タク、いらっしゃい。えっと、ところでタクはどうしたんだ？」

　どこか元気のないタクの様子に俺が心配そうに声を掛かけると、長い溜ため息いきと共にその理由を語ってくれる。

「実は──俺の剣けんコレクションの価値が暴落したんだ」

「はぁ？　剣コレクション？」

　ＯＳＯでのタクは、二本の長剣を操あやつる二刀流剣士スタイルのプレイヤーだ。

　そのプレイスタイルから状じよう況きように応じて様々な追加効果を持つ長剣を持ち替かえて戦うために、数多くの長剣を集めている。

　そんなタクの集めた長剣は──剣コレクションとして知られている。

　その剣の多くは、生産職が鍛きたえ上げた剣、ダンジョン産のランダムで付ふ与よされる追加効果持ちの優良な剣、名工ＮＰＣが作り出すＮＰＣ固有の追加効果持ちの剣、他ほかにもボス固有ドロップのユニーク武器に分かれる。

「どうして、そんなことが……」

「ユンお姉ちゃん。理由は、これだよ」

　俺が疑問に思うとミュウは、インフォメーションのアップデート内容から一つの項こう目もくを表示する。

「えっと、新規追加アイテムの【張はり替かえ小こ槌づち】？」





　張替小槌【消しよう耗もう品】

　装備品に付く追加効果を同系統の別のアイテムに移し替える小槌。

　張替後には、20％の確率で小槌が壊こわれる。






「あー、なるほど……けど、便利なアイテムが追加されたな」

　俺は、その追加アイテムの説明文を読み、なぜタクの剣コレクションの価値が暴落したのか、理解した。

　例えば──強化素材を使って付与した【火属性向上（中）】の追加効果を持つ指輪をもっと素体が優すぐれたアクセサリーに移し替えたい。

　今までの場合は、レアな強化素材などを集め直して、付与し直さなければいけないが、これなら新たな素体に移し替えるだけで済む。

「これは、生産職としてはありがたいかなぁ。追加効果の付け替えができるから状況によって不要になった追加効果も外せるな」

　今までは、強化素材系アイテムの値段が高かった側面があるが、【張替小槌】のお陰かげで追加効果を再利用できれば、幾いく分ぶんか値段が下がると思う。

　強化素材が買いやすくなれば嬉うれしいなと思っていると、タクがジトッと澱よどんだ目で俺を見てくる。

「くそっ、アップデートは全すべてのプレイヤーに有利に働かないのは分かってたけど、俺に降りかかるとは思わなかった。ああ、名工厳選した剣やオークションで買った１５００万Ｇの剣の価値が落ちた！」

「まぁまぁ、タクさんは、剣を手放さなかっただろうし、今まで楽しめた値段だと思おうよ」

　そう言って、ミュウがタクにお菓子を勧すすめ、俺が三人分のお茶を用意する。

　温かく香かおりのいいお茶と甘いお菓子を食べて、タクの肩かたからふっと力が抜ぬけた。

「ユン、ミュウちゃん。悪いな、取り乱して」

「いや、いいけど……なんかアップデート内容をこれから確かく認にんするのが怖こわくなってきたぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ユンお姉ちゃん！　それじゃあ、一つずつ確かめようよ！」

　そう言う俺たちは、改めてメニューのインフォメーションを立ち上げて、ＯＳＯの一周年アップデートの内容を確認する。

「えっと……アップデートは、何があるんだ？」

「一周年記念でＯＳＯにログインしたプレイヤーには、アイテムが配られたらしいよ」

　インフォメーションの項目は幾いくつも分かれており、最初はこれから始める初心者プレイヤー支し援えんとしてのアイテム配布である。

「配布されたアイテムは、10万Ｇ、ＳＰセンス・ポイント10ポイント、【エクスペリエンス・オーブ】が10個か……」

　すぐに、インベントリとセンスステータスを確認する。
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　お金やアイテムはインベントリに、ＳＰはセンスステータスに配られていた。

　10万Ｇもあれば、生産職たちがＯＳＯのアップデート前から用意していた初心者向け装備を買い揃そろえることができる。

　またＳＰの配布は、初期10ポイントで揃えたセンスの組み合わせが悪くても、すぐに別のセンスを取り直せる配はい慮りよなのかもしれない。

「俺が始めた時にこれがあったら、もっと楽できたのになぁ……」

　ミュウやタク、セイ姉ねぇたちは、βベータ版の引き継つぎで所持金はあったし、センス構成はある程度決まっていたが、俺は手て探さぐり状態で始めてた。

　今でこそ、この生産職と弓使いの組み合わせは、一番愛着が湧わいているが、お店で弓矢の束を買えないほど金欠だった時のことを思い出すことがある。

　そして最後に【エクスペリエンス・オーブ】──つまり、経験値増加アイテムだ。

「【エクスペリエンス・オーブ】って初めてのアイテムだよな。けど、俺も使えるのか？」

　これを使用すると１時間の間に、レベル10未満のセンスに入る経験値が１・５倍になるらしいが、初心者ではない俺には要いらないように思う。

「ユンお姉ちゃんだって、使えないわけじゃないよ。レベル10未満だから、成長や派生してレベル１に戻もどったり、新しいセンスを取得する時にも使えるよ」

　上位センスに成長や派生した場合、そのセンスはレベル１に戻る。

　上位センスは、レベルアップ時のステータス上じよう昇しよう量や様々な行動補正が高くなる。

　その一方レベル１に戻るので、成長前のセンスと比べて、ステータス上昇量で一時的に劣おとってしまう。

　そうした場合に、この【エクスペリエンス・オーブ】を使えば、素す早ばやくレベルを上げられるはずである。

「なんか、こういうアイテムを貰もらうと、使うの勿もつ体たいなく感じるんだよなぁ」

　俺がそうぼやくと、タクがその【エクスペリエンス・オーブ】についてあることを教えてくれる。

「早さつ速そく【エクスペリエンス・オーブ】の買い取りが始まっていたぞ。一個１００万Ｇって値段で」

「はぁ!?　高っ！　なんでだ!?」

「トッププレイヤーが【エクスペリエンス・オーブ】に価値を見み出いだしたのか、転売ギルドが今後の値上がりに期待して買い取りを始めたとかだな。アップデートで俺の剣みたいに色んなアイテムの相場も変わりそうだから、ユンもアイテム相場チェックしとけよ」

　どうやら、アップデートによるアイテム相場の変動で露ろ店てんの多くは、売買を停止しているようだ。

　唯ゆい一いつ、初心者プレイヤー向けの装備や消耗品を事前に用意していた生産ギルドやそれに協力するプレイヤーたちは、当初の予定通りの値段で売り始めているようだ。

「ユンお姉ちゃんもタクさんも、話が逸それてるよ。それよりもアップデート内容の続きを見ようよ！」

「そ、そうだな」

　既すでに配布アイテムだけで結構、お腹なかいっぱいの変化を引き起こしているが、まだアップデートの内容は、続く。

「昨日の動画で告知されたのがメインで、他は細々とした調整が書かれているだけかな？」

「追加アイテムの項目も結構な数のアイテムが追加されてるみたいだな」

　新規アイテムの多くは、アップデートで告知するよりもプレイヤーが自発的に探たん索さくして発見する楽しみや驚おどろきを残すために、存在の示し唆さだけで終わっていた。

　ただ例外として、先さき程ほどの【張替小槌】のような、全プレイヤーが平等に知っていても問題ない便利系アイテムの追加情報は、書かれている。

「えっと──【エキスパンション・キット】か。装備の追加効果スロット増強アイテムなのか。これは、いいなぁ」

　その告知されている追加アイテムの一つには、工具箱を思わせる外観のアイテムの【エキスパンション・キット】があった。

　そのアイテムの効果は、対象装備の追加効果スロットを１枠わく増やし、最大３回まで使用することができる。

「いいなぁ。これ、入手方法は書かれてないけど、色んなことができそうだなぁ」

　今回の一周年アップデートでは、センスだけではなく、装備にまでプレイヤー毎ごとの個性が色いろ濃こく出るような作り込み要素を追加したようで、期待感が高まる。

　そうして三人で一つずつアップデート内容を確認していくが、動画で事前に告知された目玉アップデート以外は、『実際にプレイヤーが発見してほしい』と言うことと『細かなバグや調整』などが殆ほとんどであった。

「ふぅ、これから検証とか情報が出る度たびに盛り上がるんだろうなぁ」

「そうだね。あっ、このシステム面の調整って、ユンお姉ちゃんに一番関係があるんじゃない？」

　そろそろアップデート内容の確認にも疲つかれ始めて来た時、相あい槌づちを打つミュウがある調整項目を見つけた。

「えっと──『状態異常バツドステータス耐性とスリップダメージに関する調整』だよな」

　書かれている内容は、従来の状態異常バツドステータスの毒やセイ姉ぇの氷魔ま法ほうにあるスリップダメージに関する調整だ。

　スリップダメージは、対象に１秒毎に最大ＨＰの１％のダメージを継けい続ぞく的に与あたえると言うものだった。

　例えば、ＨＰ１００の雑魚ざこＭＯＢには、毒のダメージは秒間１ダメージと低く、ＨＰ１００万の敵には、１万ダメージと敵ＭＯＢ毎にスリップダメージの差が大きい。

　また、そのスリップダメージの仕様を利用してＨＰは高いが、状態異常耐性の低いＭＯＢに対して、状態異常薬を投げ続けて格上相手を倒たおす毒嵌はめ戦法などが存在した。

　そのため運営は、スリップダメージの効果はそのままに与えるダメージに上限を設け、その代わりに全ＭＯＢの状態異常耐性を引き下げたようだ。

　上限を設けることによって、たとえＨＰ１００万の敵でも上限が１０００ダメージに設定されれば、毒が特別強いと言うことにはならない。

「この調整は、ちょっと嬉しいかなぁ。強いボスＭＯＢって、本当に状態異常をレジストするんだよなぁ」

「確かにね。それに毒とか燃焼や凍とう結けつとかのスリップダメージ系が本来のイメージ通りの効果になった感じだよね」

　ただ、スリップダメージ系の状態異常の弱体化とゲーム全体の状態異常耐性の引き下げのバランスを考えると、またもやアイテムの価値が変わってきそうである。

「まぁ、気になるところは、そんなところかな」

　俺たちがアップデート内容を確認し終えて、手元のお茶を一気に飲み干せば、既に冷え切っていた。

　思った以上にアップデート内容の確認に時間を取ったようだ。
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　アップデート内容を全て確認したが、理解できたとは言い切れない。

　それほどに情報が多いために、それぞれ必要に応じて慣れていくしかない。

　そして、アップデート内容を確認し終えた俺たちは、早速、センスステータスで新規に追加されたセンスを取得する。

「さてと、欲ほしいと思った【栽さい培ばい】センスと、便利な【炎えん熱ねつ耐たい性せい】と【寒冷耐性】のセンスを取得するかな」

　どれもＳＰ１ポイントで取得できるので、ログイン時に配られたＳＰで十分に賄まかなえる。

「やっぱりユンお姉ねえちゃんは、そのセンスを取るんだね。【栽培】センスって具体的にどういう効果があるの？」

「えっと、管理している薬草や樹木とかの生長速度や品質が向上しやすいみたい。それとセンス装備枠に装備しなくてもセンスを所持してるだけで効果を発揮するみたい」

　俺が取得した【栽培】センスの説明文を読み上げると、タクが感心したように頷うなずく。

「センス装備枠を圧あつ迫ぱくしないのは、いいな。【栽培】センスは、装備しなくても効果を発揮するセンスの試験的な実験かもしれないな」

　センスは、装備することで特定行動に判定を発生させ、パッシブ効果が得られる。

　だが、パッシブ効果が目的のセンスは、装備の付け外しや装備し忘れるなど、管理が面めん倒どうな場面がある。

　そうした不便さを解消するために、装備外のセンスも効果を発揮する試験運用を【栽培】センスで行っているのかもしれない、とタクが考察する。

「それだと嬉うれしいなぁ。【泳ぎ】や【登山】、【言語学】センスは、特定の状じよう況きようしか使わないからなぁ」

　特に【言語学】センスは、謎なぞ解ときや本を読む時しか使わないので、装備外でも常時適用してほしいと思う。

「それで、ミュウとタクは、新しいセンスを取得するのか？」

「私は、ユンお姉ちゃんと同じ【炎熱耐性】と【寒冷耐性】かな？　レベル10まで上げれば、消費したＳＰ分返ってくるから取得して損はないよね」

「俺もユンとミュウちゃんと同じ耐性系センスと、【大物殺し】のセンスも取得してみるつもりだ」

　そう言って、互たがいに新規センスの取得に和わ気き藹あい々あいとする。

　そして、アップデートのインフォメーションとは別に、今年の夏イベントに関しての告知があり、それをタクが読み上げる。

「今年のイベントに関してだ。──『イベントは、一周年アップデートから10日後に告知を予定しております』──か」

　アップデートと共にイベントを開始しないのは、既き存そんプレイヤーたちがアップデート内容を把は握あくし、新規に始めるプレイヤーがＯＳＯに慣れる猶ゆう予よを与えるためだろうか。

　それに新規プレイヤーに、いきなりイベントに直面させて、やることが多すぎて混乱させない側面もあるのかもしれない。

　そうした考察をしつつ、今年の夏イベントを楽しみに思っていると、ふっとミュウとタクがこちらを見み詰つめていることに気付く。

　俺が顔を上げると、ミュウたちが話しかけてくる。

「ねぇ、ユンお姉ちゃん。お願いしたいことがあるんだけど、いいかな？」

　なんだろう？　と思い二人の目を見ると、俺に期待の籠こもった視線を向けている。

「あのね。前々から幾いくつかのドロップ産の追加効果を一つのアクセサリーに付けることができたらいいなー、って思っていたんだ」

「俺も手持ちのダンジョン産の剣けんの追加効果を別の剣に移し替かえたいんだよな。頼たのめるか？」

　そう言う二人に、何を頼んでいるのか大体の察しが付いた。

「ああ、【張はり替かえ小こ槌づち】で作りたい装備があるのか。それはいいけど、素材はミュウとタクがちゃんと揃そろえろよ」

「わかった、任せて！　ちゃんと【張替小槌】を探してくるね！」

「よし！　俺とミュウちゃんで、必要な素材を集めてくるな！」

　俺が了りよう承しようするとすぐに二人は、【張替小槌】を探すために、【アトリエール】から出て行ってしまう。

「全く……騒さわがしいと言うか、行動力があると言うか」

　その行動力に啞あ然ぜんとなる俺やリゥイ、ザクロは、二人が去った後を見詰める。

「さてと、俺もリゥイとザクロと一いつ緒しよに出かけるか。キョウコさん、いつものように店番よろしくね」

「はい、気をつけて行ってらっしゃいませ」

【アトリエール】のカウンター席に座り店番していたキョウコさんは、愛あい嬌きようのある笑え顔がおで俺たちを送り出してくれる。

「そう言えば、キョウコさんとの付き合いも１年になるのかぁ」

　色々と感かん慨がい深いものを感じる俺は、リゥイとザクロを連れて、工こう房ぼう部のミニ・ポータルから迷めい宮きゆう街がいに転移する。

「さてと【スターゲート】はあっちだな」

　俺は、環かん状じよう転移オブジェクトの【スターゲート】を目指す途と中ちゆう、シンボル屋に立ち寄り、第だい二に弾だんとして新たに追加されたシンボルを幾つか購こう入にゆうして、向かう。

　セミ・アニバーサリー・アップデートでシンボルがアイテムとして追加された時は、買い占しめと転売で大荒あれした。

　今回はそうした問題がなさそうで安心しながら、【スターゲート】のある建屋に辿たどり着く。

「あー、やっぱりみんな過去イベントの復刻を楽しみにしてたんだろうな」

【スターゲート】の建屋の中には、かなりのプレイヤーが集まっていた。

　イベント当時は、リアルの都合や始める時期が遅おそくて参加できなかったプレイヤーも、少しでも当時の雰ふん囲い気きを味わおうと集まっている。

　俺もリゥイとザクロと共に【スターゲート】の列に並んでいると、ふと視線を感じてそちらの方を向く。

「あっ……」

　俺が振ふり向くと、相手パーティーの男性三人が狼狽うろたえ、他ほかの三人が少し険しい表情で小こ突づいている。

　狼狽える三人は誰だれだろう、と小首を傾かしげていると、三人が俺の方に近づき、深々と頭を下げてくる。

「その、去年はすまなかった。迷めい惑わくを掛かけた」

　突とつ然ぜん、頭を下げられて驚おどろき、改めて彼らの顔を見て誰か思い出した。

「あっ！　去年のキャンプイベントの時の！」

『きゅぅ？』

　リゥイとザクロは、首を傾げて本気で誰だか分かっていない様子でいる。

　去年、【死兵の腕うで輪わ】によって暴走したザクロの炎ほのおで被ひ害がいにあったプレイヤーだ。

　仲間がイベントを途中リタイアして、勘かん違ちがいから俺たちや暴走の被害を引き起こしたザクロに襲おそいかかってきたプレイヤーたちだ。

「改めて、あの時は色々と迷惑掛けた」

「いや、今の今まで忘れてたし……それにあの時謝ってもらったし、一番迷惑したリゥイとザクロもすっかり忘れてるようだから、気にしてないよ」

　俺が気にしていないことを知り、三人組の表情から険しさが取れる。

「そう言って貰もらえると助かるよ。今回は、あの時のメンバーと改めて浮ふ遊ゆう島に行くことができたんだ。１年間ＯＳＯを続けて良かったよ」

「当時と同じようには行かないだろうけど、楽しめるといいな。俺もこれからリゥイとザクロを連れて浮遊島に里帰りなんだ」

　俺がそう言うと三人は、こちらを眩まぶしそうに目を細めて、仲間のパーティーの元に帰っていく。

「ちゃんとＯＳＯを続けていたんだ。……よかった」

　三人のプレイヤーの背中に向けてポツリと呟つぶやいていると、【スターゲート】の順番が回ってくる。

　転移先としてシンボル不要なエリア一覧が表示され、俺はその中から夏のキャンプイベントの浮遊島を選せん択たくして、転移する。

「それじゃあ、リゥイ、ザクロ、いくか！」

『きゅっ！』

　リゥイとザクロと共に【スターゲート】の輪の中を通り抜ぬけ、浮遊島に転移する。

【スターゲート】を抜けた先には、程ほどよい広さの空き地が広がっており、周囲には木々が生おい茂しげる林がある。

「ここは、どの辺なんだろう。……あっ、当時のマップ機能がまだ生きてる！」

　夏のキャンプイベントでは、初期はマップが描えがかれておらず、パーティーメンバーが到とう達たつした周囲にマップが記録されていく。

　その時のマップがメニューにも表示されており、マップの更こう新しん機能も残っているようだ。

「ここは、浮遊島の東寄りの【スターゲート】前なのか」

　どうやら【スターゲート】のエリア用に調整も加えられているらしく、浮遊島の中央と東西南北のベースキャンプ跡あと地ちにスターゲートを設置したようだ。

　転移地点は、ランダムで【スターゲート】前に転移するが、他の場所も登録すれば、ゲート間での転移もできるようだ。

「イベントの時の違ちがいとかを見つけるのも楽しいかもな」

　そう言って一歩踏ふみ出す俺だが、リゥイが俺の服の裾すそを銜くわえて引っ張る。

「おっ、リゥイ、どうしたんだ？　あー、あっちの方向ね。はいはい、分かったよ」

　どこかに誘ゆう導どうしようとするリゥイの後を付いて行き、俺とリゥイの思い出の場所に辿り着く。

「リゥイが来たかったのは、ここか。そう言えば、ここで出会ったんだよな」

　森の中を走る古い水路や小麦畑を見み渡わたせる丘おかの上──そこで俺はリゥイと出会ったのだ。

「忘れてないよ。ちゃんと覚えているさ」

　俺が丘の上に座り、膝ひざをぽんぽんと軽く叩たたくとリゥイは俺の膝に頭を乗せて眠ねむり始め、ザクロはリゥイの体に寄り掛かるように眠る。

　そう言えば、初めて膝ひざ枕まくらしたのはこの時だったか、などと思い出しながらリゥイの鬣たてがみを指で優やさしく梳すく。

　しばらく穏おだやかな空気の中でまったりと過ごし、満足したリゥイが立ち上がる。

「リゥイ、もういいのか。それじゃあ、探たん索さくの続きに行くか」

　俺もザクロを抱かかえ上げて、以前通った浮遊島の軌き跡せきを辿るように歩き始める。

　──行き倒だおれていたレティーアを見つけて助けた場所。

　──湖底の遺い跡せきやイベントボスの【幻げん獣じゆう大おお喰ぐらい】と戦った南の湖。

　──今は草地に覆おおわれているが、以前は暴走したザクロが壊かい滅めつさせたベースキャンプ跡あと地ちなど。

　思い出深い場所を次々と巡めぐっていく中、薬草などを採取しながら、浮遊島をのんびりと散歩する。

「当時は、対応するセンスでアイテムを鑑かん定ていしてたけど、その部分は撤てつ廃ぱいされたんだな。それにイベントの罠わな要素の状態異常バツドステータス系の植物もなくなってる」

　たった今採取したのは、美味おいしそうなスモモのような食物アイテムだ。

　特にステータス強化効果のない満腹度回復の果物を採取していると、ふと頭上から視線を感じ、近くの木を見上げる。

　その木の上には、細長い胴どう体たいに白い毛と赤い目をしたＭＯＢの姿を見つける。

「あれは……カマイタチ？」

　イベント当時、暴走したザクロと同じようにデメリット付きのアクセサリーを無理矢理着けられた幼よう獣じゆうの存在を思い出す。

　ただ当時よりも一回りも大きくなった成せい獣じゆう状態となって、俺たちの前に現れたのだ。

「あの時と同じ個体……だったらいいな。おーい、採ったばかりの果物いるか？」

　俺が手にしたスモモを掲かかげるが、ぷいっと顔を背そむけられ、苦く笑しようを浮うかべてしまう。

　仕方がなく、近くの木々の洞うろの中に入れて果物の採取を続けると、気付いた時にはカマイタチが置いたスモモを食べており、また苦笑を浮かべる。

「それにしても……」

　浮遊島を歩いていて気付くのは、ノンアクティブなＭＯＢが多数存在し、遠巻きにプレイヤーを見ているのだ。

　イベント当時は可愛かわいらしい幼獣状態だったが、１年経たち復刻された事で幼獣たちも成獣として配置されているのかもしれない。

「確かに当時のイベントに参加できなかったプレイヤーでもパートナーの使し役えきＭＯＢを作るチャンスがあるんだろうな。それに当時は仲良くなり切れなかったプレイヤーも……」

　ふと、森の奥の方でプレイヤーの姿が見えた。

『おーい！　私の大事な幼獣ちゃんはどこ!?　どこにいるの～！』『俺の癒いやし！　最後に渡わたしてくれた友好の証あかしの羽は今も持ってるぞぉぉっ！　姿を見せてくれ～！』『ああ、あの可愛かったあの子がこんなに逞たくましく……って、ぎゃぁぁぁっ！』

　キャンプイベント当時に一緒に過ごした幼獣たちを探しているようで、二人は見つけられず彷徨さまよい、一人は成獣化して立派になった姿を目にするが軽くあしらわれている。

「レアＭＯＢだから、パートナーにするのは、大変かもなぁ」

　イベント当時は、イベント期間が決まっており、更さらに幼獣状態だった。

【調教】センスなしでも友好関係の構築ができたし、もしかしたらパートナーにする条件が緩ゆるかったのかもしれない。

　恒こう常じよう的な復刻がされた現在だと、成獣になったレアＭＯＢのために、通常の使役可能なＭＯＢの調教よりも難易度が高いかもしれない。

「まぁ、頑がん張ばればそのうち仲良くなれるだろう」

　そんな彼らを尻しり目めに俺たちは森を探索していく。

　時折、成獣化した使役ＭＯＢを目にする中、赤黒い肉の塊かたまりで作った化け物──幻獣喰らいたちが徘はい徊かいしている姿を見つける。

「あー、あれは、アクティブな敵として配置したのか」

　俺は、大きな瞳ひとみを忙せわしなく動かして、標的を探す幻獣喰らいに向けて、長弓を構える。

「いっけ──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　森の木々の間を抜けて、駆かけ抜ける矢が幻獣喰らいの弱点である目玉を射い貫ぬき、潰つぶす。

　イベントの時は、弱点さえ潰せば倒れる大ボスの取り巻きだったが、ＨＰゲージのある敵として調整されたのか、一いち撃げきでは倒れない。

　矢で射貫いた目玉は、赤黒い肉に飲まれて、体の別部位から新たな目玉が生まれ、こちらに振り向く。

　そんな幻獣喰らいに対して、無言で連続で矢を放ち、弱点の目玉を全すべて打ち抜き、俺に近づく前に一方的に倒す。

「まぁ、ＯＳＯが始まった当初の敵はこんなものかな？」

　迷めい宮きゆう街がいに到達できれば、無条件で訪問できる復刻エリアのために、湿しつ地ち帯近辺のＭＯＢの強さで全体的に調整されているのかもしれない。

　イベント当時よりＭＯＢが強くなっているとしても、俺は自分が更に強くなっているのを改めて実感する。
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「これ、何に使うんだろうな」

　浮遊島の各所にある小規模ダンジョンや以前は行かなかった浮遊島の隅すみ々ずみまで探索し、マップを更新していた。

　その途と中ちゆう、度たび々たび遭そう遇ぐうする幻獣喰らいを倒すと、黒い石せき盤ばんのようなアイテム──【暴ぼう獣じゆう刻こく印いんの欠片かけら】をドロップした。

　イベント当時の幻獣喰らいにはドロップアイテムはなかったが、復刻に合わせて追加されたようだ。

「今度は、【暴獣刻印の欠片Ｅ】かぁ。これで全部揃そろったっぽいな」

　今まで倒した幻獣喰らいたちがドロップする刻印には、ＡからＦのアルファベットが振ふられており、それらを繫つなぎ合わせると六角形の石盤の形になった。





　暴獣刻印の原げん盤ばん【消しよう耗もう品】

　暴獣刻印の欠片Ａ～Ｆを繫ぎ合わせることで作られた石せき盤ばん。

　幻獣大喰らいを封ふう印いんした場所を示す石盤であると同時に、封印の鍵かぎである。

　特定の地点で使用することで、幻獣大喰らいに挑ちよう戦せんすることができる。






　石盤の欠片を合わせると繫がり、イベントボスの【幻獣大喰らい】に挑戦するための石盤に変化する。

「なるほど、これを使って【幻獣大喰らい】に挑いどめるのか」

　この浮ふ遊ゆう島は、復刻エリア用に調整されたために幻獣喰らい同様に、ボスの幻獣大喰らいにも強さやドロップアイテムなどの調整がされているのではないか、と思う。

「うーん。一人でボスに挑む気はないけど、ドロップアイテムの内容は気になるなぁ」

【張替小槌】やそれに使う素材などを探しに行ったミュウとタクを呼ぼうかと考えて、頭を軽く振ってその考えを振り払はらう。

「ミュウたちなら自分で挑むだろうし、素材集めを邪じや魔ましちゃダメだよな」

　そんなことを考えながら、他ほかに一いつ緒しよに挑める人はいないか、とフレンドのログイン状じよう況きようを確かく認にんしていると──ライナとアルの名前が目に留まる。

「そう言えば、二人は始めた時期的に、キャンプイベントに参加できなかったんだよな」

　参加できなかったイベントの復刻ボスに挑めるなら、二人も喜んでくれるだろうか、と思いながら、フレンド通信を繫げる。

『ユンさん、お久しぶりです。どうかしました？』

　海域エリアや孤こ島とうエリアの方に集中していたために、そこまで辿たどり着いていないライナとアルと連れん絡らくを取るのは久しぶりな気がする。

　フレンド通信が広域チャット状態のために、ライナたちの声も聞こえる。

「アルか？　俺は今、【スターゲート】で復刻されたキャンプイベントの浮遊島に居るんだ」

『レティーアさんがムツキを仲間にしたイベントですよね。僕たちも行こうかと話し合ってたんですけど……』

『うーん。前の時は、敵が強くて挑戦できなかった妖よう精せいクエストやクリスマスダンジョン、新規に追加されたクエスト探し、私たちが始める前にあった夏のキャンプイベント……うがぁぁぁっ！　どこから遊べばいいか、分からない！』

「なんか、悩なやんでるみたいだな」

『はい。ライちゃんが悩んで行く先が決まらないんです』

　振り回されているアルの様子に俺は、苦笑いを浮かべつつ、提案をする。

「実は、キャンプイベントのボスの【幻獣大喰らい】も復刻されてるらしくて、それに挑めそうなんだ。だから、挑んでみないか？」

『えっ、ユンさん！　その話、本当!?』

　アルとフレンド通信で話していたところにライナが割り込むように声を掛かけてくる。

「本当だぞ。幻獣喰らいってＭＯＢを倒すと、ボスに挑戦するのに必要なアイテムの一部が手に入るんだ。それを全部揃えたんだけど、挑んでみないか？」

『行く！　今すぐに行く！』

　相変わらずの様子に俺は、苦笑しつつ、ライナたちが浮遊島に来るのを待つ。

　そして、やってきたライナとアルたちは、南の【スターゲート】前からスタートしたらしいので、俺もゲートを経由してそちらに合流する。

「悪いな、呼び出すような形になって」

「いえ、呼んでくれて嬉うれしかったです。それにライちゃんが中々行き先を決めなくて……」

「何よ、強くなった力試だめしにどこに行こうか悩んでいただけじゃない」

　若じやつ干かんふて腐くされたように唇くちびるを尖とがらせるライナにアルが溜ため息いきを吐はき出し、互たがいに言い合いを始める。

　そんな二人を置いておき、ライナとアルと一緒にここに来たレティーアとベル、エミリさんたちに目を向ける。

「レティーアとベル、エミリさんも一緒なんだ」

「私は、ユンさんと同じムツキの里帰りついでに来ました。あと、ベルはオマケです」

　挨あい拶さつのモフモフだ～と言って、リゥイとザクロに抱だき付くベルを無視してエミリさんにも目を向けると答えてくれる。

「一周年アップデートは楽しみだけど、生産職は素材がないと何もできなくて暇ひまだったから、レティーアに誘さそわれて来たわ」

　そうして結局、見慣れた面子メンツが集まったのか、と苦笑を浮かべる。

　俺たちは、パーティーを組んで【幻げん獣じゆう大おお喰ぐらい】と戦せん闘とうする場所に向かいながら、ライナとアルと話をする。

「それにしてもライナとアルとパーティーを組むのは久しぶりじゃないか？」

「そうですね。ユンさんたち、ドワーフの国に行ったり、遠くの孤島エリアまで行ったりして追いつけませんでしたからね」

「でも、私たちだって弱いままじゃないのよ！　なんと、ユンさんたちが、孤島エリアの攻こう略りやくをしている間、センス拡張クエストをクリアして第12センスまで解放したんだから！」

「おー、凄すごいな」

　俺が小さく拍はく手しゆすると、ライナは自じ慢まんするように胸を反らし、そっとレティーアが耳打ちして説明してくれる。

（中小ギルドとの繫がりができて、色々な人とパーティーを組むようになって、二人ともメキメキとレベルを上げているところです）

（俺たちの知らないところで、いい出会いや経験をしているんだな）

　どんなゲームにも言えるが、先に始めたプレイヤーはプレイ時間の差で有利だ。

　だが後に続くプレイヤーは、彼らが見つけて作り上げた効率的な方法で先せん駆く者よりも短い時間で強くなり、いつか追い付く。

　生産職の俺では、もうライナとアルには勝てないかもしれないと考えると嬉しい反面、寂さびしいような気持ちが生まれる。

　そうして俺は、ライナとアルから色々な冒ぼう険けんの話を相あい槌づちを打ちながら聞いている間に、目的の場所に辿り着く。

「ユンさん、ここがそうなんですか？」

【暴獣刻印の原盤】には、この浮遊島の地図が描えがかれており、【幻獣大喰らい】が封印された場所として北東方向の洞どう窟くつが記されていた。

　またこの洞窟の前では、早さつ速そくアップデートされたばかりなのに【幻獣大喰らい】に挑むために準備をするプレイヤーが数組いた。

「どうやら、ここっぽいな。早速、入ってみるか」

【空の目】の暗視能力を持つ俺が先頭に立ち、続いてライナとベル、中衛にエミリさん。後衛にアルとレティーアが並ぶ。

　洞窟は、そこそこな広さだが、流石さすがにレティーアの大型使し役えきＭＯＢたちを召しよう喚かんするには狭せまい。

　今は、ウィル・オ・ウィスプのアキとフェアリー・パンサーのフユ、風妖精のヤヨイを召喚している。

　洞窟内には、仄ほのかに明かりを発する光源オブジェクトの松明たいまつが並ぶ中、奥の円形の空間に辿り着く。

「奥まで来ましたけど、どうやったら、ボスの【幻獣大喰らい】と戦えるんですか？」

「あそこに祭さい壇だんがあるだろ？　どうやら、あそこにこの石盤を嵌はめ込むと、ボスを呼び出すことができるみたいなんだ」

「いいこと聞いたわ。今度、他のギルドの友達とパーティー組んで挑みに来ようっと」

　ボスとの戦闘に期待を膨ふくらませるライナだが、俺やレティーアたちは、そんなライナを生温い目で見守り、ボスを呼び出す。

「それじゃあ、呼び出すな」

　俺一人が石造りの祭壇に登り、窪くぼみに【暴獣刻印の原盤】を置き、離はなれる。

　石盤を置いた直後、洞窟全体が鈍にぶい震しん動どうを引き起こし、祭壇が崩くずれてその下から黒い肉につ塊かいが湧わき出すように現れる。

　そして、粘ねん性せいを持ったような音と共に開かれる無数の瞳ひとみと黒い肉塊から伸のびる触しよく腕わん。

　肉塊と目玉で作った四足歩行の異形のＭＯＢ──【幻獣大喰らい】の咆ほう哮こうに合わせて、光源オブジェクトの松明の炎ほのおが強くなり、その不気味な姿を照らし出す。

「うげっ……なんなのよ。気持ち悪い」

「あ、あれがキャンプイベントのボス……」

【幻獣大喰らい】の出現に、ライナとアル、そしてリゥイやザクロたち使役ＭＯＢたちが身み震ぶるいする。

　そして、去年のイベントで一度その姿を目にした俺は、冷静に眺ながめていた。

「イベントの時は小山ほどの大きさだったけど、大型ＭＯＢくらいに調整されたみたいだな」

「そうね。それに弱点の目玉の数は、１００個もないし、ＨＰゲージもあるわね」

　俺にそう相槌を打つエミリさんがベルと共に前に出る。

「さぁ、ライナ、ベル。【幻獣大喰らい】は、目玉が弱点だからそこを積極的に狙ねらうわよ。ユンくん、お願い！」

「楽しんでこい！　《空ゾーン間・エ付ンチ加ヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

「いくわよ。はぁぁぁぁっ！」

　前衛の三人に三重のエンチャントを施ほどこした直後、ライナが堪こらえきれずに【幻獣大喰らい】の正面から突とつ撃げきしていく。

　それに続きエミリさんとベルが左右から弧こを描くように迫せまり、二人を追い越こすようにレティーアのフェアリーパンサーのフユも駆かけ出していく。

「私たちは、後衛から援えん護ごしますか。『──ちょ、レーザーなんて、きゃっ!?』──早速、出番ですね──《ハイ・ヒール》」

【幻獣大喰らい】の体から生える触腕から放たれた短い光線を連続で受けたライナは、盾たてで防ぐが、それでも多少のダメージを負い、レティーアに回復される。

「僕も行きます！　──《バースト・ランス》！」

　アルが杖つえを掲かかげると、頭上に炎えん槍そうが生まれる。

　それが洞窟内を駆け抜ぬけ、幻獣大喰らいにぶつかり、激しい炎が体の表面を撫なでて弱点の目玉を破は壊かいし、大きなダメージを与あたえる。

「やったっ！　って、うわっ……」

「確かに、あんまり見ていて気持ちのいいやつじゃないよな。──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》！」

　破壊された目玉が消え、黒い肉塊の内側から次々と湧き出すように再生する新たな目玉を狙って、赤い尾おを引いた矢が放たれる。

　放たれた赤い尾から五本の魔力の矢が枝分かれして、再生した目玉に次々と突つき刺ささり、更さらにダメージを与える。

　エミリさんやベルも目玉を積極的に狙い、レティーアの使役ＭＯＢのフェアリー・パンサーのフユが前足を叩たたき付けるように引っ搔かき目玉を傷つけ、ウィスプのアキと風妖精のヤヨイが魔法で的確に目玉を破壊してダメージを与える。

「ＨＰの減る速度は速い。そんなに強くないボスかな」

　怯ひるむことなくゆっくりと前進を続ける不気味さと威い圧あつ感かんのある強大なイベントＭＯＢだった幻獣大喰らいは、パーティー向けのボスに調整されて、確かに変わった。

　目玉を立て続けに破壊されると怯むような動きを見せ、取り巻きである幻獣喰らいたちを生み出す能力は失った。

　その代わり、本来備わっていた触腕の先せん端たんから放たれる光線や触腕による強きよう襲しゆうはそのままに、プレイヤーへの接近からの前足の叩き付けや体当たり、前足の肉塊から放たれる触腕による摑つかみ攻こう撃げきなど機動力が必要な攻撃が加わった。

「全員気をつけろよ！　ＨＰが減ってきたら発はつ狂きようモードに入るかもしれないぞ！」

「了りよう解かい。はぁぁぁっ！　──《螺ら旋せん豪ごう風ふう槍そう》！」

　手首の捻ひねりと共に放たれるライナの強力な突きが【幻獣大喰らい】の目玉を穿うがち、その周囲に衝しよう撃げき波はが広がり他ほかの目玉も次々と破壊して大きなダメージを与えていく。

　ＨＰが10％を切ったところで、予想通りの変化が起こる。

『グルルルルッ──ギャァァァァッ！』

「うっ、きゃっ!?」

【幻獣大喰らい】の衝撃波を伴ともなう咆哮にライナたちは、後ろに押しのけられる。

　そして、体表に出ていた無数の目玉が黒い肉に埋うもれるように隠かくれ、口の中から一ひと際きわ大きな目玉が現れ、濁にごった瞳がライナたち前衛を見み渡わたす。

　幻獣大喰らいは、体表から伸びる触腕を増やし、その先せん端たんに光を集め始める。

　そして、発狂モードに入った【幻獣大喰らい】に対して──

「一気に残りＨＰを削けずり切るぞ！　《魔弓技・幻影の矢》！」

「はぁぁっ──《バースト・ランス》！」

　俺は、露ろ出しゆつした弱点である大きな目玉を射い貫ぬき、続けてアルが炎槍を放ち爆ばく発はつを引き起こす。

「《簡易召喚》──ムツキ、ウヅキ！」

　レティーアの背後からガネーシャのムツキと水すい竜りゆうのウヅキの幻影が現れる。

　本来は、狭い洞窟では呼び出せない大型ＭＯＢだが、《簡易召喚》で現れた使役ＭＯＢの幻影が俺たちを助けてくれる。

『──パオォォォォォン！』

　ムツキの幻影が駆け出し、強きよう烈れつな体当たりで【幻獣大喰らい】を弾はじき飛ばし、幻影が消える。

　続くウヅキの幻影は、口内に貯ためた水のブレスを【幻獣大喰らい】に放ち、体表を削る。

　発狂モードの【幻獣大喰らい】に放たれる大おお技わざの連続で残りＨＰを一気に削り切り、最後の大暴れをさせる前に倒たおし切った。

「ちょっと、またアルがトドメを刺して、もう少し私にも活かつ躍やくさせてよ！」

「し、仕方がないよ。後衛は、それが仕事なんだから！」

　倒れた幻獣大喰らいが光の粒りゆう子しに変わっていく様子とライナとアルのやり取りを聞きながら、ふぅと息を吐はき出す。

「幻獣大喰らい。弱くて、強かったな……」

　自分でも不思議な評価だと思う。

　迷めい宮きゆう街がいに到とう達たつしたプレイヤー基準で調整されていたために、ＯＳＯ開始１ヶ月のイベントボスの時より、攻撃のダメージは高くなっているはずだ。

　だが、それ以上にプレイヤーである俺たちが成長しているために、相対的に弱く感じた。

　それが実感できた、いい復刻ボスだったように思う。








二章　張はり替かえ小こ槌づちと魔ま改かい造ぞう









「もう、折角【大物殺し】のセンスを取ったのに実感できなかったじゃない」

「まぁまぁ、そろそろドロップ確かく認にんして帰りましょう」

　最後の最後で美味おいしいところを後衛の俺たちに持って行かれてふて腐くされているライナをエミリさんが宥なだめながら、ドロップアイテムを確認する。

「さて、手に入ったのは──【幻げん獣じゆう大おお喰ぐらいの牙きば】か」

「私は、【幻獣喰らいの臓物】よ。気持ち悪い……」

「僕もユンさんと同じ強化素材ですね」

　それぞれがドロップアイテムを報告する。

　俺とアル、エミリさんがドロップした【幻獣大喰らいの牙】は、武器などに使う強化素材だった。

「これは……食べられるんでしょうか？」

「うーん。食べるとしたら、モツ煮にとかじゃないかにゃ？」

「嫌いやよ！　絶対に食べないんだから！」

　対するライナとレティーア、ベルがドロップした【幻獣喰らいの臓物】は、赤黒い見た目だが、意外と料理系の生産素材だ。

【幻獣大喰らい】を討とう伐ばつした後は、賑にぎやかな感じで、洞どう窟くつから出る。

「ユンさん、今日は誘さそってくれてありがとう。行き先を決められなかったから凄すごく助かったわ」

「それに楽しかったですし、また機会があったらパーティー組みましょうね！」

「ああ、今度は、もう少し強いところでも行ってみるか」

　そう言葉を掛かけてくれるライナとアルを微笑ほほえましく思いながら、またパーティーを組むことを約束し、俺とエミリさんは先に【スターゲート】から迷宮街に戻もどる。

　ライナとアルは、キャンプイベントの雰ふん囲い気きを楽しむために、レティーアとベルは、ガネーシャのムツキの里帰りとレアな使し役えきＭＯＢたちとの触ふれ合いを求めて浮ふ遊ゆう島に残った。

「ユンくん、お疲つかれ様。このあと、どうする？」

「うーん。俺は、少し露ろ店てんの方を見に行こうかな」

　初心者プレイヤーの支し援えんのためにマギさんたち生産職が開いている露店が気になるので見に行こうと思っている。

「なら、一いつ緒しよに行きましょう。私も新しい素材が露店に並び始めていないか、確かめたいのよね」

　そうして俺とエミリさんは、そのままポータルで迷宮街から第一の町に移動し、露店を目指す。

　ＯＳＯ一周年アップデートで変動したアイテム相場が落ち着くまでは、露天商プレイヤーたちの活動は消極的になっている。

　その中でも数少ない露店の商品を眺めて、エミリさんが重い溜ため息いきを吐き出す。

「あんまり良さそうな素材がないわね。相場に対する影えい響きよう力の低い安い素材ね」

　そう言うエミリさんだが、安い素材でもなにかと使えるために購こう入にゆうしていく。

「あっ、【黒こく爆ばく石せき】が安い。俺も魔法薬の素材用に買おうかな」

　俺も露店で安く売られている【黒爆石】を購入しながら進んでいくと、一際活発な場所に辿たどり着く。

「いらっしゃい！　始めたばかりの初心者やそんな彼らの先導者は、ぜひこのお店に寄ってきて！　ログイン配布の10万Ｇで良質な装備一式や消しよう耗もう品が揃そろえられるよ！」

　大勢の生産職が装備やアイテムを購入しに来た初心者プレイヤーに対して、センスや戦い方のアドバイスをしつつ、対応していた。

「マギさん、こんにちは」

「あっ、ユンくん、エミリちゃん。いらっしゃい！」

　俺たちが装備を売っているマギさんに挨あい拶さつすると、マギさんも嬉うれしそうに俺たちを手招きする。

「ユンくんが用意してくれたポーションとかの消耗品は、売れ行き好調よ。それに【素材屋】のエミリちゃんも素材を揃えてくれたから、初心者装備を売ることができたわ」

「それは良かったです」

「私は、自分の生産職としての役割を果たしただけよ」

　何でもないように言う俺とエミリさんに、マギさんが困ったように苦く笑しようを浮うかべる。

「それでもこうして一緒にＯＳＯを盛り上げられるのは、嬉しいのよ」

　マギさんにそう言われると、なんだか嬉しいような、恥はずかしいような感じがする。

「ところでユンくんたちは、ＯＳＯのアップデートで追加された銃じゆうはもう確認した？」

　そして、露店の売れ行きなどの談笑をするマギさんが俺とエミリさんにＯＳＯのアップデートで登場した銃に関する話を振ふってくる。

「いえ、まだですけど、マギさんは？」
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「とりあえず、ＮＰＣがお店で売ってる銃とその銃じゆう弾だんを購入してみたわ」

　そう言うマギさんは、数種類の銃とその銃弾をインベントリから取り出して見せる。

　中世の古いタイプの銃で装弾数は、１発ずつ込こめるタイプの単銃。

　もう一つは、二本の銃身から同時に銃弾を発射するツインバレルの銃。

　最後に、銃身が長い狙そ撃げき銃じゆうが並べられる。

「へぇ、これが銃系の武器なのね」

　エミリさんが銃本体に興味を示して手に取る中、あることに気付く。

「あっ、これ外観は中世風の銃だけど、銃弾は、雷らい管かんを使ったやつね」

「流石さすが、エミリちゃん、気付いたのね」

「えっと、どういうことですか？」

　銃には、あまり興味を抱いだけない俺に対して、エミリさんが説明してくれる。

「ＯＳＯの中世ファンタジーの世界観を崩くずさない銃の外観になってるけど、プレイヤーの使い勝手を考えて、銃弾や内部機構はゲーム風って感じかしらね」

　そう言うエミリさんは、手元にある単銃を把とつ手てと銃身で二つに折り、そこから銃弾を装そう塡てんし、元に戻すのを実演してくれる。

　銃を元に戻す時の、ガシャンという独特の動作音が何とも癖くせになる。

「この状態で銃のトリガーを引いて発射。そして、銃を折って、装弾の繰くり返しね」

「なるほど……」

　確かに、初期の銃は銃口から火薬を詰つめて、鉛なまり玉だまを押し込んで使っていたらしいが、それよりも動作がシンプルでカッコイイ。

「大たい砲ほうも銃カテゴリーに入ったけど、あれは威い力りよくが高い分、火薬詰めて、砲弾を押し込んで発射だから、操作が大変なのよねぇ」

　海域エリア突とつ破ぱ時に遭そう遇ぐうした海かい賊ぞくＮＰＣたちの船から奪うばった大砲は、銃カテゴリーに入ったが、使い勝手はそのままらしい。

　大砲の運用の面めん倒どうさは、玄人くろうと向けの仕様なのかもしれない。

「それにしても、銃かぁ……」

「なに？　ユンくんも銃に興味が出た？」

「俺は、長弓一筋ですよ。ただ……」

　マギさんに尋たずねられた俺は、反射的に否定するが、並べられた銃の銃弾を手に取る。





　鉛の銃弾・小【消耗品】

　ＡＴＫ＋５






　俺は、手に取った小サイズの銃弾を【彫ちよう金きん】センスで使う工具を使ってバラしていく。

　そして１発の銃弾は、薬やつ莢きようとその内部に詰められた火薬、そして弾頭の三つのパーツに分けることができた。

「マギさん。この薬莢の部分って、ＮＰＣのお店で売ってたりしませんか？」

「ええ、売っていたわ。薬莢レシピもあったわ」

　俺とエミリさんがマギさんから受け取った薬莢とレシピは、金属インゴットと【雷かみなり石いしの欠片かけら】というアイテムで【合成】できるようだ。

【雷石の欠片】は聞いたことないが、銃系センスに合わせて追加された新規の素材アイテムの一つだろう。

「ユンくん、これって……」

「銃弾は、作ることができるな。まぁ、矢を消費して攻こう撃げきする【弓】センスだって、プレイヤーが矢を作れるんだから、おかしくはないかな」

　この銃弾の弾頭は鉛だが、銀に替かえればアンデッド特攻になるし、黒こく鉄てつで作ればダメージが増すだろう。

　他ほかにも薬莢に詰める火薬の量や種類を替えれば、更さらなるダメージが見込めるだろう。

　そんな銃センスと銃弾の可能性に俺は……複雑な表情を作る。

「あれ？　いつものユンくんなら、もう少し食いつくと思ったんだけど」

「いや、面おも白しろいですよ。実際に銃弾を作りたいとは思いますよ。でも、なんか弓系センスを好んでいる俺としては、素す直なおに喜べないんですよね」

　弓系センスの立場を脅おびやかす武器を応おう援えんすることに俺は、うー、あーと悩なやむような唸うなり声を上げる。

「まぁ、まだアップデート直後だし、色々と銃を試作する段階にも到達してないからね」

「そうね。まぁ、今後の評価が楽しみなセンスってことね」

　マギさんの言葉にエミリさんも同意して二人で、悩む俺を見て苦笑を浮かべる。

　そしてマギさんが、あっと何かを思い出したように声を上げる。

「そうだ。ユンくん、今度【生産ギルド】でやる装備の品評会にアクセサリーを出してみない？」

「俺がですか？」

「そうなのよ。【張はり替かえ小こ槌づち】って知ってるわよね」

「はい。今回のアップデートで追加されたやつですよね。ミュウとタクからも新しい装備作りを頼たのまれてるんです」

　俺がそう答えると、マギさんが説明してくれる。

「【張替小槌】の登場で今までにない新しい追加効果の組み合わせが生まれるだろうから、装備を発表して、生産職たちのいい刺し激げきになれば、ってクロードが提案するのよ」

「面白そうですね」

「でしょ？　それに品評会だけじゃなくて【張替小槌】を使った装備限定のオークションとかもやったら盛り上がると思うんだけど、ユンくんも出展しない？　素材系の生産職のエミリちゃんも品評会に来てくれると嬉しいわ」

　最初から【張替小槌】には興味があったし、ミュウとタクの装備を作る予定だったので、そのついでに品評会用のアクセサリーを作ればいいかなと考える。

「分かりました。アクセサリーが用意できたら、連れん絡らくしますね」

「私も品評会を見に行くわ。多分、知り合いの生産職も出展するでしょうから」

「ユンくん、エミリちゃん、ありがとう！」

　そう言うマギさんの喜ぶ姿に喜び、俺たちも生産談議ができて楽しかった。

「それじゃあ、そろそろ露店の手伝いに戻るね。また機会があったらお茶しましょう」

　新たに来た新人プレイヤーに対応するためにマギさんは、そう言い残して露店に戻る。

　そんなマギさんの頑がん張ばる姿を眺ながめる俺に、エミリさんが声を掛けてくる。

「ユンくんは、この後どうする？　またどこか行くところがあれば付き合うけど？」

「そろそろログアウトして、夕飯の準備しないと。お腹なかを空すかせたミュウに怒おこられる」

「なら、ここでお別れね。また何か新しい素材とか見つけたら教えてね」

　そう言って自身の店の方に歩いて行くエミリさんも見送り、俺も【アトリエール】に向かって歩き出す。

　その際、一度振り向き、露店で生き生きとしているマギさんの姿を見る。

「そう言えば、マギさんと初めて出会ったのも露店だったよなぁ」

　俺がポツリと呟つぶやき、リゥイとザクロを連れて【アトリエール】に帰り、ログアウトする。




　ＯＳＯからログアウトした俺は、夕食を作り、夕食の席で美み羽うから今日の出来事を聞いていた。

「【アトリエール】を出た後、巧たくみさんと一いつ緒しよに【張替小槌】を見つけたんだよ！」

「おっ、そうなのか？　それってどこにあったんだ？」

「火山エリアの【鬼き人じんの別べつ荘そう】の武器屋で普ふ通つうに売られてた。１個10万Ｇだったから、30個ほど買っておいたよ！」

　半日と掛かからず見つけるなんて、どれだけ探し回ったのだろうか。

　それとも誰だれか見つけた人からの情報を貰もらったのか……それにしても凄すごい。

　そして、一度に30個も買う必要があるのか、とも思ってしまう。

「そんなに必要ないんじゃないか？」

「えー、確かに多いかもしれないけど、手元にあったら色々と便利だよね」

　そう言う美羽は、楽しそうに今日の出来事を話しながら、夕飯のエビチリを食べる。

「それで、お兄ちゃんの方は何してたの？」

「俺は、リゥイとザクロを連れて浮ふ遊ゆう島に里帰りかな」

「へぇ、そうなんだ。何かイベントの時との違ちがいとかあった？」

「あったぞ。浮遊島に出現する幻げん獣じゆう喰ぐらいから手に入るアイテムを使うと、ボスの【幻獣大喰らい】に挑ちよう戦せんできるようになってたぞ」

「ホント!?　それで、どうだったの!?」

　美羽が話に食いついてくるので、個人的な感想を伝える。

「イベント当時よりステータスは高い感じだけど、それでも相対的に弱く感じたな」

「いいなぁ、今度ルカちゃんたちと一緒に挑いどみに行こう」

　羨うらやましがる美羽は、勢いよく夕飯を食べて、食事を終える。

「ごちそうさまでした！　夜は、ルカちゃんたちと冒ぼう険けんに行くから先にお風ふ呂ろ貰うね！」

「ＯＳＯもいいけど、夜よ更ふかしとかするなよ～」

　着き替がえを取りに自室に駆かけていく美羽の後ろ姿に声を掛けるが、分かった～、と言う気の抜ぬけた返事に、溜ため息いきを吐つく。

「全く、分かってるのかな」

　食後の食器洗いや風呂に入り、寝ねる準備を整えた俺は、自室に戻もどって自然とＶＲギアを手に取っていた。

「……俺も美羽のこと言えないなぁ」

　ＯＳＯが生活の一部になっていることを実感した俺は、一人苦く笑しようを浮かべて、そっとＶＲギアをベッドの脇わきに戻し、夏休みの宿題に向かってから寝るのだった。




　　　　●




　ＯＳＯの一周年アップデートから二日後、【生産ギルド】が用意した初心者向けの露ろ店てんを手伝っていた。

「こんにちは。頼まれてた各種ポーションの追加分を持ってきたぞ。それと店番の手伝い」

「ユンっち、ありがとう！　ポーションの在庫が少なくて冷や冷やしてたんだよ！」

　初心者向けのアドバイザーとして各装備の生産職が交代で店番をする中、リーリーがポーションを受け取り、クロードが俺が店番する場所の指示をくれる。

「リーリーは杖つえ担当で、クロードは魔ま法ほう使つかい用の防具ね。それで俺がポーション担当と」

　俺が担当するポーションコーナーとリーリーとクロードが担当する魔法使いの装備コーナーは隣となり合っており、容易に会話ができる。

「ユン、すまないな。今日は頼んだぞ」

「ああ、任せろ。バリバリ、ポーションを売ってやる」

　元々、俺は【生産ギルド】の露店の手伝いに入る予定は無かった。

　だが、【生産ギルド】で突とつ発ぱつ的に企き画かくされた【張替小槌】を使った装備の品評会に参加したい生産職たちに装備を作る時間を用意するために、俺みたいに手の空いている生産職も手伝いに加わり、一人ずつの負担を少なくしているのだ。

「そう言えば、マギさんは？　今日は、露店の手伝いに来てないの？」

　この露店を開いた初日にはマギさんが露店で店番していたが、今は居ないようだ。

「マギは、【張替小槌】の品評会用に装備を鍛きたえている。まぁ、その他にも馴な染じみのプレイヤーからの装備の改良とかの依い頼らいが多くて、そっちを優先して貰っている」

「って言っても、僕やクロっちも同じような状じよう況きようだけどね。ところでユンっちも【張替小槌】の品評会に出る予定なんだよね。どんなものを出展する予定なの？」

　リーリーに尋ねられた俺は、うーんと顎あごに手を当てて悩む。

「ミュウとタクに【張替小槌】での装備強化も頼まれてるから、そのついでに汎はん用よう性の高いアクセサリーを作ろうかと思ってる」

「汎用性の高いアクセサリー？」

「そう、ミスリルの魔法系やミスリル合金の属性特化系、隕いん星せい鋼の物理系かなぁ、あとできれば、アダマンタイトのアクセサリーを素体に何か作りたいけど……」

　アダマンタイトの加工は、現在のＯＳＯでもトップの加工難易度を誇ほこる素材だ。

　俺でもエンチャントやアイテムによるステータスの底上げなどを行って、やっと低品質のアクセサリーが作れる程度だ。

　アダマンタイトのアクセサリーを品評会に出すには、まだまだ【彫金】センスのレベルが足りない。

「まぁ、全部は無理だけど、そういう系統の中から１個を品評会に出そうかと思ってる？」

「そうなんだ。僕は、杖を１本出展しようと思うんだ」

「俺も防具一式を出展して、オークションで売りに出すつもりだ」

　リーリーとクロードも品評会に出すつもりのようだ。

　そんな俺たちは、初日に比べて人数の減った来客に対応していると、リーリーが声を掛けてくる。

「ところでユンっち。僕に頼むことない？」

「うん？　リーリーに？」

「うん！　クロっちと同じように僕に預けるものはない？」

　期待するような上うわ目め遣づかいのリーリーが俺を見み詰つめてくるので、なんとなく察する。

「えっと……俺の弓をリーリーに預けて強化してもらう？」

「正解！　ユンっちには、僕が作った【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】と魔改造武器の【ヴォルフ司令官の長弓】があるでしょ！　あれの強化を僕に任せてよ！」

　魔改造武器とは、最大15個まで追加効果を付ふ与よできるユニーク武器のことだ。

　夏のキャンプイベントで湖底の遺い跡せきの隠かくし宝箱に入っており、その後、クエストチップを収集する冬のクエストイベントの交こう換かんリストに登場した武器だ。

「クロードと同じように、ってことはクロードも預けたのか？」

「ああ、俺の杖と魔改造武器を預けた。ついでに、ユンのオーカー・クリエイターも俺に預けないか？」

「リーリーだけじゃなくて、クロードも？」

「【張はり替かえ小こ槌づち】で付与したい追加効果もあるし、これを機にアップグレードしたい」

　リーリーとクロードの申し出は、確かにありがたい。

　生産職トップの二人に預ければ、更さらに装備の性能が良くなって戻ってくるはずだ。

「でもなぁ。武器を預けるとメイン武器が無くなって冒険に出られなくなるし、これから品評会用のアクセサリーを作るのに、防具のステータス補正がないと厳しくなるなぁ」

　俺が今後の予定を考えて呟くと、クロードとリーリーがちゃんと代案を用意していた。

「【黒乙女の長弓】には劣おとるけど、ちゃんと貸し出し用の弓は用意してあるよ！」

「こっちもＤＥＸ補正のある防具を貸し出そう。性能的に言えば、ユンが今着ているオーカー・クリエイターと同程度の性能だ」

　それなら装備を替えたところで、ミスリルや隕星鋼の加工に不便はないだろう。

「俺たちに装備を預ければ、絶対に後こう悔かいさせない。今より生産が楽になるように調整してやる」

「凄い自信だな。けど、生産が楽になるのか。分かった。二人に武器と防具を預けるよ」

　俺は、リーリーに【黒乙女の長弓】と【ヴォルフ司令官の長弓】を預け、クロードから一着の防具を渡わたされる。

「それが代わりの防具だ。一応、初心者プレイヤーが装備を購こう入にゆうした時、すぐに着替えられる試着室があるからそこで着替えてこい」

「相変わらず、用意がいいなぁ」

　俺は、その装備を受け取り、その場で服のデザインを確かめる。

　前に確かめずに試着室で着替えた結果、巫み女こ服だったのを思い出し、警けい戒かいするが、今回は悪くは無さそうだ。

　デニム生き地じのオーバーオールに柔やわらかな生地のノースリーブのシャツという防具だ。

　若じやつ干かん、オーバーオールの裾すそ幅はばが広がるようになっており、足を揃そろえて立った時のシルエットがスカートっぽく見えるが、気にしすぎだろうか。





　グラス・ハーベスター【防具】

　ＤＥＦ＋60　ＭＩＮＤ＋40　追加効果：ＤＥＸボーナス、炎えん熱ねつ耐たい性せい（小）、採取ボーナス（小）






「【グラス・ハーベスター】……恵めぐみの収しゆう穫かく者かな」

　装備のステータスを見る限り、ノースリーブで腕うでの露ろ出しゆつはあるが、ＤＥＸボーナスや【炎熱耐性（小）】の追加効果が付与されている。

　高温環かん境きようの魔ま導どう炉ろの前に立つために必要な追加効果を持ち、農作業向きな機能美があるので、俺好みの防具と言える。
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「じゃあ、着替えてくるな」

　俺は、クロードとリーリーに店番を任せて、【オーカー・クリエイター】から【グラス・ハーベスター】に着替える。

　着き心ごこ地ちのいいノースリーブのシャツと通気性と頑がん丈じようさを併あわせ持ったオーバーオールの組み合わせに感心する。

「たまには、普ふ段だんとは違う防具ってのも悪くないな」

　着替えを終えた俺は、試着室から出てクロードたちのところに戻る。

「クロード、リーリー、ただいま」

「うむ。俺の見立て通り、似合ってるぞ」

「ユンっち、おかえり！　すごくユンっちの雰ふん囲い気きに合ってるよ！」

　俺は、クロードとリーリーに褒ほめられて、なんだかむず痒がゆい気持ちになる。

「別に誰だれが着ても同じだろ？　クロードの防具は性能やデザインもいいんだから。それと、オーカー・クリエイターの調整を頼たのむな」

「ああ、任せろ。完かん璧ぺきに仕上げてやる」

　話を逸そらすようにクロードに防具を預けて、露店の店番に戻る。

　アップデート初日ほどの混雑はないが、それでも来客は多くあり、楽しくも忙いそがしい店番を過ごした。

　そして──

「そろそろ交代の時間だから二人とも引き上げるか」

「「ふぅ、疲つかれた～」」

　俺とリーリーが背中合わせで互たがいに寄り掛かかるように脱だつ力りよくする。

「コムネスティーで少し休むか？　お茶くらいご馳ち走そうするぞ」

　クロードが気き遣づかってくれるが、俺とリーリーは顔を見合わせて、首を横に振ふる。

「ううん。それはまた今度でお願い。今は、クロっちの杖とユンっちの弓を強化したいんだ！」

「俺は、【アトリエール】に戻ってアクセサリー作りの準備がしたいんだ。それに溜ため込んだ装備を整理すれば、【張替小槌】に使える追加効果持ちの装備がありそうだから」

「ふっ、そうか。分かった、ならお茶は、品評会が終わって落ち着いたらマギも誘さそおう」

　露店の手伝いを終えた俺たちは、互いに別れ、それぞれの店に戻もどる。

「キョウコさん、ただいま。なにか変わったことはありましたか？」

「ユンさん、おかえりなさい。特になにもありませんよ」

【アトリエール】に戻った俺は、ＮＰＣのキョウコさんにお店の状況を尋たずねるが、変わりはないようだ。

　新たに取得した【栽さい培ばい】センスの影えい響きようで薬草畑の収穫数が増えてないか期待していたが、低レベルのために目に見える変化はないようだ。

「ありがとう、キョウコさん。また何かあったら教えてね」

「はい、分かりました」

　そのまま【アトリエール】の工こう房ぼう部に籠こもった俺は、この１年間で【アトリエール】に貯ため込まれた無数のアイテムの整理を始めた。

　自分でダンジョンや敵ＭＯＢを倒たおして手に入れた物もあるが、【アトリエール】にポーションを買いに来たプレイヤーから買い取った物の方が多い。

　大たい抵ていは、炉で溶とかして金属インゴットに戻したりするが、追加効果付きの装備は、いつか使えると思って、何個かずつ残して置いてある。

　そうした貧びん乏ぼう性しようから持ち続けていた装備が、今回の【張替小槌】の素材として使うことができる。

「えっと、これは──【斬ざん撃げき耐たい性せい（小）】【封ふう魔ま（火）】に【身代わり（土）】、【接せつ触しよくダメージ（小）】【毒攻撃（小）】……色々と貯め込んだよなぁ」

　強化素材によって付けられる物やダンジョン産などの追加効果付きの物がある。

「えっと、この前手に入れた【幻げん獣じゆう大おお喰ぐらいの牙きば】は──【獣けもの特とつ攻こう（小）】か」

【彫ちよう金きん】センスのレベルが上がり、その強化素材を使用した時にどのような効果が付くのか、分かるようになった。

　特攻系の追加効果は、その要素や属性を持つＭＯＢに与あたえるダメージを増加させる効果がある。

　特に、獣の要素を持つＭＯＢは、かなり数が多いので、需じゆ要ようは高いだろう。

　他ほかにも、【張替小槌】の素材を探していると、あることに気が付く。

「ＮＰＣ産のやつがたまに混じってるな。【地形効果減少（小）】とか」

　ＮＰＣ産の追加効果とは、ＮＰＣから受注したクエスト報ほう酬しゆうの装備や名工ＮＰＣに頼んで作って貰もらう装備だけに付く固有の追加効果のことだ。

　この【地形効果減少（小）】の追加効果は、ブーツ職人ＮＰＣの『○○の革かわを20枚集める』のクエストを達成すると、その報酬としてお金とその革を使ったブーツが手に入り、稀まれにこの追加効果が付いている。

　クエスト報酬のブーツは、追加効果の有う無むによって売ばい却きやく価格が多少変わるが、それでも安いためにＮＰＣのお店で売り払はらわれることが多い。

　そんな感じのＮＰＣ産の装備が『ポーション買い足すついでに邪じや魔まだから買い取ってくれない？』と言われて買い取っていた結果、そこそこ集まっていた。

「結構、面おも白しろい追加効果があるんだよなぁ。この【確率防ぼう御ぎよ（小）】とか【確率回復（小）】なんかは……」

　確率系の追加効果は、攻こう撃げきした時や受けた時に、確率でその効果が発揮する。

　確率ではあるが、発動すれば防御系の追加効果より効果量が高いので、ギャンブル性の強い装備が作れそうだ。

「まぁ、追加効果を付ける素体になるアクセサリーがないと話にならないか」

　整理したアイテムを片付けた俺は、素材の鉱石を用意して魔導炉に火を入れる。

「よし、アクセサリーを作るとするか！」

　長い黒くろ髪かみを邪魔にならないように後頭部で一纏まとめにして、耐熱効果を付与する【クールドリンク】を飲んで、素体となるアクセサリーを作り始めるのだった。




　　　　●




　マギさんたちが企き画かくする品評会は、一周年アップデートの10日後から数日間展示して、その後、希望作品だけオークションに出品。

　残りの作品は、作成した生産者に返へん却きやくという流れになる。




　そして、アクセサリー作りを始めて３日──

「ヤバイ。うっかり、アクセサリーを作りすぎた」

　品評会に向けたアクセサリーは、シンプルなデザインで装備のステータスも中々にいい感じに仕上がったものが複数できた。

　後は、【張替小槌】で追加効果を移し替かえるだけで完成となる。

「あー、作りすぎたアクセサリーはどうしよう」

　作ったアクセサリーは、ミスリル系が17個、ミスリル合金が各属性15個前後、隕いん星せい鋼は総金属製の弓矢にも使っているので７個しか作れなかった。

　その素体となるアクセサリーを夢中になって作りすぎた結果、在庫の鉱石系アイテムがほとんど底を突ついた。

「まぁ、いいか。素材はまた集めれば……とりあえず、素体のステータスが高いやつを厳選して、その中からミュウとタクに渡すやつと出展するやつを選んで、残りは【アトリエール】のショーケースに飾かざっておこうか」

【張はり替かえ小こ槌づち】を使うアクセサリーの素体候補として、ミスリルから３個、ミスリル合金からは各種属性を２個ずつ、隕星鋼から２個のアクセサリーを選び取り、残りは片付ける。

　俺は、そろそろミュウたちが素材となる追加効果持ちの武器を集め終えたかな、と思っていると、ミュウからのフレンド通信を受信する。

『ユンお姉ねえちゃん！　やっと目当ての追加効果の装備が手に入ったよ！』

「お疲れ様。追加効果を移すアクセサリーを作って待ってたからいつでもいいぞ」

『それじゃあ、今から【アトリエール】に行くね！　タクさんは来られないみたい』

「そうか、分かった。待ってるな」

　俺がそう言うとミュウからのフレンド通信が切れる。

　俺は、ミュウを出で迎むかえるために、【アトリエール】のカウンターでお茶を用意して待つ。

「ユンお姉ちゃん、お邪魔します！　あっ、いつもの装備と違ちがう！」

「ああ、リーリーとクロードに装備を預けて、その代わりの防具なんだ。二人とも【張替小槌】を使って強化する気満々だったよ」

「そうなんだ！　それに服装、可愛かわいいよ！」

「全く、兄の俺に可愛いって、褒め言葉になってないぞ」

　俺は深い溜ため息いきを吐はき出しながら、鍛か冶じの時に邪魔にならないように一纏めにした髪型を解ほどきながら、カウンター越ごしにミュウと対面する。

「とりあえず、【張替小槌】を使うアクセサリーの素体はできているからこの中から選んでくれ。ところでタクは、どうして来られないんだ？」

　タクも【張替小槌】での装備の作成を楽しみにしていたために気になり尋ねると、ミュウは、俺が並べたアクセサリーの素体を選びながら、教えてくれる。

「途と中ちゆうまでタクさんが私の欲ほしい追加効果を持つ装備探しに付き合ってくれたんだけど、それが終わった後、ガンツさんたちとパーティー組んで出かけたんだ」

「そっか。まぁタイミングが合わないのは仕方がないか」

　俺は、頭の後ろを搔かきながら納なつ得とくする一方、ミュウはミスリルのアクセサリーを選び取り、インベントリから素材として使うアイテムを取り出していく。

「よし、アクセサリーはコレに決めた！　それじゃあ、早くこのアクセサリーに追加効果を付ふ与よしようよ！　そのために沢たく山さん装備とか強化素材を集めたんだから！」

「うわ、わわっ！　ちょ、カウンターから落ちるぞ！」

　ミュウは、ダンジョン産や名工ＮＰＣの装備を次々と取り出して山のように積み上げ、俺はそれが落ちないように小分けにして並べる。

「えっと──はい！　これはユンお姉ちゃんの【張替小槌】ね！」

「これが【張替小槌】か」

　ミュウが【鬼き人じんの別べつ荘そう】の鍛冶屋から購こう入にゆうしたという【張替小槌】を手に取る。

　金糸や銀糸で飾り付けされた小さな木製の小槌は、とても軽い。

「これ、どうやって使うんだ？」

「ＮＰＣに聞いた話だけど、移したい追加効果を一つ思い浮うかべながら銀色の側面で叩たたくと小槌に移せるみたい。それで、移した追加効果は、今度は反対の金色の側面で叩くと装備に付与できるみたい」

「じゃあ、早さつ速そく試ためしていいか？」

「いいよ！」

　俺は、ミュウが選ばなかった隕星鋼のアクセサリーを選び、【打撃ダメージ軽減（極ごく小しよう）】の追加効果だけ持つアクセサリーを銀色の側面で叩く。

　すると、手前側に見える金色の側面に【打撃ダメージ軽減（極小）】の文字が銀糸で文字として浮かび上がる。

「どうやら、装備から追加効果を引き剝はがせたみたい」

　そのまま反対側の側面を確かく認にんすれば、同じように金糸で引き剝がした追加効果の名前が現れていた。

　そして、金色の側面で隕星鋼のアクセサリーを叩くと、【張替小槌】の側面の文字が消える。





　隕星鋼の指輪【装そう飾しよく品】（重量：１）

　ＤＥＦ＋20　追加効果：装備重量軽減（小）、打撃ダメージ軽減（極小）






「こんな感じで使うのか」

「ねぇねぇ。使い方が分かったんだから、早く私のやつも作ってよ！」

「待て待て。まだ細かな検証が終わってない！」

　俺は、ミュウを宥なだめながら、他の装備品を使って検証する。

「次は、これだな」

　次に手に取ったのは、ミュウがボスＭＯＢを倒して手に入れたユニークアクセサリーだ。

　このユニークアクセサリーは、特別価値が高いレアなアクセサリーではない。

　アクセサリーの基き礎そステータスは低く、装備重量が重く、デメリット系の追加効果もある。

　ただ一点、【斬ざん撃げき強化（大）】の追加効果があるのだ。

　それを【張替小槌】で引き剝がせないか試すために叩いた結果、アクセサリーに触ふれる直前、見えない壁かべに阻はばまれるように反発して、【張替小槌】を取り落とす。

「痛っ！」

「っ!?　ユンお姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ！」

「大丈夫だ。別に反動ダメージはない。けど、そういう制限くらいはあるか」

　ユニーク装備は、イベントやクエスト、ボスを象しよう徴ちようとするデザインがされた耐たい久きゆう度の設定されていない装備だ。

　そのため基本的に不ふ壊えの特性を持つが、もし【張替小槌】が有効だったのなら、限定的にもその不壊の特性を破は壊かいできてしまう。

　また、ユニーク装備には、強力な追加効果がある反面、バランスを取るために強力なデメリット効果も一いつ緒しよに存在することが多い。

　それを追加効果の張替で回かい避ひされてしまい、ゲームバランスを崩ほう壊かいさせる装備を誕生させないための制限なのかもしれない。

「つまり、ユニーク装備は、【張替小槌】の素材としては使えないの？」

「そうだと思う。まぁ例外はあるけどな」

「折角、名工ＮＰＣに武器を作ってもらったのに、ユニーク化しちゃった武器は素材として使えないじゃん」

　名工ＮＰＣに武器を作ってもらうと稀まれにステータスが高く、耐久度設定がなくなる武器のユニーク化が発生する。

　その際、付与された追加効果の組み合わせで武器の名前が決まるが、追加効果の組み合わせが悪いと、ハズレユニークなどと呼ばれている。

　そんな武器も素材として使えるならと、期待していたようだ。

「はぁ、残念。それじゃあ、この辺りの装備は使えないね。折角名工ＮＰＣに素材を渡わたして作ってもらったのに」

　残念がるミュウに苦く笑しようを浮かべ、更さらに検証を続ける。

　次は、先さき程ほど追加効果を移し替えた【隕星鋼】の指輪から装備の素材由来の追加効果である【装備重量軽減】を引き剝がしたら、どうなるか。

　早速、銀色の側面で叩いた結果、【張替小槌】に追加効果が移り、指輪が割れて光の粒りゆう子しとなって消えていく。

「うぇっ!?　ど、どうなってるの！　いきなり壊こわれちゃった！」

　驚おどろくミュウを尻しり目めに、ノートに検証の結果を書き残す。

　俺は、ミュウに手伝ってもらい検証を進めた結果、【張替小槌】のルールを把は握あくした。





・ユニーク系装備の利用は不可能。

・対象の装備スロット以上の追加効果の移し替えは、不可能。

・武器、防具、装飾品と装備種類の系統別に分かれている追加効果は、その系統にしか付与できない。

・装備種類を問わない追加効果は、どの装備種類にも移し替えが可能。

・装備の素材由来の追加効果を引き剝がすと、装備の素体が消しよう滅めつする。その際に他ほかの追加効果があっても消滅するので、移し替える順番には注意が必要。

・同種の追加効果は、【張替小槌】で集約化して、一定まで追加効果の能力を上じよう昇しようさせることが可能。（例えば、【物理攻こう撃げき上昇（小）】を集約化して【物理攻撃上昇（中）】にできる）

・生産職は、追加効果の張り替えだけなら、武器種類は問わず行える。

・他のプレイヤーが許可していない装備に関しての張り替えは、不可能。

・【張替小槌】が壊れる判定は、追加効果を移し替えた後に発生する。






「だいたいルールは、こんなところかな」

「いよいよ、私のアクセサリーを作るんだね」

「ああ、それでミュウは、どんなアクセサリーがいいんだ？」

　ミスリル製のアクセサリーなら、追加効果のスロットは最大４個のために方向性を絞しぼる必要がある。

「実はね。この装備の追加効果を使った組み合わせをお願いしたかったの！」

　ミュウは、先程取り出した装備の中から幾いくつかを選び取り、その装備ステータスを俺は確認する。

「これか？」

「そう、ここの追加効果を使えないかな？」

　ミュウがそれぞれの装備に付与された追加効果を指差す中、俺も考え込む。

「面白いな！　けど、それよりも別の時に作ったアクセサリーの方が素体にあってるから今持ってくるよ」

　俺は、【アトリエール】の工こう房ぼう部にアイテムボックスから【結けつ晶しよう柱ちゆう】という加工が難しい鉱物にミスリルの台座を使ったアミュレットを持ち出す。

「これなら、素体としては申し分ないと思う」

「あっ、いいね！　早速お願い！」

「了りよう解かい！」

　俺は、アイテムボックスから持ち出した【結晶柱】のアミュレットに追加効果を移し替かえていく。

　途中、張替小槌が一個壊れたが、無事にアクセサリーが完成した。





　チャンス・アミュレット【装飾品】（重量：１）

　ＭＩＮＤ＋10、ＬＵＫ＋10　追加効果：ＬＵＫボーナス、幸運上昇（小）、クリティカル上昇（中）、祈き願がん






　ＬＵＫのステータス補正があるアクセサリーの素体に、【彫ちよう金きん】センスで付与できる【ＬＵＫボーナス】の追加効果を付与する。

　更に、他の微びレア装備から【幸運上昇】と集約化した【クリティカル上昇】、名工ＮＰＣ産の武器に付いていたレアな追加効果である【祈願】を移し替える。

　この【祈願】は、クリティカル上昇とドロップアイテム数増加の複合系の追加効果だ。

【クリティカル上昇】と【祈願】の追加効果が重複し、更にＬＵＫステータスも底上げされているので、通常よりも高い確率でクリティカルによる大ダメージに期待できる。

[image: ]

「えへへっ、どうかな？」

「いいと思うぞ。それは、ミュウが使うのか？」

「ううん。セイお姉ねえちゃんにプレゼントしようと思うの」

「ああ、なるほど……」

　確かにクリティカル強化のアクセサリーとして強力だが、ドロップアイテムのサポート効果もある。

　物ぶつ欲よくセンサーを持つセイ姉ねぇには、嬉うれしいアクセサリーかもしれない。

「けど、そうなるとミュウには、何にも無いぞ」

「えっとね。私は、このブレスレットの強化をお願いしたいかな」

　ミュウは、自分の手首に巻かれた俺が作った【スノーホワイト・ブレスレット】を外し、湖底のボスＭＯＢの皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むしからドロップする強化素材の【愚ぐ足そくの光み珠たま】と名工産の短刀を選び取る。

「この強化素材とこの武器のこの追加効果を移して欲しいかな」

「分かった。それじゃあ、やるか」





　スノーホワイト・ブレスレット【装飾品】（重量：１）

　ＤＥＦ＋10　ＭＩＮＤ＋15

　追加効果：回復効果（中）、範はん囲い強化（小）、光属性向上（中）、精神耐たい性せい（中）






【愚足の光珠】を使って【回復効果（中）】の追加効果を付ふ与よし、【張はり替かえ小こ槌づち】で短刀から【精神耐性（中）】の追加効果を移した。

「ありがとう、ユンお姉ちゃん。これで精神系の状態異常バツドステータスを防ぎやすくなったよ」

　完成したブレスレットをミュウに返すと、早速腕うでに巻き直して嬉しそうにする。

「良かった。さぁ、今度は俺の番かな。【生産ギルド】主しゆ催さいの品評会に出展するアクセサリーを作るんだけど、戦せん闘とうプレイヤー目線で色々とアドバイスくれるか？」

「任せて！　強い追加効果の組み合わせとか教えてあげるから！」

　やる気になったミュウと共に俺は、素体となるアクセサリーに、ああでもない、こうでもないと相談しながら【張替小槌】で追加効果を移していく。

　そうして、品評会に出すアクセサリーの候補が完成し、またそれ以外のアクセサリーも幾つか作り上げて時期を見て【アトリエール】のショーケースに展示する予定となる。








三章　品評会と新たな徘はい徊かいＭＯＢ









　あれから数日、結局タクは【アトリエール】に現れなかった。

　俺からフレンド通信で連れん絡らくを取ったら、ガンツたちとパーティーを組んでいるようだ。

『悪い！　今、狙ねらっている獲え物ものが居るんだ！　それが片付いたら、【張替小槌】の件、頼たのむわ！』

　一周年アップデートでやることが増えて、それをやっているんだろうと納なつ得とくする。

　そして本日、【生産ギルド】主催の品評会が開催される。

　クロードとリーリーに預けた装備は、まだ調整が終わらずに、今もクロードから借りたグラス・ハーベスターを着て、マギさんと待ち合わせを約束していた品評会の会場である【生産ギルド】のギルド会館に向かう。

「ちょっと露ろ店てんの状じよう況きようが落ち着き始めたかな」

　俺は、ブラブラと露店を横目で見ながら【生産ギルド】を目指す。

　アップデート直後のアイテム相場の変動で控ひかえめになっていた露店だが、大部分のアイテム相場には影えい響きようなく、落ち着きを取り戻もどし始めていた。

「おっ、【張替小槌】が売られてる。これは、【火属性ボーナス（中）】で75万Ｇか」

　元々が10万Ｇだった【張替小槌】だが、何かしらの装備から引き剝はがした追加効果を保存したものが露店で売られるようになった。

　他にもレアな追加効果を保存した【張替小槌】やダンジョン産の追加効果持ちの装備などがそれなりの値段で売られる様子がそこかしこで見られる。

「うーん。強化素材の値段自体は、あんまり下がってない感じかなぁ」

　むしろ、追加効果の組み合わせによっては、需じゆ要ようが増して値上がりしている場合もあるな、と考えながら【生産ギルド】に入ると、待ち合わせしていたマギさんが声を掛かけてくる。

「ユンくん、おはよう。急なお願いだったけど、品評会のアクセサリーを用意してくれてありがとう」

「マギさんは、気にしないでください。俺もアクセサリーを作るの楽しかったですよ」

「そう言ってくれると助かるわ。それと……」

　マギさんと挨あい拶さつをすると、ふとマギさんの視線が俺の頭から爪つま先さきまで行き交かう。

「え、えっと……どうしました？」

「いや、ユンくんの装備が普ふ段だんと変わってるなぁ、と思って。可愛かわいいじゃない」

　ミュウと同じようにマギさんにも可愛いと言われて、苦く笑しようを浮うかべる。

「クロードとリーリーに装備を預けたんですよ。その間の代わりの防具です」

「ああ、だから二人とも張り切っていたのね。特にリーリーが……」

　俺がそう説明すると、マギさんが一人で納得する。

「特にリーリーってなんですか？　ちょっと不安なんですけど！」

「ユンくんとクロードの魔ま改造武器を預かって、どんな風に強化しようか、って楽しそうに悩なやんでたのよ」

「あー、まぁその気持ちは分かると思います」

　魔改造武器は、最大15個まで追加効果を付与できる。

　通常の武器では、追加効果スロットの上限数から試ためせない組み合わせがあり、大いに生産職としての好こう奇き心しんが刺し激げきされているのだろう。

「さぁ、早さつ速そく、品評会を見ていきましょう。実は私、まだユンくんのを確かめてないのよね」

「俺のは普通ですよ。俺としては、マギさんの方が気になりますね」

　そう言う俺とマギさんは、ギルド会館内に作られた品評会の展示室に向かう。

　そして、早速目に付く場所には、台座に掛けられた藍あい色いろの輝かがやきを持つアダマンタイトの長ちよう剣けんが立て掛けられていた。

「おおっ！　アダマンタイトってことは、これはマギさんですか？」

「ええ、そうよ」





　ウィンド・ブレイカー【武器】

　ＡＴＫ＋80　ＤＥＦ＋40　追加効果：封ふう魔ま（風）、封魔（嵐あらし）、耐たい久きゆう力向上（中）、

　装備重量軽減（小）、自動修復






「【封魔】系の追加効果って言うと……対魔法武器？」

　タクがＰプレイヤーＶ・バーサス・Ｐプレイヤーでセイ姉ぇの魔法を斬きり裂さき、無効化した武器と同系統の追加効果だ。

「正解。封魔系って魔法を斬り裂くと耐久度が大おお幅はばに減るから【耐久力向上】と【自動修復】を組み合わせて実用性を高めてみたわ」

　素体は、耐久度の高いアダマンタイトであり、追加効果のスロットも最大５個ある。

　だが、アダマンタイト製の武器は、かなり重いために自在に扱あつかうには【装備重量軽減】も必要になったようだ。

　そのために、攻こう撃げき力を上げる追加効果を付与する枠わくはなかったようだ。

「完全に対属性魔法用の武器かぁ。カッコイイし、面おも白しろいなぁ……うん？」

　俺は、展示されているマギさんの剣を眺ながめ、ふと展示台の下に値段を見つけた。

「え、ええっ!?　１８００万Ｇ！　なんですか、これ！」

「あ、今回のオークションは、値札競売にしたのよ」

「値札、競売？」

　俺は普段の会場で競るオークションだと思っていたために、値札競売が分からずに首を傾かしげると、マギさんが教えてくれる。

「最初に売り手が値段を決めて、その値段を見て欲ほしいと思った人が更さらに上の値段を付けていくのよ。それで期限内──今回は、品評会で展示されている３日の間に一番高い値段を付けた人が購こう入にゆうってことになるわ。けど……」

　そういう形式のオークションもあるのかと納得する俺だが、品評会はまだ初日だ。

　それなのに、マギさんの剣は既すでに１８００万Ｇ出しても買いたいという人が居るなんて、凄すごいと思う。

「最初は、材料費分の３００万Ｇだったのに、終わる頃ころには幾いくらになるのかしらね」

「けど、凄いですよ。マギさん！」

「あはははっ、ユンくん、ありがとう。それじゃあ、他ほかの展示品とかも見に行こうか」

　俺は、マギさんに促うながされて他の生産職の作品も見て回る。

　展示されている装備の中には、先さき程ほどの値札競売と同じように売り出している装備が多数あり、付けられた値段も一つの参考になる。

「ほぉ、この追加効果の組み合わせで５４０万Ｇの値段かぁ。確かに攻撃強化系は人気があるなぁ」

「そうね。あっ、ユンくん、あっちの防ぼう御ぎよ系の装備は、３７０万Ｇね」

「あっ、すごい。結構幅広い範囲をカバーできてる組み合わせだ」

　俺は、インベントリからノートを取り出して、どのような追加効果の組み合わせに需要があるのか把は握あくしながら、書き残す。

　そうして、中には値札競売の対象じゃないアクセサリーなんかもあるが、そうした装備は、生産者の名前やデザインなどで注目を浴びているなど、見ていて楽しいものがある。

「そう言えば、ユンくんのアクセサリーは、値札競売の対象にしてあるの？」

「はい。まぁ、オークションって言っていたからこの形式とは知らなかったけど一応。あんまり自信はないんですけど……」

　そう言って苦笑を浮かべながら品評会の会場を進んでいくと俺のアクセサリーが飾かざられた場所があった。

「えっと、実はマギさんの対魔法武器と似た感じでちょっと恥はずかしいんですけど……」

「これがユンくんの作ったアクセサリーね。凄くいいじゃない！」

　マギさんが褒ほめてくれる中、俺は少し気恥ずかしさを感じる。





　防魔の指ゆび輪わ【装そう飾しよく品】（重量：１）

　ＭＰ＋50、ＩＮＴ＋10、ＭＩＮＤ＋15

　追加効果：身代わり（魔法）、魔法ダメージ軽減（中）、耐久力向上（中）、自動修復






　ミスリルを素体として、追加効果に装備の耐久度を消費して一定量のダメージを引き受けてくれる【身代わり】系の追加効果と魔法ダメージを軽減する追加効果。

　更に、マギさんの対魔法武器と同じように実用性を高めるために【耐久力向上】と【自動修復】の追加効果を付与している。

「なるほど、組み合わせとしては面白いわね」

「そうですか？」

「私の封魔の武器とユンくんのアクセサリーを装備した前衛だと一気に魔法攻撃を無視して距きよ離りを詰つめられるわよね」

「あっ、対魔法使い用の組み合わせになりそうですね」

　封魔の武器で魔法を破は壊かいして進み、防ぎ切れない魔法もアクセサリーによって軽減して接近して攻撃する。

　ＰＶＰにおける魔法使い戦や魔法系の敵ＭＯＢが非常に嫌いやがる展開になるだろう。

「俺としては、敵の遠距離魔法に当たった時の防御装備として作ったんですけどね」

「もちろん、ユンくんが想定した使われ方もあるけど、装備同士の組み合わせも考えると楽しいわよね。それに……」

　マギさんが微笑ほほえみを浮かべながら、展示品のある一点を指差す。

　そこには、アクセサリーの値札競売の現在の価格が書かれており、その値段には『３４０万Ｇ』となっていた。

「えっ!?　あっ、その……噓うそっ……」

「ちゃんと、ユンくんの装備を評価してくれる人がいるのね」

　最初は50万Ｇからスタートしたはずでまだ初日だ。

　それなのに、既にこの値段になっており、驚おどろいている。

　デザインも特に手を加えていないシンプルなものなのに、これだけの値段を出しても買いたいというプレイヤーがいることに嬉うれしく思う。

　その後も様々な生産職の作った装備を見て回り、勉強した。

　ステータス強化系や、攻撃系、防御系、クリティカル特化系、レアな追加効果だけを集めたようなやつ、確率発動系など生産職の個性やコンセプトなどが様々であり、見ていて楽しい。

　そして、リーリーとクロードの装備も見つけたのだが──

「うへっ……リーリーの杖つえは、もう１０００万Ｇを超こえてるよ」

「クロードの全身防具一式で２５００万Ｇね。デザイン性や追加効果の組み合わせからそれだけ出しても惜おしくないのね」

　ＯＳＯトップの生産職の装備は、装備の基き礎そステータスやデザイン性、追加効果の組み合わせなど、マギさんの対魔法武器と比ひ較かくしても引けを取らない値段になっている。

　そして、そんなクロードとリーリーに装備を預けている俺は、どんな風に戻ってくるのか、少し楽しみでもあり、怖こわくも感じる。

　そうして、品評会の会場を見て回り、生産職たちの色々な発想を知ることができて、とても勉強になった。

「さて、これで一通り見て回りましたけど、この後どうします？」

　俺がマギさんに尋たずねるとマギさんは、うーんと顎あごに手を当てて悩む。

「それじゃあ、クロードのお店でお茶でもしない。それに、イベント告知があるからそれを一いつ緒しよに見ない？」

「あっ、そう言えばそうですね」

　ＯＳＯの一周年アップデートがあり、その慣らしとして10日間の猶ゆう予よがあった後、運営より夏イベントの告知がされる予定である。

「夏イベントは、どんな内容なのか楽しみですね。今年もマギさんとクロードとリーリーで一緒にパーティーを組みますか？」

「それは楽しそうね。それじゃあ、コムネスティーに行きましょう」

【生産ギルド】の会場から出た俺とマギさんは、そのまま東の大通りに面したクロードのお店の【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】に入り、オープンテラスの席を確保すると、ウェイトレスをしているカリアンさんが注文を取りに来る。

「マギさん、ユンさん、いらっしゃい。注文は、どうします？」

「ユンくん、なに食べる？」

「そうですね。アイスティーと杏あん仁にん豆どう腐ふにしようと思います」

「私は、アイスティーとフルーツポンチね」

　俺とマギさんの注文を受けたカリアンさんは、注文を伝えに行く。

　そして、俺とマギさんがこの店に来たことが伝わったのか、クロードが店の奥から出てくる。

「マギ、ユン。来ていたのか」

「ええ、品評会の帰りにお茶しに来たわ」

　クロードは、俺たちの注文を届けてくれたカリアンさんにアイスコーヒーを頼たのみ、オープンテラスの空いた席に座る。

「こうしてマギとユンが揃そろっているなら、リーリーも呼ぶか。そろそろ夏イベントの告知もあるしな」

　そう言うクロードの言葉に、俺とマギさんが可笑おかしくて小さく笑うと、クロードが不思議そうに首を傾げている。

「どうしたんだ、二人とも」

「いや、俺とマギさんもさっきその話をしてたんだよ」

「だから、クロードも同じ話をしたから、可笑しくて」

　説明する俺とマギさんは、冷たいアイスティーに口を付けて、ふぅと落ち着きを取り戻もどす。

「まぁいい。早さつ速そく、リーリーを呼ぶか。多分、店の方で俺やユンの武器を調整しているところだろう」

　クロードがフレンド通信で呼ぶと、程なくして大通りを挟はさんだ向かい側の【リーリーの木工店】からリーリーが出てくる。

「クロっち、呼んでくれてありがとう！　マギっちとユンっちは、もう品評会を見に行ったの？」

「ええ、リーリーとクロードの出した装備も見てきたわ」

「すごい値段がもう付いてたぞ」

　俺がそう言うと、リーリーは、嬉しそうな笑みを浮うかべて、はっと気付き、申し訳なさそうにする。

「そうだ、クロっちとユンっちの装備は、まだ完全に調整が終わってないんだ。ごめんね」

「いいよ、気にしなくて。リーリーが満足行くまで強化すれば」

「そうだな。俺も予備の杖があるんだ。問題ない」

　俺とクロードがそう宥なだめ、リーリーに飲み物の注文を勧すすめ、四人で談だん笑しようしながらＯＳＯのイベント告知を待っていた。




　　　　●




「そう言えば、クロードに預けた防具の方はどうなってるんだ？」

「ユンの防具は、もう調整は終わったぞ。ほら──」

　アイスティーを飲み、一息吐ついたところで俺が尋ねると、クロードが強化を終えたオーカー・クリエイターを渡わたしてくれる。





　ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター【防具】

　ＤＥＦ＋70　ＭＩＮＤ＋40　ＳＰＥＥＤ＋20

　追加効果：ＤＥＸボーナス、自動修復、認にん識しき妨ぼう害がい、生産の知識、セットボーナス






　全身揃ったオーカー・クリエイターのステータスを確認する。

　新たに付ふ与よされた追加効果の【生産の知識】は生産活動に補正を与あたえ、【セットボーナス】の方は、統一装備一式を全すべて装備することでボーナスが得られる。

　どちらもレアな追加効果であり、その場で装備を切り替かえる。

「やっぱり、こっちの装備の方がしっくりくる」

「そう言って貰もらえると、作り手としては嬉しいな。それに満足のいく仕事ができた」

「それでクロード、お金は幾いくらくらい掛かかった？」

「そうだな……１０００万Ｇってところだな」

　オーカー・クリエイターのアップグレードやレアな追加効果を使ってくれたことを考えると、先さき程ほどの品評会に出されたクロードの防具の値段に比べれば、妥だ当とうな値段だろう。

「それじゃあ──はい。お金と借りた防具も返すな」

「確かにお代はもらったが、防具はそのままでいい、と言うかやる」

　俺が言い返すが、クロードは頑かたくなに受け取ろうとはしない。

　そんな様子をマギさんとリーリーが楽しそうに微笑んでいる。

「ユンくん、貰っちゃいなよ。可愛かわいい服装だったんだから」

「そうだね。ユンっちの雰ふん囲い気きに似合ってるやつだったよ！」

「ううっ、なんか毎度何かを着せられる度たびに、防具が増えていくんだよなぁ……」

　シスター服だったり、冬服装備だったり、巫み女こ服、水着装備とパーカー、それに今回のオーバーオールと、ドンドンと衣い装しようが増えていく。

　今後もこうした感じで服装が増えていくのか、とそっと溜ため息いきを吐く一方、遂ついにＯＳＯの夏イベントの告知が来たようだ。

「うん。三時ピッタリね。みんな、始まるわよ」

　マギさんの可視化されたメニューから動画が流れ始め、俺たちもその動画を揃って見る。

　俺たち以外にも目に見える範はん囲いのプレイヤーたちは足を止めて、メニューや広場の上空に現れたイベント告知の動画を見つめていた。

『プレイヤーのみなさんは、一周年アップデートを楽しんでいますか？　ＯＳＯ開発部部長の吉よし野の和かず人ひとです』

　もはや、ＯＳＯの宣伝広こう告こく塔とうとしての役割を果たしている吉野氏の登場に、なんだか慣れてきている。

『去年の夏イベントは、特定時間に集合してからの専用エリアへの転移による開始という性質上、参加タイミングが合わずに不参加だったプレイヤーも多くおり、そうした形式のイベントは、プレイヤーに公平ではないとして、今後は同種のイベント形式を見送りしています』

「えー、楽しかったのに……」

　不満を漏もらすリーリーだが、今でこそ【スターゲート】の新たなエリアとして復刻されたが、確かに参加できなかったプレイヤーにとっては、不満があっただろう。

『そこで、今年の夏イベントは、冬のクエストチップ収集形式のイベントをブラッシュアップしたものを予定しております』

「あー、あれね。クエストをクリアしてクエストチップを集めるやつ」

　マギさんも冬イベントを思い出して、懐なつかしそうに呟つぶやく。

　あの時は、イベント限定のクエストの報ほう酬しゆうに設定されていたクエストチップを集めるイベントだったが、その当時のクエストも現在復刻されているはずだ。

『今回のイベント期間中は、ＯＳＯに実装されている全てのクエストを対象に報酬にクエストチップが追加されます。また、前回は、すべて共通とされていたクエストチップですが、今回から金、銀、銅の三種のクエストチップを用意し、それを集めることで前回同様にイベント限定アイテムと交こう換かんできるようにしております』

　そう言って動画の中の吉野氏が説明する手の中には、三種類のクエストチップが浮いており、それぞれにどのようなクエスト傾けい向こうで手に入るか説明が入っている。





　レイドボス討とう伐ばつや高難易度クエストが──金のクエストチップ。

　討伐クエストや特定センスが必要なクエストなどが──銀のクエストチップ。

　お遣つかい系や素材収集系クエストなどが──銅のクエストチップ。






　クエスト内容によって得られるクエストチップの種類がそのように分かれているようだ。

『前回イベントでは、交換されずに手元に残ったクエストチップは、アイテム交換期限終しゆう了りよう時に自動でゲーム通貨のＧに変へん換かんされていましたが、今回はイベント終了後もクエストチップは持ち越こすことができ、次回以降のイベントで集めたクエストチップと合わせてアイテムを交換できるようにする予定です』

「ふむ。持ち越しは、プレイヤー毎ごとにプレイ時間の差を考こう慮りよしたのか？」

「それに定期的にこの形式のイベント開かい催さいするってことだよね」

　クロードとリーリーがそう分ぶん析せきするように、イベント期間中のプレイ時間が少ない社会人プレイヤーや始めたばかりで沢たく山さんクエストチップを集められないプレイヤーに向けた措そ置ちだろう。

　今回のイベントは、目標に達せなくても二度、三度と開催されるイベントを繰くり返してクエストチップを貯ためれば、欲ほしいアイテムが手に入るだろう。

　そして、動画に映る吉野氏がイベントの最後の説明に入っていく。

『我々運営陣じんが用意したクエストですが、現状では効率のいいクエストや一部のクエストの周回頻ひん度どが多く、それ以外のクエストは見向きもされないことが多いのです。そのために、達成頻度の多いクエストには、報酬のクエストチップを減らし、逆に達成頻度の低い不人気クエストや高難易度クエストには、クエストチップを多く設定しております』

　なるほど、そういう風に調整して、色んなクエストを受けるようにするのか、と運営側の手法に感心する。

『またウィークリーやマンスリー・クエストなどの回数制限のあるクエストに対しては、イベント期間中は制限を緩かん和わする予定です』

　その一言が流れた瞬しゆん間かん、【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】の店内でガタッという音が聞こえた。

　そちらの方を振ふり向けば、椅い子すから腰こしを浮かせて、嬉うれしそうにポーズを取っているプレイヤーたちの姿が見えた。

「回数限定のクエストって稀き少しような強化素材とかユニーク武器がドロップするからね」

　マギさんも振り返って彼らの様子に苦笑いを浮かべ、動画の中の吉野氏がイベント告知の締しめに入る。

『今回の金銀銅のクエストイベントは、この動画告知と共に開始され、８月31日までの期間を予定しています。それでは、ぜひこの夏もＯＳＯを楽しんでください』

　そしてプレイヤーたちは、イベント告知が終わる間もなく、それぞれがクエストを消化するために、動き始める。

「楽しそうだね！　ちょうど去年のイベントのメンバーが揃そろってるから早さつ速そく何かのクエストを受けに行かない？」

　イベント告知が終わり、ワクワクとして落ち着かない様子のリーリーを宥なだめながら、マギさんとクロードが閲えつ覧らん可能になったクエストチップの交換アイテム一覧を確認していた。

「冬のイベントの時にないアイテムがあるわね。それに今回は、欲しいアイテムがなくてもクエストチップが持ち越せるってことは、次回からの新アイテムの交換用にクエストチップを貯めるプレイヤーも多そう」

　俺も交換アイテムを確認したところ、様々なアイテムがある。

　例えば、俺たちが持つ魔ま改造武器がある。

　前回イベントではクエストチップ１００枚で交換だったが、今回は銀のクエストチップ１５０枚で交換となっている。

　更さらに金のクエストチップの交換アイテムは、ギルド向けの大型拡張要素など多人数が協力してクエストチップを集めることが前提になっているようだ。

「うーん。銅チップの交換対象は、お金やＳＰセンス・ポイント、便利系アイテムよね。それで銀が更にグレードを上げた感じの便利アイテムとか、魔改造武器みたいなレアアイテム、個人向け設備か」

　ざっと確認したところ、個人的な狙ねらいとしては、銀クラスの交換アイテムだろうか。

「ユンくんは、なにか気になるものある？」

　マギさんに尋たずねられて、俺は困ったような笑えみを浮うかべる。

「色々目移りしちゃいますよね」

　気になるアイテムとしては、リーリーも持っている【個人フィールド所有権】や使し役えきＭＯＢがランダムで生まれる【使役獣じゆうの卵】、ＭＰ消費で普ふ通つうの矢を生成できる【無限の矢立】など、様々なイベント限定の便利アイテムが存在する。

「マギさんは、気になるアイテムはありますか？」

「私も何を取ればいいか分からないから、クエストチップが集まったら考えるわ」

　俺の質問にマギさんは、肩かたを竦すくめてそう答える。

「まぁ、説明文を見る限り、ゲームのバランスをひっくり返すようなアイテムはないだろう。それに、アイテムの性能が検証されてから選べば、外れることもないだろうからな」

　そんな身も蓋ふたもないクロードの言葉に、俺とマギさんがジト目を向けて、リーリーが苦笑いを浮かべている。

「まぁ、僕らはＯＳＯのアップデート内容を楽しみながら、クエストチップを集めればいいよね」

「そうだな。今回集めたクエストチップは、次回に持ち越しらしいからな」

　他ほかのプレイヤーたちは、欲しいアイテムのためにクエストを頑がん張ばるようだが、俺たちは、一周年アップデートや生産活動を優先して楽しむことに決めた。

「それじゃあ、どうする？　まずはどのアップデート内容を楽しむ？」

「アップデートで追加された新クエストを楽しみながら、クエストチップもついでに集めるとか？」

　リーリーの欲よく張ばり意見に俺とマギさんが小さく笑っていると、不意に東の空が急に暗くなり始める。

「うん？　急に曇くもりだした？」

　ＯＳＯは、エリア毎の気温や環かん境きようは異なるが、それでも急激な環境変化は起こらない。

　遠視を持つ【空の目】で東側の空を見上げると、雲も無いのに薄うす暗ぐらくなった空が突とつ然ぜん、放電を始め、東から突風が吹ふき荒あれる。

「な、なんだ！　これは！」

　突風に飛ばされそうになるリーリーの腕うでをマギさんが摑つかまえ、俺とクロードは腕を前に掲かかげて突風に耐たえる。

「これは、まさか！」

「クロード、知っているのか!?」

　こんな現象は、ＯＳＯをやっていて一度も遭そう遇ぐうしたこともない。

　突風が収まり、空中の放電が激しくなり始める中、プレイヤーたちが放電の方向に走り始め、俺たちは、クロードの言葉に耳を傾かたむける。

「一周年アップデートで徘はい徊かいボスのグリム・リーパーが固定ボスになったのは覚えているか？」

「ええ、確か南東方向の墓地ダンジョンの新規階層に配置されたのよね」

「ああ、その代わりに追加された徘徊ＭＯＢがアレだ」

　激しい放電と共に空中の空間が黒く歪ゆがみ、その中から巨きよ大だいなＭＯＢが姿を現す。

　白い羽毛と緑色の竜りゆう鱗りん、等とう間かん隔かくで胴どう体たいから伸のびる純白の翼つばさを持つ鳥ちよう獣じゆうと東洋竜を合わせたＭＯＢが時空の穴より姿を現した。

「あれが新たな徘徊ＭＯＢのガルーダ・ドラゴンだ！」

　時空の穴から現れ、上空でうねるように飛んでいる巨大な竜を見上げながら、俺は息を吞のむのだった。
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　東の空で悠ゆう然ぜんと泳ぐように飛んでいるガルーダ・ドラゴンを見上げている俺たちは、クロードに尋ねられる。

「さて、どうする？」

「えっ、どうするって……」

　多くのプレイヤーがガルーダ・ドラゴンの方向に駆かけていくが、あんな強そうなボスと対たい峙じするつもりはない。

　それにそもそも武器は、リーリーに預けたままのために有効な攻こう撃げき手段は、魔法だけである。

「説明が足りなかったな。あのガルーダ・ドラゴンは、ノンアクティブな徘徊ボスでプレイヤーへの攻撃を殆ほとんどしない」

「ほとんど……でも……」

　ガルーダ・ドラゴンの出現に駆け出し、その許もとに辿たどり着いたプレイヤーたちは、地上から攻撃を放つ。

　その反撃として、ガルーダドラゴンの体から薄うす桃もも色いろの光線がプレイヤーたちの所に降り注いでいるのが見える。

「アレは、ガルーダ・ドラゴンの攻撃じゃなくて報ほう酬しゆうだな」

「報酬？」

「徘徊ボスのガルーダ・ドラゴンは、一定以上のダメージを受けると、受けた部位の一部が素材として剝はがれ落ちてくるんだ。その落下の軌き跡せきがあの光線だ」

　そう説明されて、マギさんとリーリーが目を輝かがやかせる。

「クロード！　そのアイテムってもしかして……」

「ああ、生産素材や強化素材だ。だから、プレイヤーたちが必死になって攻撃して素材を得ようとしてるんだ」

「マギっち、クロっち、ユンっち！　レア素材を手に入れようよ！　次はいつ手に入るか分からないよ！」

「あっ！　ちょっと！　全く……」

　クロードの説明を聞いたマギさんとリーリーが他のプレイヤーたちと同じように駆け出し、俺とクロードが二人を追い掛かける。

「早速、一周年のアップデート内容のお出ましだ。存分に楽しもうではないか」

「クロード……そうだな。やるか！」

　金銀銅のクエストチップ集めは、二の次だ。

　今は、ＯＳＯ一周年アップデートで追加された新たな徘徊ボスのガルーダ・ドラゴンとの対峙を楽しもうと思う。

　ガルーダ・ドラゴンの素材以外にも一周年アップデートの内容は、沢たく山さんある。

　今までプレイヤーが行ったことのないエリアや施し設せつの訪問、新規アイテム収集、新規センスのレベリングなど、やること、やりたいことが山ほどある。

「躊躇ためらって、楽しむ時間を無む駄だにしちゃ駄目だよな」

「その通りだ。だが今は、目の前のガルーダ・ドラゴンからどうやって素材を得るか考えるぞ」

　俺たちは目の前のことに全力で、そう思って東の城門近くまでやってきた。

「ところでガルーダ・ドラゴンにどうやってダメージを与あたえるんだ？」

　先に東門に来たマギさんとリーリーがガルーダ・ドラゴンを見上げるが、第一の町の建造物よりも高い位置をゆったりと飛んでおり、平原に出たプレイヤーの攻撃が届いていない。

　ガルーダ・ドラゴンの飛行には、パターンがあるようで時折、地面スレスレの低空飛行をする。

　その時にプレイヤーたちは、体から生える羽毛に摑まってその背中によじ登って、攻撃を加えている。

　そして、ガルーダ・ドラゴンの背中にダメージを与えて素材を手に入れた直後、背中から振ふり落とされて上空からの落下ダメージで光の粒りゆう子しとなって死に戻もどりしていく。

「とりあえず、背中に摑まるなんて、危ない真ま似ねはしないぞ！」

　ガルーダ・ドラゴンの背から落下死したプレイヤーを見て、俺がその方法を拒きよ否ひすると、マギさんが辺りを見回し、ある場所を見つけた。

「城じよう壁へきに登って少しでも距きよ離りを稼かせぎましょう！」

　遠距離を得意とするプレイヤーたちは、自身の攻撃の射程範はん囲いを把は握あくして、城壁の上からガルーダ・ドラゴンを狙っていた。

　俺たちも町を囲う城壁の長い長い階段を四人で駆け上がる。

「はぁはぁ……流石さすがに、一気にここを駆け上がるのは疲つかれるな……」

　マギさんとリーリーは、ステータスの関係で俺よりも余よ裕ゆうな様子で登り切り、少し息を乱しながら、なおも城壁よりも高い位置にいるガルーダ・ドラゴンを見上げる。

　そして、俺の後ろから登ってきたクロードが、残り時間を告げてくる。

「ぜぇはぁ、ぜぇはぁ……ガルーダ・ドラゴンの出現時間は30分だ。残り20分しかないぞ」

　そう言って、杖つえを掲げたクロードが闇やみ魔ま法ほうでガルーダ・ドラゴンを狙うが、長い胴体の側面に当たるもそれだけだ。

「クソッ、威い力りよくが足りん！　──《シャドウ・ブリット》！」

　城壁の上に集まったプレイヤーたちも同じように遠距離アーツや魔法で攻撃しているが、一回の攻撃で素材を得られるダメージには到とう達たつしていないのか、何度も攻撃を放っている。

「新しい素材に釣つられて勢いで来たけど、遠距離攻撃が必要なのね。こんなことなら、一度【オープン・セサミ】に戻って大たい砲ほうを持ってくればよかったわ」

「マギっち、城壁に近づいたら背中に飛び移らない？」

「そうね。落下の勢いで武器を叩たたき付ければ、結構なダメージが稼げるかも……」

「待って、待って！　マギさんとリーリー！　それは危ないから！」

　マギさんとリーリーと同じように城壁から飛び移り、攻撃を加えようと実行したプレイヤーは、飛び移るタイミングを間ま違ちがえて、地面に叩き付けられている。

「リーリーに預けた杖があれば、今よりも与えるダメージを稼げているのに！」

「俺も弓は全部リーリーに預けたままだし……」

　折角、目の前には一周年で新たに追加されたガルーダ・ドラゴンが居るのに、その素材を得る手段がなくて悔くやしさから歯を嚙かみ締しめる。

「……ユンっちとクロっちの装備は、全部完成したら一いつ緒しよに返そうと思ってたんだけど、実は、一つだけ──ユンっちの武器だけは、持ってきたんだよ」

「本当か！　リーリー！」

　俺の武器をリーリーが持ってきていた。

　それなら俺もガルーダ・ドラゴンにダメージを与えられる。

「でも、まだ調整中だよ！　追加効果も途と中ちゆうだから、10分！　ううん、あと５分だけ待って！　その間に仕上げるから！」

　リーリーがそう言って、その場で俺が預けた弓──魔改造武器である【ヴォルフ司令官の長弓】を取り出す。

　続いて、インベントリから追加効果を付ふ与よするためのアイテムを並べて、その場で付与していく。

　ガルーダ・ドラゴンの出現時間が少なくなる中、俺とマギさんがリーリーを見守り、クロードは、ＭＰポットを飲みながら、魔法を放っている。

「できた！　ユンっち、時間がないよ！」

「ああ、できるだけやってやる！」

　俺は、リーリーから完成した【ヴォルフ司令官の長弓】を受け取り、ガルーダ・ドラゴンを見上げる。

「ユンくん！　残り時間は、５分切ったわよ！」

「クソッ、俺の方は、鱗うろこと羽毛が一枚ずつか！」

　クロードも本命の武器ではないが、それでも幾いくつかの素材を手に入れている。

　残り時間が少ない俺は、隕いん星せい鋼製の矢を番つがえ、弦つるを引き絞しぼる。

「いっけぇ！──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》！」

　グッと普ふ段だんより後ろに押されるような反動を感じながらも上空に放った矢は、赤い尾おを引いて、ガルーダ・ドラゴンのいる空に昇のぼっていく。

　また赤い尾から分かれるように魔法の矢が分ぶん裂れつして、敵を様々な角度から狙ねらうのが本来の弓系アーツだ。

　だが──

「ちょっ！　数が多っ！」

　空に昇っていく矢とその矢や尻じりに伸びる赤い尾から分かれる予想以上の数の魔法の矢が、ガルーダ・ドラゴンの側面に突つき刺ささっていく。

　その魔法の矢は、連鎖チエーンダメージにより加速度的に与えるダメージを増やす。

　そして、ある地点で一定のダメージを超こえたことで薄桃色の光線が放物線を描えがくように俺のところに降ってくる。

「よし、これで」

「ユンっち！　同じアーツを撃うって！　もう一回！」

「っ!?　──《魔弓技・幻影の矢》！」

　連鎖チエーンダメージの有効時間が切れない間に、再び同じアーツを放つことができた。

　再び魔法の矢の束がガルーダ・ドラゴンに突き刺さり、連鎖チエーンダメージによって威力が上がった魔法の矢によって、次々とガルーダ・ドラゴンの素材が降り注いでくる。

「これが最後の締め！　──【エクスプロージョン】！」

　ガルーダ・ドラゴンの体に刺さった隕星鋼の矢にエンチャントされた魔法を起動させる。

　金属の矢を起点とした爆ばく発はつが起こり、最後の素材が放物線を描いて俺たちのところに緩ゆるやかに降ってくる。

　そして、30分という出現時間が過ぎたガルーダ・ドラゴンは、登場時と同じように時空の穴を通って姿を消すのだった。

「なんだよ、この弓。それにどうするんだよ、この素材」

　本来の《魔弓技・幻影の矢》は、本体の１本と魔法の矢５本で構成される多段系アーツだ。

　だが、その比ではないほどの魔法の矢の束に、バグでは無いかと心配になり、リーリーに目を向ける。

「ユンっち。大だい丈じよう夫ぶだよ。武器のステータスを見て」

「えっ……マジか!?」





　ヴォルフ司令官の長弓【武器】

　ＡＴＫ＋40（＋15）

　追加効果：【ＡＴＫボーナス】【ＡＴＫ付加】【攻こう撃げき上じよう昇しよう（中）】【剛ごう力りき】【射撃強化（中）】

【刺し突とつ強化（中）】【全力攻撃（中）】【反動軽減（小）】【二重戦技ダブルアーツ】【スキル拡散（数）】

【スキル強化（距離）】【連鎖チエーンダメージ増加（小）】【装備ステータス上昇（中）】

【待機時間デイレイ・タイム短縮】【援えん護ご】






　最大まで強化された魔改造武器は、非常に強力な性能をしていた。

「あの魔法の矢の数が増えたのは、【二重戦技ダブルアーツ】と【スキル拡散（数）】の相乗効果なんだよ。ユンっちには見づらかっただろうけど、あの瞬しゆん間かん、アーツが２回分発動していたんだよ」

　俺は、【ヴォルフ司令官の長弓】のステータスとリーリーの説明が結びつかずに、困こん惑わくしているとマギさんとクロードが嚙み砕くだいて説明してくれる。

「【二重戦技ダブルアーツ】って追加効果は、ワンテンポ遅おくれて、直前に発動したアーツと同じ効果が発生するのよ。ちなみに、アイテム消費系アーツのアイテムもインベントリから消費されるわ」

「【スキル拡散（数）】は、多段系アーツや魔法スキルの数を３倍に増やす追加効果だな」

「えっと……《魔弓技・幻影の矢》が本体１本と魔法の矢が５本だから……」

【二重戦技ダブルアーツ】の追加効果でアーツが２回分発動して、本体２本と魔法の矢が10本。

　更さらに、【スキル拡散（数）】で魔法の矢が３倍にされたので、本体２本と30本の魔法の矢だ。

　それがガルーダ・ドラゴンの胴どう体たい目め掛がけて殺さつ到とうする様は、赤い収束光線のように見えたのも頷うなずける。

「それに【反動軽減（小）】と【待機時間デイレイ・タイム短縮】の追加効果のお陰かげで、ユンっちが総金属製の矢を使っても反動は少ないし、連鎖チエーンダメージの有効時間内に次のアーツを放てたね」

　その結果、短時間で30本以上の魔法の矢を放てる弾だん幕まく発射装置となっていた。

「コンセプトは、連鎖チエーンダメージで相手を倒たおす武器だよ！」

　リーリーがそう力説するが、大分凶きよう悪あくな装備に仕上がっているように思う。

　時間を掛けて１００発氷魔法を用意するセイ姉ねぇと比べると、お手軽に弾幕を作ることができてしまう。

　また、武器の基き礎そステータスの低さを補うために、攻撃上昇系の追加効果も複数付与されている。

「それに結構な素材が集まったけど……」

　クロードが予備の杖とはいえ、時間一いつ杯ぱいまでＭＰポットをがぶ飲みして得た素材は、４個だ。

　それに対して、俺の足元に転がる素材は、優に30個を超えていた。

　そして、期待するように俺の方を見るマギさんとリーリー。

「とりあえず、四人で均等にこの素材を分けようか」

「ユンくん、ありがとう！」

「やったぁぁ！　レア素材だぁ！」

　全身で喜びを表現するマギさんとリーリーに俺は、苦く笑しようを浮うかべる。

　マギさんの勢いやクロードの解説、リーリーの作ってくれた魔改造武器、が無ければ、この成果は得られず、ぐだぐだと時間だけを消費していたかもしれない。

　俺は、ガルーダ・ドラゴンの竜りゆう鱗りんと純白の羽、角と牙きばの素材を四人で均等に分けた。

　そして、それぞれの生産素材や強化素材でどのようなアイテムが作れるのか語り合っていたら、気付けば夕方になっており、俺たちはログアウトした。




　この時、ガルーダ・ドラゴンから素材を荒あら稼かせぎした様子が多くのプレイヤーに目撃されていた。

　その結果、俺が使った【張はり替かえ小こ槌づち】で強化された魔改造武器の潜せん在ざい能力が知れ渡わたる。

　開始されたばかりのクエストイベントで入手できるために、多くのプレイヤーたちが魔改造武器を求めるためにクエストを受け始めたのは、余談である。








四章　カジノとイカサマディーラー









　第一の町にガルーダ・ドラゴンが出現してから数日──３日間続いた【生産ギルド】主しゆ催さいの品評会は、無事に終わりを迎むかえた。

「【防ぼう魔まの指ゆび輪わ】が予想以上にいい値段で売れたなぁ」

【アトリエール】のカウンターの内側に座る俺は、品評会に出品した【防魔の指輪】が最終的に４２０万Ｇの値段で落札された報告を受けていた。

「【アトリエール】のショーケースにも同系統のアクセサリーを揃そろえようかな」

　その報告を受けて、予備で作ったアクセサリーに同系統の追加効果を付与してショーケースに並べる。

　だが、同じようなアクセサリーを売っても、品評会ほど高くは売れないと思ってる。

「他ほかの生産職たちが似たような効果のアクセサリーを作るだろうし、今回は予想外のボーナスってことにしておこう」

　品評会には、【張はり替かえ小こ槌づち】を使った追加効果の新しい組み合わせの発表会の側面があった

　なので、オークションでの落札価格がプレイヤー需じゆ要ようの一つの指標になるので、他の生産職たちもそれを目安に次々と似た追加効果の組み合わせの装備を作り始めて、プレイヤーの需要を満たし始めている。

　そして、需要が満ちれば、値段は自然と落ち着いていくのだ。

「それにしても流石さすがは、マギさんたちだよなぁ。あの装備は、凄すごい値段が付いてたなぁ」

　トップ生産職のマギさんたちが出展した装備は、最終的に３０００万から４０００万Ｇ前後で落札されていた。

　また、あまりの人気っぷりに、装備強化の依い頼らいが大量に来て、大おお忙いそがしのようだ。

「それにしても、本当に良かったのかなぁ……」

　クロードは、俺のオーカー・クリエイターを１０００万Ｇで強化してくれたし、リーリーもガルーダ・ドラゴンに攻撃するために急いで【ヴォルフ司令官の長弓】を仕上げてくれた。

　その後、俺が手に入れた素材を四人で分けたことが報ほう酬しゆうのようになっているが、品評会で売りに出した装備の値段を見ると安すぎるように思う。

　それにリーリーの所には、まだメイン武器である【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】も調整中でもあるし、その分の強化費用も安かった。

「うーん。今からでも追加のお代を払はらうべきか？　でも、絶対に受け取らないだろうなぁ」

　どうすればお返しができるのか悩なやんでいる俺に、クロードからフレンド通信が入る。

「どうした、クロード？　なにかあった？」

『ユンに一つ確かく認にんしたいことがあるんだが、北の町まで行ったことはあるか？」

　北の町とは、グランド・ロックのいる高原エリアを更に北に向かった洞どう窟くつの先にある町のことだ。

　その途と中ちゆうには、エリアを遮さえぎるボスＭＯＢのライトニング・ホースが待ち構えており、洞窟を抜ぬけた北の町の周辺は雪に覆おおわれた寒冷地域のために耐たい寒かん装備が必要になる。

「センス拡張クエストで行って、ポータルを開通させてあるよ。まぁ、それ以降は行ったことないけど……」

　俺が答えると、クロードが質問の意図を教えてくれる。

『アップデートで追加された施し設せつに行きたいんだ。マギとリーリーにも予定を聞いたが、今晩は時間はあるか？』

「今晩？　お風ふ呂ろの後だと10時以降なら時間空いているぞ。けど、どんな施設なんだ？」

　俺が尋たずねるとクロードは、新しい施設とそれに関係する新規クエストの概がい要ようを簡単に説明してくれる。

『実はな。カジノに行ってそのついでに【イカサマディーラーを探せ】というクエストを受けようと思うんだ』

「カジノかぁ……」

　カジノという単語を聞いて、ついそのような声が漏もれてしまう。

　俺は行ったことはないが、冬のクエストイベントで賭と博ばくカジノ施設が登場し、運が良ければクエストチップを荒稼ぎできるという話は聞いた。

　そんなカジノに挑いどみ、賭かけに敗れて所持金が底を突ついたプレイヤーが手っ取り早くお金を稼ぐためにＰＫプレイヤー・キル行こう為いに走った。

　かく言う俺も、そのＰＫに狙ねらわれたことを覚えている。

『どうした、ユン？』

「いや、カジノで身を持ち崩くずしてＰＫにならないようになぁ」

『ユンがそんなことを気にしていたのか。というかカジノＰＫ墜おちのことを知っていたのか……』

　若じやつ干かん、渋しぶい声こわ色いろのクロードが前回と今回のカジノの違ちがいを教えてくれる。

『冬イベントのカジノは、第一の町にしか無かったし、クエストチップを賭けるという形式からＧをカジノコインに交こう換かんしてそれでゲームを楽しみ、そこで得たコインでカジノの景品を手に入れる形式に変わってる』

「それでも十分に身を持ち崩す要素があるじゃん」

『まぁ、そこは置いておくとしてカジノは、一周年アップデートで復活した第一の町以外にも迷めい宮きゆう街がいと北の町にも追加され、それぞれにカジノ関連のクエストがあるんだ。そこで、カジノ景品の確認ついでに、関連のクエストを受けないか？』

「まぁ、それなら行ってもいいかな？」

　俺が了りよう承しようして、マギさんたちと北の町のカジノ関連のクエストを受けることになった。




　そして、夜を迎えて【アトリエール】にログインした俺は、防具を冬服のオーカー・クリエイターに切り替かえ、ミニポータルから北の町に転移する。

「ううっ、寒っ！　マギさんたちは……」

「おーい、ユンくん、こっちこっち！」

　俺が一番最後だったようで、マギさんたちは既すでに集まっていた。

　全員しっかりと冬服装備に着き替がえており、リアルは真夏なのにこの町だけは季節感が冬である。

「ごめん。遅れたかな？」

「いや、俺たちも少し早く着いたところだ。全員揃ったし、行くか」

　全員が揃い、クロードが先頭に立って目的地に向かって進んでいく。

　月明かりや街灯、家々の明かりが雪に反射して、夜でも明るい町並みを進んでいく。

「俺は、北の町にほとんど来たことがないけど、どこにカジノがあるんだ？」

「ああ、それはな……。ここのようだ」

　俺がクロードに尋ねると、『ＣＬＯＳＥ』の看板が掛かかった酒場の前で立ち止まり、その店をノックする。

「なんだ。──この寒い日に来るなんて、今は店みせ仕じ舞まいだぞ」

　小さなのぞき窓から店員ＮＰＣがこちらを確認してくるが、扉とびらを開けてくれる気配はない。

「──体を温めるために【蜂はち蜜みつ酒】を飲みに来た。それも【金貨】のような色の濃こいやつだ」

「いいだろう、入れ」

　クロードが返事をすると、店員ＮＰＣは扉を開けて、俺たちを中に招き入れてくれる。

「ねぇ、クロっち、これってどういうことなの？」

「まぁ、秘密の合い言葉、と言うやつだ。第一の町のカジノでそれなりのお金をカジノコインに交換すると、迷宮街と北の町のカジノに入る合い言葉を教えてくれるんだ」

　迷宮街のカジノは【砂金】と【黄金郷】の単語を、北の町のカジノは【蜂蜜酒】と【金貨】の単語が会話に含ふくまれていれば、通してくれるらしい。

「なんか、こう合い言葉で通してくれるって格好いいわよね。ユンくんはどう思う？」

「確かに、それでスッと入れるとちょっと楽しいかもしれないですね」

　クロードとリーリーの後ろで俺とマギさんが互たがいに、これから起こることに期待を膨ふくらませる。

　そして、酒場に入り、マスターの案内で奥の階段を降りていくと、そこには──

「おおおおっ、本当にカジノがある……」

　煌きらびやかなシャンデリアと照明が照らし、スーツやドレスを身に着けて賭け事を楽しむＮＰＣたちにそれを管理するディーラーのＮＰＣ。

　地下に隠かくされたカジノは、寒々しい冬の町とは打って変わって強い熱気を感じる。

「さて、こっちだ」

「ああ、待ってよ！」

　クロードは、迷うことなく歩き始め、このカジノフロアの中で一番偉えらそうな小太りで白い髭ひげを生やした人に話しかける。

「おや、お客様。どうされましたか？」

　俺たちが近づくと人のよさそうな笑えみを浮かべて応対する小太りの紳しん士しにクロードは、用件を切り出す。

「支配人。お困りのようだが、どうされた？」

　クロードがその一言で尋ねると、穏おだやかな笑みを浮うかべていた支配人ＮＰＣが困ったような表情になり、話し始める。

「実は、このカジノのディーラーの中に、イカサマを使う不届き者がいるそうなのです。紳士の社交場として提供しているカジノで、そのようなことをされて困っているのです」

「これがクロードが私たちを誘さそった【イカサマディーラーを探せ】ってクエストね」

「ああ、流石に俺一人でイカサマディーラーを見つけ出すには、人手が足りないからな」

　マギさんが納なつ得とくしたような声で頷うなずく。

「ですが、我々では誰だれがイカサマをしているか分からないのです。ですので、お客様の方でイカサマディーラーを探しては頂けないでしょうか？　もし見つけることができたなら、相応の謝礼をいたします」





　──【クエスト：イカサマディーラーを探せ】──

　イカサマディーラーを見つけ出し、その手口を暴あばき出せ。






　早さつ速そく発生したクエストを受注した俺たちは、カジノ支配人のＮＰＣに奥の部屋に案内されていく。

「ここには、紳士、淑しゆく女じよの衣い装しようから当カジノのスタッフの衣装があります。ぜひ、件くだんのディーラー探しの役に立ててください」

　並べられた衣装はタキシードやドレス、ディーラーや飲み物を配るバーテンダーの衣装など様々なものがある。

「なんか、こういう衣装が用意されると潜せん入にゆうミッションっぽくてワクワクするね！」

　リーリーは、子供サイズのタキシードと赤い蝶ちようネクタイに短パンスタイルの衣装と、同じようなサイズのディーラー服を手に取り見比べている。

「カジノに合わせて大人っぽいデザインの物が多いわね。けど、バニーガールみたいな、エッチなやつはないみたいね。あっ、でもこれは、バニーっぽい」

　マギさんは、背中が大きく開いたドレスを手に取り、次に女性用のバーテンダー衣装を手に取る。

　バーテンダー衣装は、青いストライプ柄のシャツに、燕えん尾び服ふくっぽいベストにタイトスカート。それにウサギのようなリボンが付いたカチューシャである。

「この用意された衣装って何か意味があるのかな？」

　俺も同じように男性物のお客側とスタッフ衣装を手に取り、見比べる。

「ふむ。単純に考えれば、お客側の衣装とスタッフ衣装では、得られる情報が違うとかじゃないのか？」

　例えば、お客側の衣装だと、同じお客ＮＰＣから情報を得られ、スタッフ衣装だとスタッフたちから情報を得られたり、スタッフしか入れない場所を調べられるのかもしれない。

「それじゃあ、お客側とスタッフ衣装で二人ずつで分かれようか」

　俺たちは、どういう組み合わせになるか、そしてどの衣装を着るかで、少しだけ時間を喰くった。

　特に、俺の衣装に関して俺自身の意見とクロードの好みが大きく対立したのである。




　　　　●




「ふぅ、なんとか死守した」

「ユンっち、お疲つかれ様。その衣装カッコイイよ」

　そう褒ほめてくれるリーリーは、最初に手に取っていたスタッフ側の衣装である子供用のディーラー服だ。

　半はん袖そで短パンに黒いベストと蝶ネクタイをした格好がなんとも少年らしさを強調している。

　そして、俺の服も男性物のディーラー服だ。

　燕尾服っぽいベストの後部が長い尾おを引き、青いストライプ柄のシャツを着ている。

　ただ女物のバーテンダー衣装を勧すすめていたクロードとの妥だ協きようラインとして、俺の長い黒くろ髪かみの中なか程ほどにリボンを付けることになった。

「ユンくん、似合っているわよ」

「マギさんも素す敵てきですよ！」

　マギさんは、緑のマーメイドドレスを身に着けていた。

　マギさんの肌はだや髪の色を引き立ててくれるドレスとクロードが選んだ宝ほう飾しよく品ひんのセンスは、相変わらず素晴らしいものである。

　最後のクロードは、タキシード姿に髪型をオールバックにしてカジノに挑んでいく。

「さて、イカサマディーラーを探すとするか。俺とマギは、まずは、カジノメダルを確保しに行こう」

　着替えを終えた俺たちは、俺とリーリーのスタッフ側、マギさんとクロードがお客側としてイカサマディーラー探しを始める。

「さて、何から始めればいいかな？」

「ねぇ、ユンっち！　ユンっち！　あっちのカジノのゲームは何かな？」

　イカサマディーラー探しというよりも既に新規要素のカジノで遊ぶ気満々のリーリーに苦く笑しようを浮かべながら付いて行く。

　そこには、カードを配るディーラーがおり、そのＮＰＣが俺たちに話しかけてくる。

「おっ、新人スタッフか？　是ぜ非ひ、俺たちのゲームを楽しんで行ってくれないか？」

「えっ？　でも……」

「いいんだよ。新人は、お客側に立ってゲームを覚えさせるんだ。まぁ、色々なゲームを楽しんでくれ。カジノメダルが無くなったらやるから」

　そう言われた俺とリーリーには、それぞれ１００枚のカジノメダルを渡わたされる。

「ユンっち、これを使って各カジノのゲームを楽しめるね」

「そうだな。それにメダルが無くなったらまた貰もらえるみたい」

　カジノメダル１００枚がどれくらいの価値か分からないが、とりあえず、俺とリーリーは、ディーラーやお客ＮＰＣに混じってその台でポーカーをする。

　ルールを丁てい寧ねいに教えて貰いながら、手持ちのメダルを慎しん重ちように賭かける俺とどうせまた貰えるといきなり全額を投入するリーリー。

　そして──

「やったー！　勝ったー！」

　元々の賭けられるメダル枚数が少ないので、得られたメダルも多くはない。

　それでもリーリーはメダルを１０００枚に増やし、逆に俺のメダルは全部リーリーに吸われて、またメダルを貰い直すことになる。

「はははっ、少年の方がギャンブラーの素質があるかもな。それにしても嬢じようちゃんは、ギャンブルの駆かけ引きが下手だな。さぁ、もう少し勉強だ」

「ううっ、なんか、必勝法とか無いんですか？」

　ポーカー台のディーラーＮＰＣに聞くと、あははっ、と笑われる。

「実は、あるぞ！」

「マジで！」

「ああ、各ゲームにはセオリーがあるからな。その通りに進めていけば、確率的にはプラスになるのさ」

　そうやってニヒルに笑うディーラーＮＰＣに俺とリーリーが、へぇーと感かん嘆たんの声を上げる。

「そうなんだ。それじゃあ、ユンっち！　他ほかのゲームの話も聞きに行こうよ！」

「なんか、目的変わってるけど、まぁいいか」

　俺は、苦笑いを浮かべながら、リーリーと共に各ディーラーに話を聞く。

　ルーレットやカードゲーム台、サイコロを使うゲームのディーラーにそれぞれ話を聞き、ゲームについての説明やその確率の高い勝ち方などを教わる。

「カジノって奥が深い……凄すごいね。確率論って」

「だな。けど、それを操作して盛り上がりを作ろうとするディーラーたちも凄い」

　例えば、ルーレットは、転がした玉がどのポケットに入るかを賭けるゲームだ。

　単独賭けから偶ぐう数すう・奇き数すう賭け、赤か黒か、18より上か下かなど、それぞれの賭け方で倍率が変わる。

　単純に38分の１のルーレットの中で安定してコインが得られる賭け方もある。

　だがルーレットは、ルーレットの回転速度や投げる球のスピード、ルーレット台の癖くせによって、特定の数字に球が入りやすかったりするらしい。

「ルーレットで１００発１００中ならイカサマっぽいけど球を投げるのは、ディーラーの熟練技術だよな」

「それだけじゃイカサマとは言えないよね」

　俺とリーリーは、腕うでを組んでうんうんと唸うなり声をあげる。

「ただ、貴重な意見は聞けたよね。ディーラーたちは、カジノの成果によってお給料が増えるって」

　幾いく人にんかのディーラーから聞いたが、ディーラーの給料は、固定給と共にそのゲーム台で得られたカジノメダルの一部が給料に上乗せされる証言が取れている。

　何度も繰くり返し話される内容だったので、それが何らかのヒントになると思う。

　だが、まだイカサマディーラーには辿たどり着けない。

「見た限りのゲームも特に怪あやしい点はないよな。あっ、スライムレースが始まった！」

　カジノのゲームには、リアルにもあるもの以外に、ファンタジーらしいものもある。

　それがリーリーの言ったスライムレースだ。

　色いろ違ちがいのスライムたちを走らせて、その順位を賭けるカジノゲーム。

　スライムは、俺が合成ＭＯＢで創つくり出すジェル種に近いぽよぽよしたスライムたちで、一いつ生しよう懸けん命めいに走る姿にお客さんは、自分が賭けたスライムを応おう援えんし、スタッフが盛り上がる実じつ況きようをする。

　特に、一番人気は、速さとスタミナの高い３番の赤スライムである。

「普ふ通つうのカジノゲーム以外にもこういうファンタジーなゲームもあるんだなぁ」

「そうだね。あっ、ユンっち、僕の賭けた、青の５番が１位になった」

　ちゃっかりスライムレースに賭けていたリーリーは更さらにカジノメダルの数を増やしていた。

「うーん。スライムに指示すれば、レースの結果を操作できるからこれもイカサマできそうだなぁ」

「でも、僕は違うと思うよ。だって、今勝てたもん」

「ほほほっ、スライムレースでのイカサマは不可能ですな」

　そう話している俺とリーリーの背後に近づく人の気配に振ふり返ると、このスライムレースを管理している初老のスタッフが話しかけてきた。

「スライムレースは、このカジノにくる紳しん士し方が飼育していらっしゃるスライムも出場しております。なので、レースのスライムたちに指示して結果を操作するのは、不可能ですよ」

　そう言ってスライムレースを管理する初老のスタッフＮＰＣは、スライムレースの裏事情として、レースに参加したスライムの持ち主に対して、賞金を出しているそうだ。

　スライムレースで１位から３位になれば、そのスライムの飼い主に賞金が入る。

　カジノから参加させているスライムは、カジノのスライム飼育員がそれぞれ１匹ぴきずつ育てており、勝つとディーラーと同じように基本給に上乗せされて、賞金が入るので全員本気でスライムレースの勝ちを狙ねらうらしい。

　そういう設定なのか、と感心しつつ、そう言われてしまうと、ますますイカサマディーラーがどこに居るのか分からなくなる。

「各カジノゲームには勝つコツとかディーラーの腕とかはあるけど、露ろ骨こつなイカサマはなさそうだよね。ユンっち、いよいよ手て詰づまりだね」

「少し切り口を変えてみるか？　直接ディーラーのイカサマを探そうとするんじゃなくて、例えば、スタッフに怪しい人は居ないか聞くんだよ」

　イカサマを仕込むための怪しい行動やイカサマで勝ち続けているために羽は振ぶりがいい人物がいるか、などという面から候補を絞しぼれるのではないか、と思う。

「本格的に探たん偵ていっぽくなってきたね！　すみません！　最近、羽振りがいいスタッフって居ますか？」

「羽振りがいい、ですか？　はて、私は、このスライムレースを管理しているので、他のスタッフのことは分かりません」

　そう言って、首を傾かしげる初老のスタッフに俺とリーリーが肩かたを落とす。

　だが、それでも繫つながる情報はあった。

「噂うわさ話ばなしを聞きたいのであれば、控ひかえのスタッフルームに行くといいでしょう。噂好きのウェイトレスたちが休んでいるはずですから」

「ありがとう、お爺じいさん。ユンっち、早さつ速そく聞きに行こう！」

　駆け出すリーリーの後を追いながら、初老のスタッフに会え釈しやくしてスタッフルームで聞き込みをすると──

『怪しい人？　うーん。誰だれかは分からないけど、使われていない魔ま物もの飼育スペースを使っている人がいるわ。それに誰も居ないその部屋で黒い影かげが動いていたけど、隠かくれて魔物でも飼っていたのかしら？』

『羽振りがいいディーラーってのは、大体がＶＩＰルームに勤めているディーラーよ。あそこは、最低１ゲーム10万Ｇの場所だから、ディーラーの手数料も多いのよ。だから、どのディーラーもＶＩＰルームの昇しよう格かくを目指しているわ。最近だと特にＶＩＰのディックが結構稼かせいでるって話よ』

『最近、掃そう除じをすると割れたサイコロやルーレットの球が捨てられてるのよ。それに、サイコロとルーレットの球は、中身が空くう洞どうになっているのよ。だから、イカサマに使われた道具なんじゃないか、って噂されてるわ』

　そう言って、噂好きな女性スタッフが話してくれる内容になんとなく、見えてきた気がする。

「この話から推測すると、ＶＩＰルームのディーラーがイカサマしているって感じかな？」

「それと何かの生き物を飼育していることと道具に細工をしている感じとか？」

　まだまだ謎なぞは多いが、それでも大体の全体像は摑つかめた。

「一度マギさんとクロードのところに戻もどって、情報を整理する？」

「そうだね。行こうか、ユンっち」

　俺とリーリーがマギさんとクロードを探して歩き回っていると──

「あれ、なんだろう？」

「ちょっと見に行くか──ってクロード。それにマギさん!?」

　俺たちが見たのは、パートナーである使し役えきＭＯＢのクツシタを膝ひざに乗せて、ルーレット台で賭けるクロードの姿だ。

　クロードの脇わきに積まれたチップの山と呆あきれ気味にそれを見ているマギさん、集まる野次馬と化したお客のＮＰＣと半泣きのディーラー。

『にゃぁっ～』

「ふむ。では、行くか」

「もう、勘かん弁べんしてくれ！」

　クロードの膝に乗るクツシタは、幸運猫ラツク・キヤツトという種類のＭＯＢだ。

　プレイヤーのＬＵＫを上げ、相手のＬＵＫを下げる能力を持っている。

　きっと、その能力を使ってカジノのゲームに勝ち続けていたんだろう。

「イカサマディーラーを探すのに、クロードもイカサマしてどうするんだよ。全く……」

　俺は、クロードに呆れながら二人に近づくと、クロードはゲームを中断して俺たちに振り返る。

「イカサマではない。これはゲームの仕様に則のつとった攻こう略りやく法の一つだ」

「それは詭き弁べんじゃないのか？」

　疑う視線を向ける俺にクロードが胸を張り、このカジノについて説明を始める。

「ここはカジノだが、ＯＳＯというゲームの一部でもある。ならば、センスや装備、使えるものを使って、カジノメダルを安定して増やしていくのを前提に作られてるんだ」

　カジノ景品を手に入れるために、今まで育て上げたセンスが一いつ切さい通用しないカジノゲームを延々とやらされるより、自身のセンスを利用してギャンブルの勝率を高めてメダルを増やし、カジノ景品を交こう換かんできるように設計されているらしい。

「そうなのか？」

「ああ、俺がＬＵＫステータスを上げて勝率を上げるほかにも、【看破】や【直感】なんかのセンスがあれば、二択たくを選ぶ系統のギャンブルの勝率は上がる」

「ユンっち。【調教】センスを使えば、スライムレース前のスライムたちの調子とかなんとなく分かるからそれで順位が分かると思うよ」

「ええっ!?　そうだったのか！」

　リーリーがサラッとスライムレースで１位を当ててたのには、そういった理由があったことに全然気付かなかった。

「じゃあ、マギさんもセンスで……」

「あははっ、私の所持センスは、カジノ向きじゃないから、全然からっきしだったわ。だから、お客さんから情報集めだけしてたわ」

　苦く笑しようを浮うかべるマギさんに俺は、少しだけホッとする。

「私が得た情報だと、イカサマディーラーの噂はお客のＮＰＣたちの間でも囁ささやかれていたわ。それと大負けした被ひ害がい者しやは、全員ＶＩＰルームに上がる前に調子よく勝ち進んでいたらしいわ。それとＶＩＰルームに入る条件は、今クロードが満たしている所よ」

　だから、クロードはカジノで調子よく勝ち進むという条件をクリアしようとしているのか。

「俺たちが聞いた話でも、イカサマディーラーは、ＶＩＰルームにいる可能性が高いことと、誰かが空いた飼育室に出入りしているらしいということでしたね。あと中身が空洞の道具が捨てられてたとか」

　双そう方ほうの話を繫げると、調子よく勝つお客がＶＩＰルームに行き、生き物を使ったイカサマで大負けしている、ということになる。

　俺たちは、その状じよう況きようを想定し、ディーラーのイカサマを暴あばく方法を考えていく。
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「お客様、少しよろしいでしょうか？　私、ＶＩＰルームのディーラーのディックと申します」

　細目で慇いん懃ぎんな態度が鼻に付くディーラーＮＰＣのディックが着実にルーレットでカジノメダルを増やしていたクロードに声を掛かけてきた。

「ユンっち、来たね」

「ああ、クロードの予想した通りだ」

　一定枚数以上のカジノメダルを得ていれば、イカサマディーラーから接せつ触しよくしてくると予想し、その通りになった。

「お客様は、手持ちのカジノメダルが少々多くなっているご様子。そのまま続けてもこれ以上大きな勝ちは得られませんよ」

「確かにそうだな。もっと大きなゲームをしないと、リターンも大きくないな」

「そこで、ＶＩＰルームでございます。各ゲームの賭かけの下限が通常のゲームの一万倍になっております。その分、参加するための最低条件として10万カジノメダルの所持が必要になります」

　大おお仰ぎように身み振ぶり手振りでＶＩＰルームに誘ゆう導どうしようとするディーラーの案内で、マギさんとクロードが奥のＶＩＰルームに移動する。

　スタッフ衣い装しようを身に着けている俺とリーリーは、先回りしてＶＩＰルームに向かい、イカサマディーラーのゲームをサポートするスタッフの配置に付く。

「さぁ、お好きなゲームをお選びください。サイコロ、トランプ、ルーレット。最低１万メダルからの開始です」

　マギさんは後ろから眺ながめているだけで、クロードが主にゲームをやる。

　そして、俺とリーリーが飲み物の運うん搬ぱんやゲームの準備などを手伝う。

「なら、トランプのゲームからやろう」

「では、トランプのご確かく認にんを」

　そう言って、ゲームのテーブルの上に使用するトランプが広げられる。

　俺は、【空の目】と【看破】のセンスでカードを確認するが、センスの反応はなく、表面も裏面も細工の痕こん跡せきはない。

　ただ、今までカジノのゲームでトランプを見ていたために分かったが、そのトランプは、中央の絵え柄がらだけで左右の端はしに書かれた数字とマークが描えがかれていない特注品だ。

「飲み物を」

「……どうぞ」

　飲み物を用意するスタッフに扮ふんした俺は、クロードにグラスを渡わたす際に、そっと気付いたことを伝える。

（カードに細工はない。けど、トランプが普ふ通つうのと少し違ちがって数字がない）

（分かった。まぁ、ファンタジー生物でもイカサマで使ってるんだろう）

　ただ、いつ？　どのタイミングで？　どのように？　それが分からず、俺は飲み物を置いた後、元の位置に戻り、ゲームの観察を続ける。

「それでは、どのゲームをしましょうか？」

「そうだな。バカラにしよう」

　プレイヤーとバンカーという二つの陣じん営えいを選び、どちらがカードの合計数が９に近い方を予想して賭けていくゲームだ。

「では、どちらに賭けますか？」

「セオリー通り、バンカー側に賭けよう」

　俺たちが見守る中、手持ちのカジノメダルをＶＩＰ用メダルに交換してゲームが始まる。

　そしてクロードとディーラーとのバカラは、クロードが順調に勝っていき、カジノメダルを２５０万まで増やした。

「10万メダルから短時間で２５０万まで……」

　最初は、順調に……いや、当初の予定通りにクロードが勝ち続けていた。

（ユンっち、クロっちの言う通りになってるね）

（そうだな、本当にその通りになってる。リーリー、そっちの準備はどうだ？）

（ちゃんと確保したよ。そろそろクロっちが負け始めるね）

　ディーラーがイカサマして結果を操作することができるなら、プレイヤー側を勝たせることができるはずだ。

　そして、その通りにクロードは、順調過ぎるほどに勝ち進む。

　時折、ディーラーの様子を見るために、大穴のイーブンに賭けて、当ててくる。

「それでは、どちらに賭けますか？」

「バンカーに50万」

　小山のカジノメダルを賭け、ディーラーがカードを開示していく。

「おおっと、これはプレイヤー側の勝利ですね。それでは、こちらは没ぼつ収しゆうです」

　冗じよう談だんめかしたように言うディーラーは、いよいよクロードを負けさせるために動き始めたと気付く。

　プレイヤー側をわざと調子付かせ、そして、続けての勝負で大負けさせる。

　そして賭けるメダルが無くなったところで、手持ちのお金をメダルに交換させて更さらにイカサマで所持金を巻き上げていくのがイカサマの流れだろう。

　だから、そのイカサマを破るために、クロードが動き始める。

「飲み物を頼たのむ。それとディーラー、もう１ゲームだ」

「では、どちらに賭けますか？」

　貼はり付けたような笑えみを浮かべるディーラーの前で、２００万枚分の全メダルをバンカー側に賭けると共に、俺がクロードに特別に用意した飲み物を差し出す。

「こちら、【輝き腐ふブドウ】を使った特別に香かおり高い一いつ杯ぱいを用意させていただきました」

「それでは、この香りを楽しもう」

　俺の用意した一杯を半分口にしたクロードは、ゲームを再開する。

　そして、ディーラーによってカードが開示され、プレイヤー側のカードの合計数が１大きい。

「これは、また負けてしまいましたね。さぁ、どうします、お金をカジノメダルに交換してゲームを続けますか？」

「いや、待て。ゲームは終わってない」

　クロードは、カードを片付けようとするディーラーの腕うでを摑つかんで制止させる。

　そして、開示されているプレイヤー側のトランプのマークの一部が盛り上がり始め、一つの形に変わる。

「スライム？　凄すごく小さい……それに可愛かわいい」

　トランプのマークがスライムに変わり、ゲームの勝敗が逆転する。

　周囲のマークに擬ぎ態たいすることでトランプの数字を操作していた２匹ひきの極ごく小しようスライムは、クロードの方に惹ひかれるように近づき、俺が用意した飲み物のグラス──クロードがわざと零こぼした液体に集まり、酔よっ払ぱらうようにゆらゆらと揺ゆれている。

「袖そでの内側に極小のスライムを隠かくして、一部のカードの表面に擬態させて絵柄を増やすか、絵柄の一部を覆おおい隠せば、カードの結果は操作可能だな」

「ああ、絵柄の一部を隠すと、数字と絵柄が一いつ致ちしなくなるから最初から数字の書かれていない特注品を使っていたのね」

　マギさんが納なつ得とくしたように呟つぶやき、飲み物の周りを酔っ払ったように回る赤や黒、白色の極小スライムを掌てのひらで優やさしく掬すくい上げる。

「なっ……！　いやはや、お客様。申し訳ありません。スライムレース用に飼育していたスライムたちが私の服に付いていたようです」

　クロードにイカサマを指し摘てきされたディーラーは、驚おどろきはしたがあくまで白を切る。

「逃にげ出したスライムの所為せいで、ゲームの結果が変わってしまったこと、申し訳ありません。結果は、そちらの勝ちですので、賭けたカジノメダルは、倍に増やさせて頂きます。ですが、トランプでのゲームでは問題がありましたので、次は、サイコロのゲームはいかがでしょうか？」

　イカサマを認めず、次のゲームを進めてくるディーラーだが、クロードは首を横に振ふる。

「茶番はもういい。リーリー、ユン、頼む」

　更にゲームを続け、その度たびに一つ一つのイカサマを暴くのがセオリーなのだろうが、そこまで時間を掛けるつもりはない。

「お前たちは、何なんだ!?」

「イカサマディーラー探しの依い頼らいを受けた潜せん入にゆう者かな？　そして、今回用意されていたサイコロやルーレットの球がここにあります！」

「そして、俺が用意したのは、【輝腐ブドウ】から抽ちゆう出しゆつした【誘ゆう引いん香こう】だ」







　水平のテーブルの上にリーリーがサイコロやルーレットの球を広げ、動きが止まったところで、俺は、【輝腐ブドウ】や魅み了りよう系の状態異常バツドステータス薬などを混ぜて作るＭＯＢを誘おびき寄せる【誘引香】を取り出し、瓶びんの蓋ふたを外してテーブルの上に置く。

　すると、テーブルの上で静止していたサイコロとルーレットの球の一部が誘引香の香りに惹かれるように転がり始める。

「内部の重心を偏かたよらせたり、水銀などを使うことで特定のダイス目を出しやすくするのは、古くからあるイカサマダイスの手法だ。中身を確かめさせてもらうぞ。マギ、任せた」

「ええ、見た感じ、この辺りが継つぎ目みたいね」

「ま、待てっ！」

　勝手に動くサイコロとルーレットの球を拾い上げたマギさんは、【彫ちよう金きん】で使う小さな工具で割る。
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　すると、中からトランプの絵柄に擬態したのと同じような極小スライムたちが出てきた。

　そして、全すべての道具のイカサマが露ろ見けんしたことでディーラーが項うな垂だれ、いつの間にかカジノの支配人が彼の後ろに立っていた。

「ディック、あなたが犯人だったのですね」

「支配人！　わ、私は……」

「どうして、このようなことをしたのですか？」

　諭さとすような穏おだやかな口調の支配人に俺たちは、二人の会話に入ることができず、ただ見守ることにした。

「……私は、スライムを使って仕事がしたかった！　最初はこのカジノで働けば、スライムレースの飼育員になれると思った！　だが、既すでに専属の人がいて私が入る隙すきはなかった！」

「だから、カジノに対する復ふく讐しゆうとして、このようなイカサマを……」

「違う！　店側じゃダメなら、お客側からスライムレースに参加するつもりだった！　そのためには、参加の登録料が必要だった。私がお客からイカサマで稼かせいだお金は、スライムレースの登録料でカジノに還かえすつもりだった！」

　そう言って、細目を見開き、自らのスライム愛を語るイカサマディーラーだが、支配人は、静かに首を横に振る。

「ですが、紳しん士しの社交場であるカジノの品位を貶おとしめたことは、決して許されません。あなたは、本日付けでディーラーを辞やめてもらいます」

「……分かりました」

「ですが、その代わりにこのスライムたちを使ったエンターテインメント・ショーをしてみませんか？」

　ディーラーを辞めさせる代わりに別の提案をする支配人に、イカサマディーラーは、ポカンとした表情をしている。

「擬態して、人の指示で動く愛らしいスライムたち。いやはや速さだけを競きそうスライムレースとは違った楽しみが生まれるとは思いませんか？」

　支配人が手を差し伸のべ、膝ひざを突くイカサマディーラーがその手を握にぎり返す。

「イカサマを暴あばく爽そう快かい感かんと後味の悪くない展開でよかったね、ユンっち」

「そうだな。それとディーラーのスライム愛の語りは、予想外過ぎた」

　まさか、イカサマディーラーにそんな背景があったとは、色んな意味で驚きだった。

　そして、マギさんとクロードは──

「私、今回あんまり活かつ躍やくできてなかった……」

「最後に支配人に、美味おいしいところを全部持って行かれた……」

　肩かたを落とすマギさんと不ふ機き嫌げんそうに呟くクロードを俺とリーリーがそれぞれ宥なだめ、ＮＰＣのスタッフたちがこの場を片付ける中、支配人ＮＰＣがクエストの終わりを告げてくる。

「皆みな様さま、ありがとうございました。これでカジノの不正を見つけることができました。これは、そのお礼です」





　──クエスト【イカサマディーラーを探せ】をクリアしました。

　クエスト報ほう酬しゆう：カジノメダル３万枚、銀のクエストチップ各３枚。






　俺たちの近くにドッサリとカジノメダルが入った袋ふくろが運ばれ、期間限定のクエストイベント報酬として、参加したプレイヤーにそれぞれ３枚の銀のクエストチップが配られる。

「依頼の途と中ちゆうで手に入れたカジノメダルやご使用になった衣い装しようは、好きにしても構いません。報酬で用意したメダルは、景品と交こう換かんしてください。もちろん、そのメダルを使って遊んでも構いませんよ」

　そう言って去って行く支配人ＮＰＣを見送り、手元のカジノメダルを見る。

「このメダルってどうすればいいんだ？」

「まぁ、これを元手に更にカジノで増やすか、このままカジノの景品交換所で交換だな」

　カジノメダルの交換レートは１枚＝10Ｇなので、30万Ｇ相当の報酬だが、あまり美味しいクエストではなかった。

「カジノでしか使えないメダルをもらってもなぁ……」

「カジノメダルは、他ほかのカジノと共通だから、こことは別のカジノでも使えるし、景品のラインナップも各カジノで違ちがうぞ」

　クロードが説明する中、リーリーは堪こらえられないようにソワソワしていた。

「ねぇ、僕もう少しカジノで遊びたいな。マギっちも一いつ緒しよに遊ばない？」

「そうね。クエスト中のゲームは負けっ放しだったから、私も勝つわよ！　実は、さっき景品見てきて、欲ほしいものがあったのよね」

　リーリーに誘さそわれてやる気になったマギさんは、リーリーと一緒にカジノに挑いどんでいく。

「俺は、イカサマディーラー相手に４００万枚ほど稼いだからもう良いが、ユンはどうする？」

「俺は、先に景品を見てからやろうかな」

　俺は、クロードに付き添そわれてカジノのメダル景品所を見に行く。

　一番の目玉は、最大７７７万枚で交換できるユニーク武器だ。

　カジノのメダルの購こう入にゆう枚数に上限はないので、７７７０万Ｇあれば買えるが、それでも重い。

「えっと、生産素材とかもあるんだ」

　生産素材などは１万～３万枚。宝石系アイテムが10万～15万枚のメダルで交換できる。

　俺も素材の交換のために、もう少しカジノで遊ぼうかなと思う。

　そして、ふらふらと良さそうなカジノのゲームを探していくと、マギさんとリーリーがとあるゲームをやっている姿を見つけた。

「マギさんとリーリーがやってるのは、スロット？」

「ええ、流石さすがにディーラー相手のゲームでは勝てないけど、スロットなら私も勝てると思って！」

「それに【調教】センスでスライムレースの勝ちを予想できるけど、１ゲーム当たりの時間が長いから」

　マギさんが食い入るように回転するスロットのリールを見つめ、ボタンを押してスロットを止める。

　確かにスライムレースは１ゲームが、順位の賭かけからレース、インターバルと合わせて10分と時間が掛かかる。

　その分、スロットは１ゲーム数十秒の繰くり返しだ。

「スロットかぁ……」

　クエスト中は、イカサマディーラーを探すために見向きもしなかったが、ディーラー不在で遊べるゲームの一つである。

　１ゲーム１００メダル分のコインを投入してリールを回転させ、ボタンを押して絵え柄がらを揃そろえ、出た絵柄の種類に応じてメダルの倍率が変わる。

　大当たりは、ジャックポット──【７７７】の絵柄を揃えたプレイヤーである。

　最初は７７７万メダルから始まり、全スロット台で消費されたメダルが積み立てられて、最大７７７７万枚のメダルを総取りすることができる。

　現在、スロットのジャックポットには、２２４５万枚のメダルが貯ためられていた。

　ただ、このカジノのスロット台の数と積み立てされたメダル数を見て、他の３つのカジノ全てのスロットと共有されているのではないかと思う。

「当たれ、当たれ～」

　マギさんが順調に手持ちのメダルをスロットに投入する中、俺は、ジッとマギさんが回すスロットのリールを見つめる。

「なんとなく、できそうかも……」

　そして、見つめるスロットの回転が【空の目】の能力によって徐じよ々じよに遅おそくなるのを感じる。

（絵柄の順番、回転速度、押すタイミング……）

　ボタンを押す度たびに、リールの回転速度が上がり、目押しでは不可能になる。

　だが、【空の目】でリールの絵柄と押すタイミングを把は握あくした。

　そしてマギさんは、勝ち負けを繰り返しながら、クエストの報酬で手に入れた３万枚のメダルを徐々に減らして、遂ついに全て使い切ってしまう。

「メダルがもうない！　負けて悔くやしいから交換してくるわ」

「もう止やめておけ。マギには絶望的にギャンブルの才能がない」

　クロードにカジノを止められて、珍めずらしく不機嫌そうにするマギさんに俺が話しかける。

「マギさん、俺もその台でスロットをやっていいかな？」

「ユンくんが？　この台、全然当たらないわよ」

　マギさんは、不思議そうにしながらスロット台の場所を譲ゆずってくれる。

　そして、１００メダル分のコインを投入して、回り始めるスロット。

　最初の一つ目は、普ふ通つうに目押しで『７』の絵柄を揃える。

　続いて加速するリールを【空の目】で見つめ、動きが遅くなる中で、ボタンを押して、２つめの『７』を揃える。

「おおっ？」

　マギさんが感かん嘆たんの声を上げ、クロードの視線が肩かた越ごしにスロットの結果を見つめる中、俺は一度目を閉じて深く深呼吸する。

　そして、目を開き【空の目】を集中して限界まで遅く感じる世界の中で、最後のボタンを押す。

　──ジャララララン、と言う激しい効果音と共にスロット台から大量のメダルが吐はき出されていき、そして台から零こぼれて光の粒りゆう子しとなって消えていく。

「うぇっ!?　えっ、ちょっ！　ユンくん、凄すごい！　大当たりじゃん！」

　メダルが零れ落ちて消える度に、メニューのメダル数が勢いよくカウントされていく。

　隣となりのスロット台で回していたリーリーや後ろから見ていたクロードは、驚おどろきの表情で俺を見み詰つめながら尋たずねてくる。

「ユン、お前。なにかセンスを使ったのか？」

「ああ、【空の目】で目押ししたんだ」

「噓うそ！　凄いじゃん！　それじゃあ、スロットは百発百中じゃない！」

　さっきまで負けが続いていたマギさんは、自分のことのように喜んでくれる。

「これもマギさんのお陰かげですよ」

「私のお陰？」

「マギさんがスロットを回す後ろからリールの回転速度やボタンを押すタイミング、絵柄の順番とか確かく認にんできましたから」

　俺がそう答えるとマギさんは、なんだか恥はずかしそうに頰ほおを搔かく。

「そんなことないよ。私はただ負け続けただけだから」

「だが、人柱としてはマギはいい働きをしてくれた。クエストの時もマギが無策にもルーレットに挑むから俺がディーラーの癖くせを見て、勝つことができた」

「って、クロード！　私をそんなことに使ってたの!?」

　マギさんは、今いま更さらながらに知る事実にクロードの胸むな倉ぐらを摑つかんで揺ゆさぶり、俺とリーリーは、クロードに半目を向ける。

　そして、クロードを離はなして少しふて腐くされたマギさんを俺とリーリーが宥める中、クロードがスロット台から排はい出しゆつされ続けるメダルを見る。

「惜おしいな。カジノメダルをＧにも交換できれば、２億Ｇ相当だったのに」

「もしそうだったら、センスで勝率を上げられるカジノが原因でＯＳＯのゲーム内経済がインフレになるぞ」

　俺がクロードの呟つぶやきにジト目で答えると、分かっていると肩を竦すくめられる。

「ねぇ、ユンっち、このメダルどうする？　全部、景品と交換する？」

「うーん。そうだな……」

　リーリーは、俺がどんな風にカジノメダルを使うのか、期待するように見つめてくる。

　正直、カジノの景品の交換ラインナップで欲しい物は、宝石系の素材や鉱石、植物の苗なえ木ぎ、食材系アイテムなどだ。

　だが、それを選んだとしてもメダルは余りあるから──

「マギさんのお陰でジャックポットを当てられたし、クロードがカジノに誘ってくれなかったらそもそもここに来なかっただろうから、みんなで欲しいもの交換しようか」

　俺一人では使い切れないほどのメダルだが、四人でなら使い切れるはずだ。

「ユンくん、いいの!?　実はレシピ本の【ガンズワークス・マニュアル】が気になってたのよね！　それと鉱石と宝石とかもお願い！」

「ふむ、では遠えん慮りよ無く。俺は、毛皮と生き地じの素材を頼たのもうか」

「ユンっち、いいの？　なら僕は、木材系の素材と木材の苗木がいいな！」

　この北の町を中心に扱あつかわれている素材などを交換していく。

　俺がカジノメダルで好きに交換していいと言っても、誰だれも一番の目玉のユニーク武器を選ばず、自分の得意な生産分野の素材を選ぶのは、流石生産職と苦く笑しようを浮うかべる。

　マギさんがスロットを回して観察できたお礼でもあるが、本当は、クロードとリーリーに安く装備を強化して貰もらったお礼の意味合いもある。

　ただ、それを言うと野暮なので、自分の胸の内に秘めておくことにする。

「ユンくん、ありがとう！　このレシピ本を見て、銃じゆうに挑ちよう戦せんしてみるわ！　その時には、ユンくんには銃じゆう弾だんの研究も手伝って欲しいな」

　マギさんは、素材系アイテムの他に【銃】系武器と銃弾のレシピが纏まとめられた【ガンズワークス・マニュアル】というレシピ本をカジノメダル３００万枚で交こう換かんした。

　レシピ本を嬉うれしそうに胸に抱だくマギさんから銃と銃弾の研究に誘われ、俺も同じレシピ本を交換した。

「分かりました。俺も銃弾の改良はしてみたいと思います。まぁ、ちょっと複雑な気持ちはありますけど……」

　銃弾の作成には【合成】センスが使われるし、俺も銃弾の改良をしたい、という好こう奇き心しんでマギさんの誘いを引き受ける。

　こうして北の町のカジノクエストを無事に終えることができた。








五章　銃と銃弾









　北の町のカジノクエストを終えた俺たちは、カジノで交換した景品アイテムの素材やガルーダ・ドラゴンの素材を使って、それぞれの生産活動に没ぼつ頭とうしていた。

「マギさんが銃を作るって言うし、銃弾作りは、俺が頑がん張ばるかな」

　俺も【アトリエール】でマギさんも交換した【ガンズワークス・マニュアル】というレシピ本を片手に銃弾を作っていた。

【アトリエール】の工こう房ぼう部には、【合成】センスで使う合成陣じんと各種、弾薬の素材となるアイテムが揃っている。

「えっと、銃弾は、弾頭と火薬と薬やつ莢きようの三つのアイテムで合成して作るのか」

　弾頭は金属系素材、火薬は燃焼系素材、薬莢は、ＮＰＣの店にも売っている中間素材だ。

　俺は、レシピ本を読みながら、一つずつ銃弾作成の手順を確認していく。

「とりあえず、中間素材の薬莢からだな。必要素材は、【雷かみなり石いしの欠片かけら】と鉄インゴットから作れるのか」

　新規追加アイテムの【雷石の欠片】と鉄のインゴットを合成することで、【空の薬莢（小）】を20個作り出すことができた。

「【空の薬莢】に火薬となる【黒こく爆ばく石せき】の粉末と弾頭になる金属インゴットを──《合成》！」

　作成した薬莢20個と黒爆石の粉末５個、銅インゴット１つをレシピ通りに合成することで銃弾を作ることができた。





　銅の銃弾・小【消しよう耗もう品】

　ＡＴＫ＋６






「店売りの銃弾に比べたら、攻こう撃げき力が高いのは、使っている金属の差なんだろうな」

　店売りの銃弾は、鉛なまりの銃弾となっているので、弾頭の金属を替かえることで、銃弾の攻撃力が上がるのだろう。

　今度は、弾頭と火薬の素材を更さらに上位の物に替えて、幾いくつかのパターンで検証する。

「弾頭は、黒こく鉄てつと鉄、銅のインゴットで作るパターン。火薬は、黒爆石と火薬粘ねん土ど、魔ま法ほう薬の【溶熱粉マグマパウダー】で作るパターンで試ためしてみるか」

　早さつ速そく、【合成】センスで複数パターンの銃弾を作る。

　その結果、幾つかの銃弾作成の法則が分かった。

「弾頭の金属を替えれば、銃弾の威い力りよくは上がるけど、火薬を替えても威力が上がる」

　黒鉄と鉄製の弾頭は、銅インゴットよりも銃弾の攻撃力が高く、それを打ち出す火薬は、火薬粘土にすることで更に攻撃力を高める。





　黒鉄の銃弾・小【消耗品】

　ＡＴＫ＋９






　これが俺が作った現状の最強威力の銃弾だが、際限なく威力が上がるわけではない。

「【溶熱粉マグマパウダー】を合成した銃弾は、全部のパターンで失敗したけど、何が問題だ？」
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【魔ま弓きゆうＬｖ38】【空の目Ｌｖ41】【看破Ｌｖ48】【剛ごう力りきＬｖ14】【俊しゆん足そくＬｖ40】【魔道Ｌｖ45】

【大地属性才能Ｌｖ30】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ20】【調薬師Ｌｖ33】【錬れん成せいＬｖ14】【調教師Ｌｖ４】

【料理人Ｌｖ24】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ45】【装そう飾しよく師しＬｖ13】【泳ぎＬｖ25】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】

【生産職の心得Ｌｖ37】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ15】【念動Ｌｖ20】

【急所の心得Ｌｖ16】【先制の心得Ｌｖ18】【潜せん伏ぷくＬｖ10】【釣つりＬｖ10】【栽さい培ばいＬｖ２】

【炎えん熱ねつ耐たい性せいＬｖ１】【寒冷耐性Ｌｖ１】








　センスステータスを確認しても【錬金】と【合成】の複合センスである【錬成】センスのレベルやステータスが足りないとは思わない。

「この場合は、レシピ自体に問題あるんだよなぁ……」

　そもそも銃弾作成で何が原因で失敗するのか、考えてレシピ本を捲めくれば、そこに答えが書かれていた。

「あっ、あった。──『銃弾の製造では、薬莢に詰つめる火薬の威力と量を注意すべし、火薬が強すぎれば暴発する。それでも強い銃弾が欲ほしければ、薬莢を強化すべし』……なるほど」

　俺が試したのは、店売りの薬莢と同じ薬莢を使った合成だった。

[image: ]

　多分、【雷石の欠片】と鉄インゴットで作る薬莢では、火薬の威力に耐たえられないために、合成で失敗したのだろう。

「そうなると、更に強度が高い金属って言うと、黒鉄か属性金属、アダマンタイトになるかなぁ……」

　銃弾の製造コストの計算などは後にして、色々と作ってみることにした。

「まずは、【雷石の欠片】と黒鉄のインゴットを──《合成》」

　レシピ本のアドバイスに従い合成した結果、黒鉄の薬莢を作り出すことができた。

　更に、その黒鉄の薬莢を《溶熱粉マグマパウダー》と黒鉄のインゴットで合成することで、今まで失敗していた魔法薬による銃弾の合成が成功した。





　黒鉄の銃弾・小【消耗品】

　ＡＴＫ＋10　追加効果：火属性ボーナス（極小）






「あっ、火属性の追加効果が付いた」

　火属性の魔法薬を火薬として利用した結果、打ち出される銃弾に属性ダメージが付ふ与よされたようだ。

「これは、ちょっと面おも白しろいことができるかな？」

　その後、弾頭、火薬、薬莢の３パーツを様々な素材で合成パターンを調べた結果、以下のことが分かった。





・弾頭に属性金属を使用することで属性ボーナスが得られる。

・火薬に属性の魔法薬を使用することで属性ボーナスが得られる。

・弾頭と火薬の属性ボーナスは同属性では重複する。

・火薬の威力が高すぎて薬莢が耐えられないと判定された時、合成が自動失敗する。

・薬莢は、属性金属を利用しても銃弾の攻撃性能に影えい響きようを及およぼさない。






　以上の条件を元に何種類かの銃弾を作り上げることができた。





　アダマンタイトの銃じゆう弾だん・小【消耗品】

　ＡＴＫ＋15







　ミスリルの銃弾・小【消耗品】

　ＡＴＫ＋８　追加効果：アンデッド特とつ攻こう（小）







　レッドライトの銃弾・小【消耗品】

　ＡＴＫ＋12　追加効果：火属性ボーナス（小）






　こんな感じで３種類の銃弾ができた。

　アダマンタイトの銃弾は、アダマンタイトインゴットと無属性の魔法薬を火薬として使った物理特化弾だ。

　ミスリルの銃弾は、ミスリルインゴットと光属性の魔法薬を火薬として使った対アンデッド系ＭＯＢ特とつ攻こう弾だん。

　三つ目のレッドライトの銃弾は、属性金属を弾頭に使い、更に同属性の魔法薬を火薬として使った属性特化弾だ。

「基本は、この三種が実用的かなぁ……それにしても弓に使う矢より消費アイテムの攻撃力が高い……」

　俺は、弓系センスとの違ちがいに、唇くちびるを尖とがらせながら唸うなる。

　そして最後に俺は、完成した【アダマンタイトの銃弾】を一つ手に取る。

「《技能付加》──【ボム】……ダメか」

　同じアイテム消費型のセンスである【弓】センスで使っている総金属製の矢には、【付加】センスで魔法をエンチャントすることができた。

　なので、同じ消費型アイテムの銃弾にもエンチャントできないか試したが、小サイズの銃弾ではダメなようだ。

「やるとしたらもっとサイズの大きいマグナム弾や散弾、ライフル弾の三種かなぁ」

　レシピ本に書かれている銃弾の種類を見ながら呟つぶやく。

【雷石の欠片】１個とインゴット１個で小サイズの薬莢が20個できる。

　マグナム弾や散弾、ライフル弾などの薬莢は、中サイズに分類され、同じ素材で５個の薬莢が作れる。

　更に上の大サイズでは、同じ素材で薬莢が１個しか作れないので、銃弾のサイズが大きくなるほどに、一発のコストも高くなる。

「まぁ、素材は共通しているから一通りの銃弾は作れるかな？　うーん、よし休きゆう憩けいするか」

　俺は、一通りの銃弾の合成結果をノートに纏まとめて背せ伸のびをする。

　休憩のために【アトリエール】の店てん舗ぽ部に移動した俺は、リゥイとザクロにせがまれてブラッシングをしていると、リーリーがやってきた。

「ユンっち、こんにちは。ようやくユンっちの弓の強化が終わったから持ってきたよ！」

「リーリー、ありがとう！」

　ガルーダ・ドラゴンやカジノの景品素材が手に入ったことで、当初の予定よりももう一段階アップグレードしてくれたようだ。

　俺は、リーリーが取り出した【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】を受け取り、ステータスを確かく認にんする。





　黒乙女の長弓【装備】

　ＡＴＫ＋１２０

　追加効果：ＡＴＫボーナス、ＡＴＫ付加、射撃強化（中）、刺し突とつ強化（中）、会心（小）






【ヴォルフ司令官の長弓】が多段系アーツの強化に重点を置いて作られたのに対して、【黒乙女の長弓】は、正当な一撃特化寄りに強化されていた。

　また、名工ＮＰＣが作る武器に時折付与されている【会心（小）】が付いている。

　これは、クリティカル確率の上じよう昇しよう効果と弱点部位に攻撃した時のダメージ増加効果を持つ複合的な追加効果である。

「リーリー、本当にありがとう」

「もう、ユンっち。お礼は一度でいいよ！　それよりマギっちの所に行かない？　マギっちがどんな銃を作るのか楽しみなんだ！」

「そうだな。俺もちょうど銃弾の生産方法とか確認したから、マギさんの所に行こうか」

　俺は、リゥイとザクロを連れてリーリーと一いつ緒しよにマギさんのお店【オープン・セサミ】に向かう。

「こんにちは、ルフ。マギさんは今居るかな？」

【オープン・セサミ】の奥から金属を加工する音が聞こえ、店番をしていたカラクリ魔導人形のルフに話しかける。

『いらっしゃいませ、ユン様、リーリー様。マスターは、奥の工こう房ぼうで現在作業中です、もうしばらくお待ちください』

「俺たちがマギさんの様子を見に来たことを伝えてくれるかな？」

『畏かしこまりました。マスターにユン様とリーリー様がお持ちしていることをお伝えします』

　そう言って、俺とリーリーが店舗で待ち、ルフが奥の工房へマギさんを呼びに行く。

　俺は、壁かべやショーケースに飾かざられた武器やアクセサリーを眺ながめ、リーリーは、店舗のひんやりとした石いし畳だたみの上で寝ね転ころがっているマギさんのパートナーのリクールを撫なでていた。

「この辺が気持ちいいの？　それじゃあ、もっとやってあげるね」

『くぅ～ん』

　わしゃわしゃと痒かゆいところを搔かいて貰もらって気持ち良さそうにするリクール。

　そして、その様子に自分たちもと期待の籠こもった視線を向けてくるリゥイとザクロに苦く笑しようを浮うかべて、その背中や首筋を撫でる。

　しばらく待つと、工房の奥からこちらに来る足音が聞こえて、俺とリーリーが顔を上げる。

「ユンくん、リーリー、いらっしゃい！　遂ついにできたわよ、銃が！」

「ちょ、マギさん！　服、服！」

　さっきまで炉ろの前で作業していたのか、作業で着ていた薄うす手でのシャツが汗あせで若じやつ干かん透すけている。

　俺は、慌あわててリーリーの目を隠かくして、俺も顔を背そむける。

『マスター。そのような格好では、ユン様方に失礼ですよ』

「あはははっ、ごめんね。ちょっと身み支じ度たく整えてくるね」

　無防備なマギさんの様子に不意打ちを受けて、ドキドキする俺は、深呼吸を繰くり返して落ち着き、リーリーの視界を塞ふさいでいた手を外す。

「ねぇ、ユンっち。どうしたの？　なんで目め隠かくししたの？」

　リーリーは、リクールの方を見ていたために、リーリーがマギさんを見るよりも早くに目隠しすることができたようだ。

「ごめんね、二人とも待たせて。それとやっと満足のいく銃ができたのよ！」

　しばらくして、ちゃんと身み嗜だしなみを整えたマギさんが戻もどってきて、カウンターの上に完成した銃を置く。

「【言語学】のあるクロードに翻訳してもらったカジノのレシピ本を参考に作った銃よ。とりあえず、銃身二種類と発射機構だけだけどね」

　二種類の銃身は、黒色をした短い銃身と鉄色をしたスコープが付いた長めの銃身である。

　それぞれ黒い銃身がショットガン用、鉄色の長い銃身がライフル用の銃身らしい。

　そして、その銃身と発射機構、持ち手のグリップや衝しよう撃げきを受け止める銃じゆう床しようなどの木工部品を組み合わせることで銃が完成するらしい。

「できあがったら、リーリーにグリップや銃床とかの木工部品を頼たのもうかと思っていたからちょうど良かったわ」

「そうだったんだ。マギっち、設計図ってある？」

「ちゃんと設計図は用意してあるわよ！」

　そう言うマギさんは、この銃に合わせた木工部品の設計図を取り出し、リーリーがそれを確認する。

「なるほど。寒帯エリアの木々が良さそうだね。それに体に当たる面には、孤こ島とうエリアで見つけた対たい衝しよう樹じゆ液えき板ばんを貼はり付けようか。反動ダメージを軽減できると思うよ」

　そうして、俺の目の前でマギさんとリーリーが銃の概がい要ようを決めていく。

「木工部品はすぐに作れるから完成した後は、僕の【個人フィールド】で試射すればいいと思うよ」

「それならリーリーが部品を作ってる間に、俺が銃弾を作りますよ」

「リーリー、ユンくん、ありがとう。どれくらいの距きよ離りでダメージが変わるのか、とか銃弾での使用感とか試したかったのよね」

　マギさんが言うには、ＮＰＣ産の銃では弱すぎるために、イマイチ使えるか分かり辛づらかったそうだ。

「それじゃあ、行こうか！」

　リーリーの案内で【リーリーの木工店】までやってきた俺たちは、店の裏手の扉とびらから個人フィールドの平原に移動する。




　　　　●




　リーリーが持つ【個人フィールド】は、平原タイプのフィールドであり、そこに木工素材を確保するための植林場と船などを組み立てる造船所の建物が見える。

「ついこの間まで、シチフクくんたちの船や【生産ギルド】の運うん搬ぱん船とか作ってたのよね」

「船を作る予定はないから、今は、攻こう城じよう兵器とか趣しゆ味みで作ってるんだよ」

　現在の造船所の内部は、多種多様な木材の保管に使われる他ほか、リーリーが趣味で作っている投石機やバリスタなどの攻城兵器が置かれていた。

「それじゃあ僕は、銃のストックや銃床に使う木材を取ってくるから待っててね」

　リーリーは、植林場の方に駆かけ出し、この平原に植えた樹木の中から銃のストックや銃床に適した木材を伐ばつ採さいしにいく。

　そして、植林場の管理や攻城兵器の運搬と試射の操作も担になえる高性能な合成ＭＯＢのゴーレムたちがリーリーの伐採した木を担かついで、造船所に戻ってくる。

「はぁ、すごいなぁ……」

「えへへっ、エミリっちに用意してもらったんだ！」

　運搬船をこの造船所で作り、そのエンジンとして【素材屋】のエミリさんの合成ＭＯＢを利用していた。

　その時の縁えんで、植林場の管理や攻城兵器も扱あつかえる高性能な合成ＭＯＢを作って貰ったようだ。

　そんなリーリーやゴーレムたちを見送り、俺も負けていられないと思い、早さつ速そく銃じゆう弾だん作成に取り掛かかる。

「さて、俺の方も銃弾を作るかな。マギさんの銃で使うのは、散弾とライフル弾でいいんですよね」

「ええ、そうよ。できたら、標準的な銃弾を１００発ずつお願いできるかな？」

「それじゃあ、鉄の弾頭に、火薬は黒こく爆ばく石せきで作りますね」

　俺は、インベントリから【合成】に使う合成陣じんや生産素材を取り出して、造船所前のテーブルの上で合成していく。

　そして、リーリーも先さき程ほど伐採した木を加工した木材を抱かかえて戻ってくる。

「これがカジノの景品で交こう換かんした北方の木材だよ。マギっち、銃を貸して貰える？」

「はい、これよ」

　リーリーは、マギさんから銃の発射機構を受け取り、設計図と合わせて、木工部品を作り上げていく。

　一方で、久しぶりに広い平原フィールドに来たリゥイとリクールが平原を駆け出し、造船所の屋根に止まっていたリーリーのネシアスがそんな２匹ひきを追い掛けるように飛んでいる。

　直線的な足の速さではリゥイが一番で、力強く走る姿はマギさんのリクール。空を優ゆう雅がに飛ぶ美しさはリーリーのネシアスが目を引く。

　一年前のキャンプイベントで仲間にした使し役えきＭＯＢたちの成長した姿を俺とマギさんは微笑ほほえましげに見み詰つめ、リーリーも一度作業の手を止めて眺める。

『きゅぅ～』

　そして、成せい獣じゆう化して尻しつ尾ぽが２本から３本に増えたザクロは、体の大きさがあまり変わらず、全力で走るリゥイたちに付いて行けずにトボトボと俺の所に戻ってくる。

「あははっ、ザクロは、あんまり変わらないから仕方がないよ」

　俺は、苦笑いを浮かべて、そんなザクロを抱え上げて膝ひざに乗せて撫でる。

　気持ち良さそうに膝の上で丸くなるザクロの姿に、マギさんとリーリーもほっこりしつつ、木工部品を仕上げていく。

　そして、程なくしてマギさんがリーリーに頼んだ木工部品が完成した。

「マギっち、銃の木工部品ができたよ」

「リーリー、ありがとう！　それじゃあ、早速組み立てちゃおうか！」

　マギさんは、すぐさまリーリーから木工部品のストックと銃床を受け取り、銃を組み立て始め、完成させる。

「よし、できた、これが私の初めての銃よ！　ユンくん、リーリー、どうかしら？」





　ピーシーズ（ショットガン）【武器】

　ＡＴＫ＋75

　追加効果：ＡＴＫボーナス、射撃強化（中）、命中強化（小）






　ピーシーズと名付けられた銃に肩かた掛かけのための革かわのスリングベルトを取り付けて、背負ってみせる。

「マギさん、カッコイイですよ」

「凄すごく似合ってるよ、マギっち！」

　俺とリーリーが手放しでマギさんを褒ほめると、少し気き恥はずかしそうにはにかむ。

「それじゃあ、あっちの方に試射場があるから試ためすといいよ！」

　そして、リーリーが案内するのは、投石機やバリスタなどの攻城兵器を使うために用意された広場だ。

　平原の地面には25メートル間かん隔かくで白い横線が引かれており、その向こう側にはプレイヤーが与あたえたダメージを計測する真っ黒なモノリス──海かい賊ぞく王の秘宝【モノリス・カリキュレーター】が立っていた。

「さぁ、マギっち、あれを狙ねらっていいよ」

「じゃあ、行ってくるわ。ユンくん、記録お願いできる？」

「分かりました」

　マギさんは、最初はショットガンの方から検証するらしく、レバーを引いて、俺が作った銃弾を詰つめていく。

　最大装弾数は、３発のようで使用する銃弾は、散弾らしい。

　発射と共に薬やつ莢きように詰められた小さな玉が飛び出し、広い範はん囲いを襲おそう面攻撃的な性質がある。

　そして最初は、25メートルの距離から散弾を撃うち込み、モノリスに表示されたダメージを俺がノートに記録する。

　マギさんは、両手で構えて10発撃ち、次は片手撃ちに切り替かえ、今度は距離を伸のばして、再び両手撃ちというようにショットガンという武器の使い心ごこ地ちを試していく。

「リアルの銃だと、耳当てが必要だって言うけど、意外とそこまでうるさくはないんだな」

「そうだね。それに片手撃ちなんてリアルだとできないけど、できるのはゲームならではだよね」

　俺とリーリーは、そう話しながら、腹に響ひびくショットガンの銃声音を聞いている。

　平原を駆け回っていたリゥイやリクール、ネシアスも試射場の銃声音に驚おどろいたようだが、魔ま法ほうや敵ＭＯＢからの咆ほう哮こうに慣れているのか、パニックを起こさずに足を止めて、音の発生源のマギさんを見詰めている。

　唯ゆい一いつザクロだけが銃声音に驚いて、俺の体に【憑ひよう依い】して逃にげ込む。

　その結果、ザクロに憑依された俺の頭から生える狐きつね耳みみがぺたんと伏ふせられ、三さん尾びの尻尾が体に巻き付いてくる。

　その間にもマギさんは、銃の試射を続け、モノリスから１００メートル離はなれたところから放たれた銃弾のダメージが目に見えて減り、そこで検証を止めて戻ってくる。

「ユンくん、ショットガンの射撃ダメージってどんな感じかな？」

「こんな感じですよ」

　俺は、距離や打ち方ごとのダメージの記録をマギさんに見せる。

「なるほど、有効射程は、50メートルくらいまでね。それより距離が離れるとダメージが減げん衰すいしていくのか。それで逆に近すぎてもダメージが増えることはないのね」

　それに固定ダメージ系の武器であるために、ダメージのブレ幅はばはあまり大きくない。

「マギっち、使い勝手はどうなの？」

「そうね。撃つ時に反動があるけど、その反動が銃を撃ってる感じがして楽しいかな。あと、片手撃ちをすると少し狙いがブレる気がするから多分、命中率が低下しているのかもね」

　ただ、無数の小さな玉を打ち出す散弾は、多少狙いがブレても当てやすいようだ。

「じゃあ、次は、ライフルを試してみるわ」

　今度は、黒い銃身からスコープ付きの長めの銃身に切り替え、銃弾もライフル弾に替える。





　ピーシーズ（ライフル）【武器】

　ＡＴＫ＋95　ＤＥＸ＋10

　追加効果：ＡＴＫボーナス、射撃強化（中）、命中強化（小）






　銃身を替えることで銃の種類と方向性が変わるカスタマイズ性があるのか、と感心しながら、マギさんによるライフルの試射が行われていく。

　先程と同じ25メートルの間隔から10発ずつ撃ち、そのダメージを記録する。

　またショットガンと同じようにライフルの片手撃ちにも挑ちよう戦せんしたマギさんだったが、銃身が長く、強力な一発の銃弾を撃ち込む性質上、僅わずかなブレが大きく狙いを逸そらす結果となり、的であるモノリスに当たらなかった。

　そのために、ライフルでの片手撃ちを止やめて、両手撃ちで試射を続けていく。

　その結果──

「ふぅ、なるほどね。ライフルは、２００メートル以上でもダメージ減衰はないのね。ただ、片手撃ちだと反動のブレが大きくて命中率が大幅に下がる、と」

　実際に、ショットガンとライフルの二種類の銃の試射を終えたマギさんは、休きゆう憩けいのために椅い子すに座り、俺が用意したお茶を飲みながら、試射の記録に目を通す。

「マギさん、何か分かりましたか？」

　俺が飲み終わったカップにお代わりのお茶を注つぎ、マギさんに尋たずねる。

「ショットガンとライフルを使って思ったのは、確かに固定ダメージ系の武器としては、威い力りよくは高いけど、思ったほどダメージは出なかったかなぁ」

「そうなの？　僕は十分だと思うよ」

　リーリーも機械弓などの固定ダメージ系の武器を作れるために、十分だと思っているようだが、マギさんは首を横に振ふる。

「私の場合、普ふ通つうに斧おのや槍やりを投とう擲てきした方が効率いいから」

「「あー、なるほど」」

　マギさんの身も蓋ふたもない感想に俺とリーリーは、納なつ得とくしてしまう。

「ただ、今回の試射で使ったのは、ユンくんが【合成】で作った普通の銃弾だからね。もっと威力の高い銃弾を使えば、更さらにダメージも上がると思うけど……できる？」

「もちろんですよ。必要な素材は、こんな感じですかね」

　俺は、アダマンタイト弾とミスリル弾、属性特とつ攻こう弾だんの三種類に必要な素材を書き出して見せれば、マギさんとリーリーが困ったような笑みを浮うかべる。

「作るのは無理じゃ無いけど、威力の高い銃弾を作るには結構コストが重いわね」

　特に高威力の銃弾作成の問題点は、インゴットの確保と火薬代わりになる高威力な魔法薬だ。

　どちらも作り手が多くないために、素材の値段ではなく需じゆ要よう面で確保が難しい。

「うーん、ユンくん。銃弾に使う火薬って別のやつで代用できるかな？」

「銃弾に属性効果を付ふ与よしないなら、魔法薬じゃなくても代用できますよ」

「それじゃあ、これなんてどうかな？」

　そう言うマギさんは、クロードが翻訳した【ガンズワークス・マニュアル】を取り出して、とあるページを広げる。

　俺は、オリジナルのレシピ本を取り出して見比べる。

「あー、こんな所に火薬のレシピがあったんだ。銃じゆう弾だん作りを優先していて見落としてた」

　ちょうどショットガンやライフルなどの銃が描えがかれたページのコラムのように、火薬のレシピが書かれていた。

「えっと素材は──黒こく爆ばく石せき、積層炭に【火山地帯の炎えん熱ねつ油】と強酸性ゼリーと蛙かえるの胃い袋ぶくろを混ぜるのか」

　黒爆石と強酸性ゼリー、蛙の胃袋は、火薬粘ねん土どに使われる素材なので、その発展系レシピとも言える。

　五種類の素材を使った火薬のレシピは、【調合】もしくは、【合成】センスで作ることができるらしく、その場で作成する。

「いくよ。──《合成》！」

　五種類の素材を使った五種合成では、手持ちの合成キットでは作れない。

　なので段階を踏ふんで、強酸性ゼリーと蛙の胃袋でダメージポーションを作り、更に黒爆石を合成して、火薬粘土を作る。

　そこに火薬粘土と積層炭、【火山地帯の炎熱油】の三種合成をすることで完成となる。

「発射薬……完成っと。それじゃあ、これで試してみますか」

「そうね。それと更にその発射薬を改良できないか色々と試しましょう」

　高威力の銃弾作りは、弾頭を打ち出す火薬の作成に移り変わり、三人で喜々として色々な素材との合成を試していく。

「ユンくん、溶よう融ゆう石も合成に加えてみようよ」

「ユンっち、積層炭よりもこの木材で作った炭を代用してみない？」

　マギさんが溶融石を、リーリーは、良質な木炭を用意する。

「それと、魔法薬も火薬代わりになったんなら、それも合成素材に加えるのはどうかな？」

　マギさんの提案に俺は、顎あごに手を当てて考える。

「【発射薬】に合成すると失敗で訳が分からない物になるから、銃弾を作る時に四種合成で作れば、魔法薬の属性ボーナスの特性も加えられるかな」

　火薬である【発射薬】をベースに三人で色々な素材を持ち寄り、合成した結果、より強力な火薬とそれを使って合成で作った銃弾を作ることができた。





　発射薬・改【消しよう耗もう品】
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【発射薬】に【溶融石】と上質な炭の粉末を合成に使うことで【発射薬・改】という上位の高威力火薬ができあがった。

　また、弾頭の金属インゴットと火薬の【発射薬・改】、属性ダメージの魔法薬、空の薬莢を四種合成することで、高威力の火薬を利用しつつ、属性ダメージも付与することができた。

「さぁ、新しい銃弾で試射してみるわ」

　マギさんは、弾頭三種と火薬四種の組み合わせの銃弾の試射を行い、銃弾の性能検証を行い、俺とリーリーは、モノリスに表示されるダメージの記録を取っていく。




　　　　●




　一通りの銃弾の試射が終わったマギさんは、ダメージの記録を見る。

「うーん。やっぱり常用するなら、鉄の弾頭と【発射薬】の組み合わせが一番かなぁ」

「そうなの？　僕が見た感じだと、他ほかの特とく殊しゆ弾だんも結構いいダメージ出していると思うんだけど、マギっち的にダメだった？」

「コスパ的に、特殊弾は常用に向かないのよね」

「あー、大事だよね。コスパ……」

　マギさんとリーリーは、試射した体感と記録から日常的に使う銃弾の種類に関して話し合いをする一方、俺はコスト度外視で特殊弾の使用感を尋ねる。

「コスパ的には、鉄の弾頭一択たくか。じゃあ、特殊弾はどう感じました？」

「ミスリル弾のダメージは、鉄の銃弾と変わらないから常用はなしかなぁ。でも、対アンデッド用の特殊弾としてはありね。属性特化弾は、【発射薬】と魔法薬の組み合わせがいいと思うわ。アダマンタイトは、弾頭が重いから【発射薬】だと狙ねらいが下にズレるわ。【発射薬・改】なら真まっ直すぐに飛ぶけど、今度は、私への反動ダメージが出ちゃったのよね」

　一息に特殊弾についての感想を口にするマギさんに、俺は貴重な意見が聞けたとノートに書き留める。

「うーん。そうなると鉄とミスリルは【発射薬】、属性特化弾は【発射薬】と魔法薬の複合、アダマンタイトは【発射薬・改】かぁ……」

　一通りの銃弾を作って試射したが、最終的には、鉄の弾頭と【発射薬】の組み合わせが一番コストパフォーマンス的に優すぐれていることが分かった。

「こう見ると、状じよう況きように応じて、色んな銃弾を使い分けられるのは、銃の強みだよね」

「そうね。他にも火薬や弾頭の組み合わせで色んな特殊弾とか作れそうよね」

　マギさんとリーリーが銃弾の検証結果を楽しそうに見み詰つめる中、俺は複雑な気持ちでそれを見ていた。

「むぅ、攻こう撃げき性能もこうして見ると結構高いし、悔くやしいかも」

　銃の種類と銃弾の性能によっては、非常に強力な武器になる。

　また、【銃】センスのダメージ補正やアーツが加われば、更に強力な攻撃が放てるだろう。

「まぁまぁ、ユン君の弓矢だって、状態異常バツドステータス薬を合成した毒矢とかのバリエーションがあるでしょ」

「一周年アップデートで敵ＭＯＢの状態異常バツドステータス耐たい性せいが下げられたんだし、上手うまく弓矢と銃弾の差別化ができてると思うよ」

　俺は、マギさんとリーリーに慰なぐさめられ、話題を変えるように話を振られる。

「そう言えば、銃の試射に使った銃弾の素材は、ユン君の持ち出しが多いよね。後で使った分の素材を纏まとめてくれる？　ちゃんと清算したいから」

「別にいいですよ。こうして試射したから銃弾のレシピが完成したんですから」

　俺は、マギさんは律りち儀ぎだなぁと思いながら苦く笑しようを浮かべる。

　そして、俺とマギさんのやり取りを聞いていたリーリーは、考え込むような仕草をしながら俺に聞いてくる。

「ユンっちは、銃弾のレシピが完成したけど、【アトリエール】でも売るの？」

「個人的には、お店の商品棚だなには並べたくないかなぁ。主に店の雰ふん囲い気き的に」

　俺がそう答えると、ユンっちらしいね、とリーリーに微笑ほほえまれる。

「それじゃあ、ポーションと同じように【オープン・セサミ】に委い託たく販はん売ばいする？」

「あっ、いいですね。これから銃も作って売るなら、必要ですよね」

　マギさんの提案に、俺は賛成しながら話が盛り上がる。

　まずは、マギさんのお店で委託販売する銃弾は、最初はスタンダードな鉄の銃弾だけにしようと話が決まった。

「それじゃあ、委託販売用の素材を買いに露ろ店てんに行く？　ついでに、さっきの試射で使った分の素材も補ほ充じゆうしない？」

「分かりました。それじゃあ、試射の素材も受け取ります。その分、きっちりと委託用の銃弾も作りますよ！」

　そうして俺たちは、リゥイたち使し役えきＭＯＢも連れて、露店に銃弾の素材を買いに出かける。

　その際、色々な素材を見てインスピレーションが刺し激げきされたのか、マギさんとリーリーから銃弾に組み込めないか相談を受ける。

「ねぇねぇ、ユン君。フレアガンみたいな銃弾とかって作れるの？　頭上に撃うつと光を放つやつ」

「うーん。どうだろう。弾頭を金属じゃなくて火薬玉みたいなのを使えば、できるかな？　ただ攻撃力は低いと思いますよ」

「じゃあ、ユンっち。非殺傷系の銃弾は？　例えば煙えん幕まく弾だんとかあると便利かも」

「それだったら、さっき言った火薬粘土に煙けむりを多く出る素材を混ぜて遠くに飛ばせばいいかも」

　銃の試射が終わったばかりなのに、マギさんとリーリーは、次々と特殊弾のアイディアを投げかけてくる。

【銃】センスにあまり興味はなかったが、こうして色々なアイディアを出されれば、実現のために考えるのが楽しくなる。

　そうして、露店で銃弾の素材を買い集め、途と中ちゆうの屋台で食べ物を買って、マギさんやリーリー、使役ＭＯＢのリゥイとザクロたちと一いつ緒しよに食べて和なごやかな時間を過ごす。

　そんな中、マギさんの知り合いの露天商と話す機会があった。

「おっ、マギさんたち。今日は、一緒に露店巡めぐり？」

「ええ、そうよ。そっちの調子はどう？」

「ボチボチって感じかなぁ。最近は、納品系クエストに使われる素材の需じゆ要ようが高いかな」

　金銀銅の三種のクエストイベントが始まり、クエストの達成に対して、副報ほう酬しゆうとしてクエストチップが配られる。

　それと同時に、各町中に三種のクエストチップを交こう換かんする変換所も誕生した。

　銅チップ10枚で銀チップ１枚。銀チップ４枚で金チップ１枚が変換レートとなっている。

　本来の納品系クエストは、露店から納品アイテムを購こう入にゆうしてクリアしても、金銭的にマイナスになる程度の報酬しか得られない。

　だが、クエストチップ目的のプレイヤーは、露店で購入したアイテムで短時間で納品系クエストを達成して、疑ぎ似じ的にお金でクエストチップを手に入れているのだ。

「それは仕入れが大変ね」

「まぁね。けど、これが初心者プレイヤーのいい金稼かせぎ手段になってるから始めたばかりの子たちからちょっと割高で買い取っているのよ」

　お金を持っているプレイヤーは、非効率的でもこの方法でクエストチップを集め、それでバラ撒まいたお金が初心者プレイヤーに行き渡わたって、装備や消耗品の購入資金になるようだ。

　俺とリーリーは、そんなことがあるのかと思いながら、感かん嘆たんの声を上げる。

「まぁ、最近はそんな感じかな？　ところで三人で何をお探し？」

「【銃じゆう】センスが追加されたでしょ？　それで銃を作ったからその銃弾を作る素材の補充と実験用の素材かな？」

　マギさんは、作ったばかりの銃とショットガンとライフルの弾たまを取り出して見せる。

「はぁ、早さつ速そく実用に耐たえうるものを作るとは、流石さすがトップ生産職たち。この前の【張はり替かえ小こ槌づち】の品評会でも、みんな高い評価貰もらってたよね」

「ありがとう！」

「その……ありがとうございます」

　感心するような他の人からの評価に、リーリーは素す直なおにお礼を口にして、俺は少し気き恥はずかしさを感じながらも同じようにお礼を口にする。

「それじゃあ、新しいＯＳＯの発展のために少しオマケしないとね！」

「気前がいいわね！」

「だって、銃と銃弾が評価されて、ここにある素材の価値が上がるかもしれないじゃん！　先行投資よ」

　そう言って、ニヤリと笑う露天商のプレイヤーからマギさんが素材を購入する。

　そして、露天商のプレイヤーは、ふと俺たちが引き連れる使役ＭＯＢのリゥイとリクールを見る。

「そう言えば、マギさんとユンちゃんの使役ＭＯＢって騎き乗じよう型なんだよね。レースに挑ちよう戦せんしないの？」

「「「……レース？」」」

　聞き慣れない単語に俺とマギさん、リーリーの三人は首を傾かしげて聞き返す。

「あれ、まだ知らなかった？　一周年アップデートでレース要素が追加されたこと」

「ユンくん、リーリー、知ってる？」

「いや、俺は初耳です。リーリーは？」

「僕も知らない」

　この手の情報は、自分で調べることが少なく、大体がミュウやタクから教えてもらうことが多い。

　それでもミュウのプレイスタイルに関かかわる情報から離はなれているために、ミュウの情じよう報ほう網もうに引っかかるのが遅おくれているのかもしれない。

　それにしてもカジノやレースなど、本当にＯＳＯは一周年アップデートのネタが尽つきないな、と思う。

　俺たちが揃そろって首を横に振ふって知らないことを伝えると露天商は、人にＯＳＯの最新情報を教えられるのが嬉うれしいのか、喜々として教えてくれる。

「【スターゲート】に使うシンボルが新たに追加されたのは、アップデートの告知で知ってるわよね」

「ええ。確か、第だい二に弾だんのシンボルよね」

　マギさんが相あい槌づちを打つと露天商プレイヤーは、更さらに詳くわしく説明してくれる。

「その通りよ。その追加されたシンボルの中に【競争】のシンボルってのがあるらしいのよ。それをシンボルコードとして組み込むとレースエリアに挑戦できるらしいわ」

「「へぇ～」」

　セミアニバーサリーアップデートの時に、シンボルの買い占しめや価格の吊り上げなどがあり、混乱していた時期があった。

　なので、第二弾シンボルに関しては、しばらく様子見しようと思っていたが、これは詳しく調べる必要がありそうだ。

「いいなぁ、マギっちとユンっちは、レースに参加できて楽しそう」

　リーリーから羨うらやましそうな目を向けられた俺とマギさんは、困った表情を浮うかべる。

　だが、そんなリーリーは、すぐに自分で気持ちを切り替かえる。

「でも、レースってことは、見ることはできるんだよね！」

「ええ、もちろんよ。レース後のリプレイも動画として保存できるわ」

　リーリーの質問に露天商プレイヤーが力強く頷うなずく。

「じゃあ、マギっちとユンっちの応おう援えんするね！　結果楽しみにしてる。二人がレースを頑がん張ばってる間は、クロっちと二人で別のアップデート要素を楽しむね！」

「あはははっ、これはちょっとリーリーの期待に応こたえるために頑張らないとね。ユンくん」

「そうですね。それにリゥイを全力で走らせるのも楽しそうですね」

　俺とマギさんの次に挑いどむアニバーサリーアップデートの要素は決まった。

【競争】のシンボルコードを入手して、【スターゲート】にあるレースに挑戦することだ。

「それじゃあ、早速買い物を終えたら、【シンボル屋】に行って新しいシンボルを仕入れましょう」

「そうですね。そう言えば、第二弾のシンボルのコンプリート報酬ってなんだろう？」

「ユンっちって、そういう収集要素がある物って、全種類集めるタイプだよね！」

　銃弾の素材を買いに来ただけだったが、思わぬ新情報に更に買い物は続く。

　シンボル屋で【競争】のシンボルを手に入れるためにシンボル袋ぶくろを買ったものの手に入らずに三人で悔くやしがったが、近くのプレイヤーとトレードで入手した。

　また、その縁えんで【スターゲート】を取り巻くリアルタイムな情報や感想も直接聞くことができた。

『【スターゲート】でもエリア突とつ入にゆう時にミッションが提示されて、それを達成するとクエストチップが貰えるんだ』

『【スターゲート】のミッションだけでクエストチップを集めようとするのは大変だから、大体既き存そんのクエストと併へい用ようして集める感じが多いかな？』

『第一弾シンボルのこれと第二弾シンボルのこれの組み合わせは、使いやすくて便利だよ。ぜひ使って見てくれ』

『このシンボルコードのエリアは、便利だぞ。エリアサイズは極ごく小しようで敵ＭＯＢが出現しない。それでいて環かん境きようダメージがあるエリアだから、新規に実装された【炎えん熱ねつ耐たい性せい】と【寒冷耐性】のセンスを安全に鍛きたえられるんだ』

　そんな感じで俺たちは、新たな情報を仕入れ、ホクホク顔で休きゆう憩けいのためにクロードのお店の【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】に入る。

　そして、店の奥で生産活動をして、休憩のために喫茶店の方に出てきたクロードと出くわした俺たちは、同じテーブルでお茶をして、今日あったことを話す。

　マギさんの銃武器の完成と試射、様々な種類の銃弾の試作、【スターゲート】に登場したレース要素、第二弾シンボルの効果など。

「……お前たち、俺抜ぬきで随ずい分ぶん楽しそうだったんだな」

　俺たちの報告を聞いたクロードは、それに加われなかったことに寂さびしそうな表情をする。

「えっ、あっ……なんか、ごめん」

　一応、リーリーがフレンド通信のメッセージ機能で知らせていたが、裁さい縫ほうの作業中で気付いたのはついさっきだったらしい。

「はははっ、気にするな。今回は、たまたまタイミングが合わなかっただけだ。とても面おも白しろそうで、興味があったから実際に見れなかったのは、残念だがな」

　そう言って、自じ嘲ちよう気味に笑うクロードだが、明らかに拗すねているのが分かった。

「結果的に仲間外れになっちゃったけど、機き嫌げん直してくれないか？」

「そうよ。これから新しい特とく殊しゆ弾だんを考えるから、クロードの知ち恵えを貸して欲しいな」

　俺もマギさんもクロードの機嫌を直そうと説得するが、拗ねた表情のまま、チラッと俺たちを見る。

「……俺の方も、俺が満足するまで協力してくれるなら考えよう」

「分かった。分かったから、何でも協力するから」

　俺が反射的に、クロードの機嫌が直るなら、と安やす請うけ合いする。

　すると、遠くを見み詰つめて寂しそうな表情をするクロードは、狙ねらい通りになったことを喜ぶようにニヤッとした顔になる。

「なら、三人にはこの装備に着き替がえて貰おうか！　新しく作った大たい正しよう浪ろう漫まん服だ！」

　俺には紫むらさきの着物に赤い袴はかまと白い前まえ掛かけの着物が渡され、マギさんには赤と白のチェック生き地じの着物に紺こん色いろの袴が渡される。

　リーリーは、白いシャツと蝶ちようネクタイ、枯かれ草色の半ズボンにサスペンダーとモダンな雰ふん囲い気きのベレー帽ぼうだった。

「ふはははっ！　前々から雰囲気を統一した装備を着せたかったのだ！」

　そう言ってクロードも男性物の着物と袴に黒のコートと赤いマフラーに着替える。

　クロードの雰囲気から言えば、大正の文ぶん豪ごうと言った感じだ。

「さぁ、お前たちも着替えて俺を満足させるのだ！」

「ユンくん、今回は私たちも悪かったし、諦あきらめましょう」

「ううっ、はい……」

　その後、俺たちは大正浪漫服と銘めい打うたれた装備に着替えて、【コムネスティー喫茶洋服店】の接客を手伝い、クロードが満足するまで何度もスクリーンショットで接客姿を撮とられたのだった。








六章　騎き乗じようレースと装備拡張キット









「リゥイ、ザクロ──《召しよう喚かん》！」

『きゅっ！』

「リクール──《召喚》！　さぁ、行きましょう！」

　俺とマギさんは、【スターゲート】に追加されたレースに挑戦すべく、パートナーの使し役えきＭＯＢたちを連れてレースコースにやってきた。

　トレードして手に入れた【競争】のシンボルを使ってシンボルコードを作成した俺たちは、生成されたレースエリアに転移する。

　転移したレースエリアのコース脇わきには、説明板が置かれており、それを読む。

「へぇ……レースは、９人一組で行われて、その順位に応じたポイントが貰もらえるのね」

「それに、今はイベント期間中なので、それも合わせた参加報ほう酬しゆうもあるみたいですよ」

　俺が指差す場所には、イベント期間限定の追加報酬について書かれていた。

　１レース毎ごとに参加報酬で銅チップ１枚。

　レースの順位に応じて貰えるレースポイントの獲かく得とく合計ポイントが１００を超こえる毎に銀チップ１枚。

　そして、最終的にイベント期間中に累るい積せき獲得ポイントが１０００を超えると、金チップ１枚が貰えて、そこで報酬は打ち止めらしい。

「どこまでやるかよねぇ。レースエリアを少し楽しむだけか、それとも報酬のクエストチップの取得を目的にするか」

「とりあえず、レースポイントで交こう換かんできる景品を見に行きません？　それを基準に考えませんか？」

「そうね。そうしましょう」

　俺とマギさんは、このレースエリアでの目標をどこに設定するか一いつ旦たん保留にして、景品交換所を訪おとずれる。

「おっ、速度上じよう昇しよう系のポーションとアクセサリーがある。それに、使役ＭＯＢ用の装備や防ぼう御ぎよ用アイテムとかも売ってるんだ」

　この騎乗ＭＯＢレースは、プレイヤーや使役ＭＯＢへのダメージはないが、攻こう撃げきによる妨ぼう害がいはありとなっている。

　そうした妨害ありのレースに勝ち抜くために、様々な攻撃・防御・補助アイテムなどが景品として売られている。

「うーん。速度強化の消しよう耗もう品は、エンチャントや強ブース化ト・丸タブ薬レツトがあるから要いらないかな」

「使役ＭＯＢ用の装備は、生産職に頼たのめば作ってくれるから要らないわよね。けど、防御用アイテムと強化素材はちょっと気になるかも」

　景品の交換ポイントは、消耗品が20～50ポイント。アクセサリーは、１００～２００ポイントくらいで交換できる。

　それが大きいのか小さいのか分からないが、妨害ありのレースを盛り上げる要素ではあるのかもしれない。

　そして、騎乗ＭＯＢレースの目玉と言える景品に目を向ける。

「【エキスパンション・キットⅠ】……５００ポイント」

「交換は、月に１個だけの稀き少しような装備拡張アイテムね」

　一周年のアップデートで実装された、装備の追加効果スロットを増設するアイテムだ。

　ただ、アップデート告知のイメージ画像と少々違ちがうような気がする。

　そして、アイテムのステータスを詳しく確かく認にんする。





【エキスパンション・キットⅠ】（消耗品）

　対象装備の追加効果スロットを１枠わく増やし、最大３回まで使用することができる。

　ただしこの拡張キットでは、１枠目までしか増設できない。

　上位のエキスパンション・キットを使用すれば、更さらなる増設ができる。






　その説明に、俺とマギさんは、困ったように笑う。

「なるほどね。これはエキスパンション・キットの中でも下位のやつなのね」

「そうなると上位のキットは、ⅡとかⅢって表記してあるんですかね」

　上位の拡張キットは、２枠目、３枠目と更に拡張範はん囲いが広く、その分入手難易度が高く設定されているのかもしれない。

　それにこの下位の拡張キットは、月に１個の交換制限が設けられているが、他ほかにも入手方法が幾いくつか用意されていそうだ。

「とりあえず、下位の拡張キットの交換を目標にしましょうか」

「そうですね。早さつ速そく、レースを受けてみましょうか」

　俺は、マギさんと共にコースに降り立ち、スタート位置に付く。

　俺とマギさんは、互たがいのパートナーの背に乗り、観客席に残してきたザクロは、応おう援えんするように前足を振ふっていた。

「リゥイ、全力で走って良いからな！　ザクロは、応援よろしくな！」

　マギさんもリクールに乗って片手で手た綱づなを持ち、もう片方の手に妨害武器としてショットガンを構える。

「ユンくん、いくよ！」

「はい！」

　俺たちの準備が整うと、他のスタート位置に光の粒りゆう子しが集まり、形を作る。

　それは、１レース９人の人数を埋うめるために用意されたＮＰＣやゴーストと呼ばれるプレイヤーデータだ。

　ＮＰＣは、騎乗可能なＭＯＢとそれを操あやつる人型ＭＯＢで構成された対戦相手。

　そして、ゴーストと呼ばれる対戦相手は、一度でもレースコースに挑ちよう戦せんしたことがあるプレイヤーデータを基もとに再現されたプレイヤーのコピーのＮＰＣである。

　そうした競争相手が７組現れ、レースのスタートを告げるフラッグを振るＮＰＣが現れる。

『３、２、１──ゴー！』

「《空ゾーン間・エ付ンチ加ヤント》──スピード！　《空間呪加ゾーン・カースド》──スピード！」

　全員が纏まとまるスタートのタイミングで、俺のリゥイとマギさんのリクールに速度エンチャントを施ほどこし、視認した競争相手に速度低下のカースドを送って妨害する。
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「ユンくん、ナイス！　このままトップを走るよ！」

　今回のレースは、平原タイプの楕だ円えん系トラックのコースを一周すればいい。

　先行逃にげ切りを目指して走り出す俺とマギさんは、チラッと後ろを向けば、エンチャントで遅おくれたレース相手が団子状態で追い掛かけてくる。

　また、団子状態で走り、互いが互いを妨害して余計に後方との距きよ離りが開いていく。

「これなら、楽に勝てるかもね！」

「マギさん、油断しないでください。通常のカースドと違って効果がすぐに切れますよ！」

【空の目】で後方を確認しつつリゥイを走らせ続ければ、スタートダッシュの時に俺とマギさんに掛けたエンチャントや相手に掛けたカースドが既すでに切れている。

　レース中は、本来の【付加】スキルの効果時間よりもかなり短くなっているようだ。

「マギさん、来ました！　──《マッドプール》！」

　後方から俺たちを追い掛けてくる競争相手のＮＰＣやゴーストたちは、追い付くための加速や俺たちを追い落とすための攻撃を仕掛けてくる。

　後方からの攻撃にはリゥイの手綱を操って避よけ、加速による接近には進行上に泥どろ沼ぬまを生み出して足止めする。

　だが、泥沼の範囲をジャンプで飛び越こえて迫せまるゴーストが俺に対して剣けんを振り上げるが──

「はっ！」

　マギさんは、俺に攻撃しようとしたゴーストとの間にリクールを割り込ませ、至近距離から散さん弾だんを放って、騎乗ＭＯＢから転落させる。

　転落したゴーストは、ゆっくりと起き上がり、騎乗ＭＯＢに乗るが、転落のロスによって同じ競争相手たちに次々と追い抜ぬかれて、最下位になる。

「マギさん、ありがとうございます！」

「さぁ、このまま１位と２位を取っちゃいましょう！」

　その後も平原のコースを走り抜け、マギさんが１位、俺が２位を取ってゴールする。





【結果：レースレベル１×順位ポイント８Ｐｔ──レースポイント８Ｐｔ取得しました】






　レースが終わり、手に入れたレースポイントの内訳を見て、その少なさに苦笑いが零こぼれる。

「拡張キットの交換には先が長いなぁ。マギさんはどうでした？」

「うん？　私は、12ポイントだったわ」

「あれ？　１位って結構多くのポイントが貰えますね」

「違うわよ。ユンくんよりも上の順位だったからポイントが増えたのよ」

　よくよく聞くと、マギさんの順位ポイントは、１位で９ポイントだったらしい。

　それとは別で、２位の俺とリゥイよりも上の順位に居たためにプレイヤーボーナスとして、プレイヤー１人につき３ポイント多く貰えたようだ。

「あー、ＮＰＣやゴーストよりプレイヤーが参加した方が獲得ポイント的に美味おいしいんだ」

「そうみたいね。コースレベルが最大で５らしいから、９人全員をプレイヤーにしたレースで１位を取ると、最大69ポイントか」

　１位の順位ポイントが９ポイントで、コースレベルの倍数を掛けると最大45ポイントになる。

　そこに自分以外のプレイヤー８人に勝利すると24ポイント得られる。

　順位は、１レース毎に変わるだろうから得られるポイントが半分としても、人さえ集めれば、15レースほどで拡張キットと交換することができる。

「ユンくん、もう少しコースレベルを高くする？　コース生成時のシンボルの数を増やせば、難易度も上がるみたいよ」

【スターゲート】のシンボルコードは、３個から10個のシンボルの組み合わせで構成され、構成シンボルの数が増えれば、エリアの難易度が上がる。

「そうですね。コースレベルを一段階ずつ上げて試していきましょうか」

　たとえ１位を取れなくてもコースレベルが高ければ、その分多くのポイントを得られる。

「さぁ、バリバリ挑戦してポイント稼かせぐわよ！　ユンくん、今度はどっちが先にゴールできるか競争しましょう！」

「はい！　分かりました！　負けませんよ！」

　そうして新たなコースを生成して俺とマギさんは、互いに拡張キットの交換を目指しつつも、競争も意識してコースに挑いどむ。

　レベルの高いコースに挑戦すれば、ＮＰＣやゴーストたちの攻こう撃げき頻ひん度どが激しくなり、走る速度も上がって苦戦する。

　レベル２までだったら上位は安定して取れ、レベル３だとかなり運の要素は絡からむがレースとしては面おも白しろい難易度だった。

　しかし、一度レベル４のコースに挑戦した時は──

「ぜぇはぁ、ぜぇはぁ……無理。強すぎ！　って言うか、なんで上級魔ま法ほうとか撃うてるのよ！」

「本当に、勝てないって！　無理。難易度が上がりすぎ、怖こえぇよ」

　レース後の疲ひ労ろう感かんから俺とマギさんは、息を荒あらくして地面に寝ねっ転がる。

　コースの長大化、コース各所に配置された妨ぼう害がいギミック、不安定な細い足場のショートカットルートなどのコースの複雑化と高難易度化。

　ＮＰＣやゴーストの最高速度の上じよう昇しようと妨害攻撃の使用頻度の向上、妨害からの復帰リカバー時間の短縮など。

　俺とマギさんは、最さい後こう尾びから前方集団のＮＰＣやゴースト同士のやり合いを眺ながめながら追い掛けていたが、時折こちらにも放たれる流れ弾だまを避けるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　その結果がマギさん８位で12ポイント。俺９位で４ポイントだった。

　コースレベル４は、苦労の割に旨うま味みが少なく、これならレベル１コースを周回した方がいいように感じてしまう。

「ユンくん、コースレベル３を中心にやりましょう」

「賛成です。あんなの強すぎ。レベル５ってどうなるんだろう」

　妨害攻撃やコースギミックによるダメージはないが、それでも精神的疲労は大きかった。

　コースレベル４のあまりの難易度の急上昇に、俺とマギさんはレベル３のコースでポイントを稼ぐことにした。

　そして、飽あきないようにマギさんと色々なコースに挑んで行く。

「やっぱり、マギさんとリクールは、どんな地形でも安定して走れますね」

「そう言うユンくんとリゥイは、平地ならダントツよね。それに透とう明めい化があるから妨害攻撃を回かい避ひできるのも、強みよね」

　マギさんのリクールは、力強い走りで山さん岳がく地帯や起き伏ふくのある地形、障害物があるコースには非常に強い。

　対するリゥイは、草原や荒こう野やなどの平地には、一気に駆かけ抜ける速さがあった。

　また、少し特とく殊しゆなコースでは──

「行くよ、リゥイ。──《ライトウェイト》！」

「ちょ、ユンくん、待ってよ！　水の上を走れるなんて、ズルいわよ！」

「これもセンスの組み合わせですよ。お先に！」

　海や湖、湿しつ地ちや沼地などの水辺要素があるエリアコースでは、マギさんのリクールは足を取られたり、ザブザブと水の中を犬いぬ搔かきして進んだりしていた。

　対する俺とリゥイは、【念動】センスの《ライトウェイト》でリゥイを軽量化して、水の上や足が取られやすい沼地の上も軽かろやかに走り抜け、安定して上位に入り込む。

「これで俺が３勝目ですね」

「まだまだ私の方が勝ち越し４勝よ！　次は、私がコースを作るわ！」

　俺とマギさんが１レース毎ごとに順位が下の方が、次のコースを決められるようにした。

　先さき程ほどは、海辺のコースで負けたマギさんは、自分でシンボルを組み合わせてコースを選せん択たくする。

　普ふ通つうなら、自分が有利なコースを選ぶのだが、マギさんは有利不利など関係なくランダムでエリアを構成する。

　その結果──

「あはははっ、コース毎に、対戦ＮＰＣの種類も微び妙みように変わるのね！」

「ちょ、待って待って、ホントに怖こわいから！　リゥイ、浄じよう化か、浄化、浄化ぁぁぁっ！」

　コース生成時にアンデッド系ＭＯＢの要素を含ふくむシンボルを使った結果──どんよりとした曇くもり空の夜のコースが誕生した。

　登場する対戦相手のＮＰＣは、どれもスケルトン・ライダーやゴースト・ライダーなどになり、爆ばく速そくで追い掛けてくる。

　マギさんは、笑いながら暗い夜道を走るのだが、俺は涙なみだ目めになってリゥイにしがみついて悲鳴を上げながら逃げ続ける。

　リゥイの浄化は、アンデッド系の対戦相手には有効なのか、かなりの妨害能力を発揮したが、それでもコースを駆け抜け終えるまでは、お化け系ＭＯＢに追われ続けるので精神的な疲労感が大きい。

「あはははっ、ちょっと楽しかったかも。ユンくん、もう一回やらない？」

「やりません！　アンデッド系禁止です！　俺もマギさんの苦手な水辺系コース禁止しますから！　それと、レースで負けたので次は俺がコースを決めます！」

　そうして負けた俺は、次のコースとして俺とリゥイが得意な平地コースを生成するのだが──

「ちょぉぉぉっ、なんでレティーアとムツキの組み合わせが来るんだよぉぉぉっ！」

「あはははっ、ちょっとこれは流石さすがに強すぎるわよ！」

　プレイヤーのコピーＮＰＣであるゴーストにレティーアと巨きよ象ぞう型ＭＯＢのガネーシャのムツキのコピーが現れて、俺たちを追い掛けてくる。

　お化けとは別の意味で威い圧あつ感かんがあり、恐きよう怖ふを覚えた。

　そんなことが有りながらも俺とマギさんは、騎き乗じようレースでポイントを集めていくのだった。
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　飽きないように色々と工く夫ふうをするが、１時間以上もリゥイの背に乗って走り続けた経験がないので、流石に疲つかれた。

　俺とマギさんは、【スターゲート】から帰き還かんし、休きゆう憩けいのついでにレースの感想と成果を確かく認にんしあう。

「レース中は、妨害攻撃やギミックでダメージは受けないけど、ＭＰも回復しないんだな」

「そうね。こっちのスキルによる妨害も制限されてる感じよね。ただ消しよう耗もう品の制限は受けてないから、色んな攻撃アイテムとか使えるのは楽しいわね。それでユンくんの結果はどう？」

「えっと15レースやって俺が大体２５０ポイントと副産物の銅チップ15枚と銀チップ２枚です」

「私の方は、３００ポイントでチップは、銅チップ15枚で銀チップ３枚ね。まぁ、私が勝ち越こしてたから、その分の差かな」

「次は負けませんよ……と言っても流石に疲れたので、今日は休みましょう」

「賛成ね。少し休みましょう」

　そう言いながら、色んなレースの反省会をしながら、互たがいのパートナーの使し役えきＭＯＢを労ねぎらい、レース中のハプニングで思い出し笑いをする。

「明日は、何時にレースをするか決めましょう？」

「今日と同じ時間でいいんじゃないですか？　俺は特に予定はないですけど」

　休憩を終えた俺とマギさんは、明日の待ち合わせの時間を決めた後、ログアウトして別れた。




　そして、夕飯前──今晩は、つるりと食べられる蕎麦そばと夏野菜の天ぷらを準備している。

　衣ころもを付けた野菜をカラッと揚あげていると、リビングで夏休みの宿題をしていた美み羽うが俺に話しかけてくる。

「ねぇねぇ。ＯＳＯでお兄ちゃんが楽しめそうな要素がまた見つかったんだよ」

「へぇ、今度はどんな要素なんだ？」

　連日、美羽が楽しそうにＯＳＯの新情報を教えてくれるので、自分の得意な生産系の情報以外にも少しずつ精通するようになってきた気がする。

「【スターゲート】に新しく追加された【競争】のシンボルを使うと騎乗ＭＯＢのレースができるんだって」

「残念でした。それは、今日マギさんと挑みに行ったよ」

「なーんだ。もう知ってたのか、残念。でもお兄ちゃんとマギさんのレース姿、見てみたいなぁ」

　そう言って残念がる美羽に苦笑いを浮うかべながら、俺からも知り得たことを教える。

「ちなみに、レースでポイントを集めると武器の追加効果のスロットを増やせる【エキスパンション・キットⅠ】と交こう換かんできるぞ」

「アップデートで追加されたアイテムだよね。他ほかにも幾いくつかのクエストとかボスのドロップから手に入るらしいよ！　私もルカちゃんたちと探しに行く予定なんだ」

　楽しそうに自分たちの近状を話す美羽は。必要な拡張キットの数を指折り数えている。

「やっぱり、メイン武器と防具、アクセサリーに10個以上は必要だよね！　あっ、増やしたスロット用の強化素材を考えておかないと！　その時は、アクセサリーの強化お願いね」

「はいはい、任された」

　そうしてＯＳＯの話をしている間に、夕飯の蕎麦が茹ゆで上がり、夕食が完成する。

「そう言えば、クエストチップ集めの方はどんな感じ？　私たちは銀チップ30枚くらい集めたけど」

「早いな!?　俺は、銀チップ５枚と銅チップ15枚かな。今は、クエストチップ集めよりもアップデートで追加された要素や生産の方を中心に楽しんでるから」

「そっかぁ。もしクエストチップを集めたい時は言ってね！　手伝ってあげるから！」

　そういうミュウの力強い言葉に俺は、苦笑いを浮かべる。

　まだまだ夏休みは長く、イベント期間もあるから焦あせらなくてもいいが、分かったと頷うなずく。

　夜にＯＳＯに再ログインした俺は、マギさんとリーリーと話していた銃じゆうセンスで使う特とく殊しゆ弾だんの研究に勤いそしみ、幾つかの試作を作る。

　そして翌日には、マギさんに試射してもらい使用感を確かめた後、正式に特殊弾の一つとして採用した。

　また、レースでのポイント稼かせぎは、俺とマギさんもレースに慣れてきたために、レベル３コースでも平均順位を少しだけ上げ、【エキスパンション・キットⅠ】交換の５００ポイント目前まで来ていた。

「私が４８８ポイントでユンくんが４７２ポイントかぁ。うーん、あとちょっと足りないわね」

　あと２、３レース繰くり返せば、交換に必要なポイントに達しそうだ。

　だが、その微妙に足りないのをもどかしく感じながら、コースエリアから【スターゲート】の建物に戻もどってくる。

『なぁ、次はどのコースに挑いどむ？』『やっぱり得意なコースで安定して稼げばいいんじゃないか？』『それよりもっとスリルがあるコースやろうぜ！　Ｉ字コースなんてどう？』

　俺とマギさんが次は、どのコースに挑もうか、と思案していると、【スターゲート】が並ぶ建物に、三人組のプレイヤーたちがやってきて、俺とマギさんと視線が合う。

「「…………」」

　こちらからは相手の直前の会話で、相手からは俺たちが連れているリゥイたち使役ＭＯＢの姿を見て、互いにシンパシーを感じたのだろう。

　それに彼らの姿に見覚えがあるのを感じたのは、レース時にランダムで選出されるプレイヤーのコピーであるゴーストで見たことがあるからだと気付く。

　そんな相手がこちらに近づき、俺たちに声を掛かけてくる。

「なぁ、レースをやりに来たんじゃないのか？　俺たちと勝負しないか？」

「いいわよ。私たちも、あとちょっとで目標ポイントに達しそうだから、プレイヤーが多いレースに参加すれば、その分早く集まるからね。ユンくんはどうする？」

「いいと思います。大勢でやった方が楽しそうですし」

　三人組のリーダーらしきプレイヤーからの誘さそいを受け入れる俺とマギさん。

「じゃあ決まりだな。コースは、どうする？」

　俺とマギさんか、三人組のどっちがコースを決めるか話を振ふられて、俺とマギさんは悩なやむ。

「ユンくん、どうする？」

「お任せでいいんじゃないですか？　相手の方がやり込んでそうですし。ただ、お化け系のコースは苦手だから嫌いやかなぁ」

「私は、水辺ね。リクールが犬いぬ搔かきで進むことになるから」

　こちらの要望を伝えると、相手側も了りよう承しようし、とあるコースを提案してくる。

「オーケー。それじゃあ、荒こう野やタイプのスリルのあるエリアはどうだい？」

「いいわね！　スリルがあるのは好きよ！」

「ううっ、俺は、ちょっと苦手かも。いや、でもお化けじゃないなら大だい丈じよう夫ぶ……多分」

　乗り気なマギさんと後ろ向きな発言の俺に三人組は、苦笑いを浮かべつつ、【スターゲート】から提示されたコースに転移する。

「おおっ、これは凄すごい景色だなぁ」

　一直線のコースの先には赤茶色の荒野が広がり、遠方には岩山がある。

「コースは、折り返しのⅠ字型コースね」

「あははっ、確かにスリルがありますね」

　折り返しコースだと、引き返してくる他のレース相手と正面から衝しよう突とつする場合がある。

　また、衝突を避さけようとして体勢を崩くずしたり、減速して順位を落とすなどのハプニングがあり、確かにスリリングなコースかもしれない。

「このコースは荒野の直線を走るだけじゃなくて、途と中ちゆうで岩山の渓けい谷こくを通り抜ぬけるんだ。そこでは、落石による妨ぼう害がいギミックもあるんだ。それじゃあ、俺たちのパートナーを呼び出すぜ。──《召しよう喚かん》！」

『『──《召喚》！』』

　そう説明する三人組は、召喚石を掲かかげて、パートナーを呼び出す。

　召喚された使役ＭＯＢは、高原エリアに出現する牛型ＭＯＢのスチール・カウ、第一の町の近きん隣りんに出現するイノシシ型ＭＯＢのビッグボアと熊くま型ＭＯＢのフォレスト・ベアだ。

「ビッグボアとフォレスト・ベアは、こいつらが幼よう獣じゆうの頃ころから育て上げたんだ。それに俺のスチール・カウは、パートナーにするのに苦労した！」

　リーダーが自じ慢まんするように自分たちのパートナーを紹しよう介かいすると仲間の二人は、少し恥はずかしそうにしながらも自身のパートナーの体を優やさしく撫なでている。

　去年の秋頃のアップデートで夏のキャンプイベントの幼獣人気に後押しされて、ビッグボアやフォレスト・ベアなどの一部のＭＯＢの幼獣が実装された。

　それに調教された高原エリアのスチール・カウを初めて見た。

　自分のパートナーを紹介する三人組は、結構やり手の調教師プレイヤーだと思う。

「幼獣から育て上げたって凄いなぁ。どの子も立派だなぁ。って痛っ！　リゥイ!?」

　そんな彼らのパートナーを褒ほめると、リゥイがヤキモチを焼いたのか額の角で小こ突づいてくる。

「ちょ、リゥイも立派でカッコイイって分かってるから角で小突くの止やめて！」

　そんなやり取りにみんなから笑いが零こぼれる。

　そして、落ち着いたところで俺たちは、斜ななめに並んだ三列のスタート位置にそれぞれのパートナーに騎き乗じようした状態で入る。

「どんな結果になっても恨うらみっこなしだからな！」

「もちろん、でも私たちも負ける気はないからね！」

　マギさんと三人組のリーダーが意気込む中、各おの々おのが配置に付き、余ったスタート位置に光の粒りゆう子しが集まり、ＮＰＣやプレイヤーのゴーストが誕生する。

「いいスタート位置を取られちゃったなぁ」

「ユンくん、すぐに挽ばん回かいできるわよ！」

　先頭のスタート位置を三人組に取られ、俺とマギさんは二列目に並ぶ。

　それでも斜めに並ぶスタート位置の隣となり同どう士しがそれなりに空いているために、開幕と同時にエンチャントを使い、隙すき間まを縫ぬうように駆かけ抜けることが可能だ。

「さぁ、行くわよ！」

　スタートの合図をするＮＰＣが現れ、カウントを始める。

　３、２、１──フラッグが振り下ろされると共に、エンチャントを掛けようと口を開くと、先頭の三人組も行動を起こす。

「《付加》──スピ『やるぞ！　砂かけ！』」

　リーダーの乗るスチール・カウと彼の仲間が乗るビッグボアが後ろ足で勢いよく土を蹴けり上げて、後方にいる俺たちに向かって砂が舞まい上がる。

「ちょ、いきなり砂を掛けるなんて！　狙ねらってたわね！」

『クゥ～ン！』

「うっ、ペッペッ！　口に砂が！」

　頭に掛かる荒野の砂を嫌そうに振り払はらうリゥイとリクール。

　突とつ然ぜんの砂かけに足を止める中、先頭にいた三人組と俺たちの後方にいたＮＰＣたちも走り出し、気付けばスタートダッシュをしそびれていた。

「卑ひ怯きようよ！　砂かけなんて！」

「悪いな！　妨害ありの競争レースだから勘かん弁べんしてくれ！」

　遅おくれて駆け出すリクールに乗るマギさんの抗こう議ぎの声に、三人組のリーダーからそんな返事が返ってくる。

「やられた！　ＮＰＣ相手に慣れすぎて対応できなかった！」

　先頭のスタート位置を取った時から狙っていたのなら、俺たちが三列目の後方まで下がっていれば、砂かけの被ひ害がいを受けずにスタートダッシュができた。

　その開幕の駆け引きに負けたのだ。

「まだよ！　ユンくん、本気出して追い付くわよ！　全力で妨害お願い！」

「分かりました！　相手も協力して上位を狙うなら、俺たちも協力しましょう！」

　今までは弓矢の使用を封ふう印いんしてきたが、今回ばかりは解禁しよう。

「リゥイ、そのまま速度維い持じしてくれ！　狙いは、あの辺りだな！」

　前方を走る集団──その更さらに奥を【空の目】で捉とらえ、弓を斜め上方に構える。

「いっけぇぇっ！」

　山形軌き道どうを描えがいて飛ぶ矢は、前方の集団の頭上を飛び越こえていくが、それでも矢を番つがえる手を止めずに、放ち続ける。

「激しく動く騎乗ＭＯＢの上からの攻こう撃げきで狙いを外したか！」

「いや、前だ！　前を見ろ！」

　直線型のコースの前方には、頭上を飛び越した総金属の弓矢が地面に突つき刺ささっている。

「お返しだ──【マッドプール】！」

　隕いん星せい鋼の弓矢にエンチャントした《マッドプール》が発動し、一いつ斉せいに弓矢を中心に泥どろ沼ぬまがコース上に広がる。

「この程度で！　邪じや魔まされるかぁぁぁっ！　突っ込むぞ！」

　先頭を走る三人組は、そのままの勢いで強引に泥沼を突き進み、その後に続くＮＰＣたちも追い掛けるように泥沼に入って、足を取られている。

「距きよ離りが縮んだ！　ユンくん！」

「はい！　──《ゾーン・ライトウェイト》！」

　俺のリゥイとマギさんのリクールに【念動】センスの軽量化スキルを使い、泥沼の上を駆け抜ける。

「抜かされるかぁぁっ！　おりゃぁぁっ！」

　泥沼を気合いで突き進むフォレスト・ベアに乗るプレイヤーは、得物であるハルバードを隣を走るＮＰＣに引っかけて転落させて、足の止まったＮＰＣと騎乗ＭＯＢが俺とマギさんの障害物になる。

「くっ、この！」

　俺とマギさんは、手た綱づなを操あやつり減速して避よける。

　その間に先頭の三人組は、泥沼地帯を抜け出して再び加速し始める。

「惜おしい！　あとちょっとで追いつけたのに」

「マギさん、それでも距離は縮みました！　挽回できます！」

　先頭の三人組を追い掛け、続いて落石の妨害がある渓谷に突とつ入にゆうする。

　前方の三人は、落石の回かい避ひに慣れているようだ。

　地面に落ちる影かげの大きさから落石を避けるタイミングを計り、時折攻撃アーツやスキルで落石を破は壊かいして進む。

　対する俺とリゥイは、落ちてくる落石の障害物を安全に避けるために、速度を落として渓谷を進む。

「ユンくん、先に行ってるからね！」

「はい、頑がん張ばってください！」

　マギさんとリクールは、落石を乗り越え、渓谷の壁かべを足場にした柔じゆう軟なんな動きでこの渓谷でも速度を落とさずに先頭の三人組との距離を縮めていく。

「さて俺は、仕込みだけは済ませておくか」

　落石の障害物を避けるリゥイに合わせて、リゥイの背からある物をコースに落としていく。

　勝負は、折り返しで再びこの場所に戻もどってきた時である。
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　俺とリゥイが渓谷を抜けて直線コースで速度を取り戻した頃の順位は、相手の三人組が一位から三位を独どく占せんし、四位に先行するマギさん、そして五位に俺が続く。

「リゥイ、追いつくぞ！　《付加》──スピード！」

　直線コースで加速したリゥイにエンチャントを施ほどこし、更に走る速度を上げてマギさんを追い掛かければ、すぐに追いつくことができた。

　俺とリゥイが居ない間、先頭の三人組を追い抜こうと何度か仕掛けたマギだが、その度たびに三人の連れん携けいで追い越しを防がれていたようだ。

「ユンくん、ここで一回仕掛けるわよ！」

「了りよう解かいです！」

「中々にしつこい！　けど、勝負はそうこなくちゃな！」

　妨害有りの乱らん闘とうレースで先頭集団を走る三人組のリーダーは、楽しそうに声を上げる。

　そして折り返し地点の大岩を曲がるためにトップスピードのまま大回りをする。

「行きます！　《付加》──スピード！」

「──うおっ!?」

　大回りでカーブに突入したフォレスト・ボアのプレイヤーは、騎乗ＭＯＢの加速に耐たえられずに振ふり落とされる。

「どうした、大だい丈じよう夫ぶか！」

「大丈夫だ！　クソッ！　速度バランス崩くずされた！」

　折り返し地点のカーブで俺のエンチャントによる速度上じよう昇しようを受け、その遠心力に耐えられずに、振り落とされたのだ。

　全員を同じように振り落として妨害しようとしたが、スチール・カウとビッグボアは、折り返し地点の大岩の陰かげに隠かくれたので、視し認にんすることができずにチャンスを逃のがす。

「やられた！　だけど、こっちは、このコースを知り尽つくしてるんだ！　──《フレイム・ピラー》！」

　大岩を回って折り返してきたビッグボアに乗るプレイヤーが杖つえを掲げ、折り返しで正面から向かい合う俺たちに向かって火柱の魔ま法ほうを放つ。

「この《フレイム・ピラー》は、最短で折り返すための軌道だ！　そのままだと火柱に突っ込むことになるぞ！」

　大岩を素す早ばやく回るためのインコースを火柱によって防がれ、それが徐じよ々じよに迫せまる中、俺とリゥイは、マギさんとリクールの後ろに付く。

「マギさん！　お願いします！」

「了解！　このまま突っ込むよ！」

　マギさんは正面から迫る火柱を見み詰つめながら、ショットガンに銃じゆう弾だんを込こめて、銃口を構える。

「マジかよ！　そのまま突っ込む気か！」

「ええ、その通りよ！　行きなさい、【結界弾】！」

　銃口から放たれる散弾が空中で広がり、散弾に込めた金属片同士が線で繫つながり、面を形成し、俺たちを守る盾たてとなる。

　火柱と金属片が形成する結界がぶつかり、対消しよう滅めつする。

「中級までなら完全に対処可能ね！」

「ほんと、作るのに苦労しましたよ。──【結界弾】」

【結界弾】は、ミスリルの金属片と【聖水】と宝石を合成して作った【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】を散弾の弾頭代わりに詰つめた特とく殊しゆ弾だんだ。

　ショットガンによる拡散で弾薬に詰めた８個の【魔除けの金属片】を同時に放つために、中級魔法程度なら完全に防ぐことができる。

　その光景に驚きよう愕がくするビッグボアに乗るプレイヤー。

　だが三人組のリーダーは、すぐさまスチール・カウの走る軌道を大岩を回る最短コースにぶつけてくる。

「させるかぁぁぁっ！」

　このレースでは、騎き乗じようＭＯＢ同士がぶつかるのは、互たがいの妨ぼう害がい手段としてある。

　特にスチール・カウという種類のＭＯＢは、重量があり、外皮は鉄のように硬かたく、力強いので、ぶつかり合いを得意としている。

　そんなスチール・カウと正面からぶつかり合えば、俺のリゥイやマギさんのリクールは、弾はじき飛ばされてしまう。

　だが、その衝しよう撃げきの反動は、スチール・カウやその背に乗るリーダーにも掛かる。

　それは、仲間のビッグボアや転てん倒とうしたフォレスト・ベアのために時間を稼かせごうとするリーダーとしての行動だろう。

「さぁ、正面からのチキンレースだ！　どっちが先に引くか、勝負だ！」

　真っ正面からの度胸試だめしに前方を走るマギさんは、やる気になる。

「絶対に引かないよ、ユンくん！」

「はい！　《空ゾーン間・エ付ンチ加ヤント》──スピード！」

　俺のリゥイ、マギさんのリクール、リーダーのスチール・カウの速さを強化して、互いが迫る速度が一段と速まる。

　正面からの度胸試しに負けないとリーダーも好戦的な笑えみを浮うかべて強い意志を見せるが──

「──リクール、ジャンプ！」

『──ワオォォォォン！』

　力強い踏ふみ込みと共に、リクールが間近に迫ったスチール・カウの頭上を跳とび越える。

「な、なにっ!?　──ヤバイっ！」

　跳んだマギさんとリクールの後ろでは、俺が弓矢を構えて、スチール・カウに乗るリーダーを至近距離から狙ねらっていた。

　俺の弓矢を受けてスチール・カウの背から落とされるのは不味まずいと判断し、咄とつ嗟さにスチール・カウの進路を変える。

「悪いな、これハッタリなんだよ。リゥイ──《透とう明めい化》！」

　俺は、構えた弓矢を降ろし、リゥイの幻げん術じゆつスキルの《透明化》により俺とリゥイの体がスッと空気に溶とけるように薄うすくなる。

　回避と隠いん蔽ぺいを両立した《透明化》により、スチール・カウの体を通り抜ぬけ、折り返しの大岩を最短コースで回り、遂ついに俺とマギさんが先頭を奪うばう。

　ハッタリで構えた弓矢から避けるための急な方向転てん換かんとエンチャントによる慣れない速度でリーダーは、スチール・カウの背でバランスを崩す。

　一度走る速度を落として体勢を立て直し、追い付いたビッグボアとフォレスト・ベアのプレイヤーと共に再び走り出す。

「お前ら、大丈夫か！」

「先頭を取られたけど、まだ行ける！」

「あとは、渓けい谷こくと直線を越こえるだけだ！　十分巻き返せる！」

　先頭に立った俺たちだが、今まで温存していたＭＰを消費して猛もう追ついしてきた三人組に、再び先頭を奪い返されてしまう。

「やっぱり、相手は慣れてるから先頭の維い持じは難しいわね」

「マギさん！　勝負は、渓谷です！」

「了解。ユンくん任せたわよ」

　大岩を折り返した後、後続のＮＰＣたちを避け、相手もこちらが一度先頭を奪ったことを警けい戒かいして、散発的な妨害魔法を放ってくる。

　その度たびに、マギさんが【結界弾】を放って魔法を相そう殺さいするが、徐々に距離を離はなされていく。

　そのまま状じよう況きようは硬こう直ちよくし、再び渓谷に戻ってくる。

「マギさん、行きますよ！　──【クレイシールド】！」

「マジかよ!?　泥どろ沼ぬまの次は、土ど壁へきか！　それでも壊こわして進むぞ！」

　行きの渓谷でマギさんから遅おくれた時、渓谷の各所に【クレイシールド】のマジックジェムを撒まき、障しよう害がい物としてこのタイミングで発動させた。

　こちらの狙い通り、突とつ然ぜん現れた土壁の障害物に速度を落とし、アーツやスキルを使って壊して進んでいる。

　そして、俺の前方を走るマギさんとリクールは──

「リクール！　お願い！」

『──ワオォォォォン！』

　リクールの遠とお吠ぼえと共に、脚あし先に氷の爪つめが生まれ、それが広がるように前方の地面が凍こおり付き始め、渓谷の側面に氷の足場が生まれた。

　使し役えきＭＯＢの使うスキルは、召しよう喚かんしたプレイヤーのＭＰを消費して発動される。

　マギさんは、この時のためにレース中回復しないＭＰを温存していたのだ。

「あははっ、練習したらセイさんみたいなことできた。凄すごいわ、リクール！」

　リクールの生んだ氷の道を駆かけ上がった俺たちは、渓谷に突入する。

　マギさんは氷の道を走りながら楽しそうな声を上げ、俺が作った土壁の障害物に阻はばまれた三人組を追い越していく。

「まさか、これを狙ってたのか!?　けど、そんな氷の道、渓谷の落石に巻き込まれて壊されるぞ！」

　悔くやしそうにこちらを見上げる三人組のリーダーの言葉の通り、氷の道を壊さんばかりに落ちてくる落石が見える。

　あれが落ちてくれば、リクールの氷を突つき破って道は途と切ぎれる。

　そのためにリゥイに乗った俺は、マギさんの後方から弓を構える。

「──《剛ごう弓きゆう技ぎ・山崩し》！」

　限界まで力を溜ためた弓から放たれる矢は、頭上から落ちてくる落石を射い貫ぬき、空中で粉々に砕くだき、光の粒りゆう子しとなって消える。

　そうして氷の道に降ってくる落石を次々と射貫いていく。

「マギさん、これで俺のＭＰはほぼ尽きました！」

「私もよ！　それでもついに追い越した！」

　俺とマギさんは、氷の道を辿たどって渓谷を抜け出し、残りはゴールまでの直線となる。

「うぉぉぉぉっ！　負けるかぁぁぁぁっ！」

「うわっ、もう追ってきた！　リクール逃にげ切って！」

「リゥイ、頑がん張ばってくれ！」

『フゥーフゥー！』

　行きは気付かなかったが、ゴール前の直線は僅わずかに傾けい斜しやのある道だった。

　行きは下り道で加速し、帰りは坂道となって後半の持久力が試される。

　その坂を走り抜けるためにリゥイが全力を振り絞しぼるが、俺たちの後方にいた三人組も俺が生み出した土壁を壊すためにＭＰを使い切り、使役ＭＯＢの走力勝負となる。

　元々の地力が高い調教師とその使役ＭＯＢのために、徐々に追い上げを見せ、再び俺たちに追い付いた三人組と横並びになる。

「ゴールは譲ゆずらない！　最後はこのまま突っ切る！」

「私たちも負けないわよ！」

　マギさんのリクールとリーダーのスチール・カウが互いに肩かたと肩がぶつかり、そのまま押し合うように走り抜ける。

　また俺の方でもフォレスト・ベアとビッグボアが左右に並ぶ。

　ここまで来たら互いにスキルを使うＭＰもなく、妨害も無ぶ粋すいなためにそのままラストスパートに入る。

　最後の坂を越えて、ほぼ五組が横並びになり、ゴール目前の直線を駆け抜ける中、先に頭一つ分出るのは、スチール・カウだ。

　それに釣つられるように死力を尽つくすリクール、首を伸のばすように前のめりに走るフォレスト・ボア、少しでもゴールに近づこうと鼻先と牙きばを掲かかげるビッグボア。

「だ、誰だれが勝った!?」

　走り抜けた後、体全体で呼吸を整えるリクールの背の上からマギさんが辺りを見回す。

　俺のリゥイや対戦相手の三人組の使役ＭＯＢも力を出し切ったのか、ぐったりと座り込んで息を整える中、空中に浮かぶ半はん透とう明めいなスクリーンがゴールの瞬しゆん間かんを捉とらえていた。





【──１位：マギ＆リクール】






「やった！　ユンくん、勝ったわよ！　リクールもありがとう！」

「はぁはぁ……マギさん、おめでとうございます」

　リゥイの背から降りて地面に座り込む俺は、疲つかれた表情でマギさんに祝福の言葉を贈おくる。

「くそぅ、負けた！　あー、負けた」

　そしてマギさんが１位の結果に競争相手の三人組は、悔しそうに悪態を吐つくが、やりきったような爽そう快かい感かんに満ちた表情をしていた。

　だが、その後に流れる同率１位の文字は、流石さすがに予想外だった。

「確かに接戦だったけど、同率って誰が!?」

　続けてレース結果は──三人組のリーダーとスチール・カウ、同率１位。ハルバード持ちとフォレスト・ベア、同率１位、火魔ま法ほう使つかいとビッグボア、同率１位と名前が流れていく。

　そして──





【──同率１位：ユン＆リゥイ】






　全員が全員、横並びでゴールしていたのだった。

　最後の判定画像では、若じやつ干かん遅れ気味のように感じたリゥイだが、一角獣ユニコーンの額の角の先せん端たんがゴールラインを越えていたのだ。





【結果：レースレベル３×順位ポイント９Ｐｔ＋プレイヤーボーナス４組×３ｐｔ──レースポイント39Ｐｔ取得しました】






　どうやら同着になると他ほかの参加プレイヤーに勝った扱あつかいになるらしく、プレイヤー勝利のボーナスも貰もらえて、目標の５００ポイントに到とう達たつする。

　そして、そんな俺の元に観客席のスタンドで応おう援えんしていたザクロが走ってくる。

『きゅきゅぅ～』

「おわっ!?　ザクロ、応援してくれてたか？　やったぞ、ボロボロだけど……」

　ＥＸエクストラスキルの【幼よう獣じゆう化】で楽な幼獣状態に戻もどったリゥイが俺の太ももに頭を乗せ、そんな俺たちのところにザクロも駆け込んでくる。

「ふっ、あはははっ、本当に激しい勝負だったけど、最後は全員同着とか凄いミラクルね！」

「くははははっ、俺たちも何度もレースやってきたけど、同着なんて見たのは初めてだ！」

　マギさんも三人組のリーダーもこの結果は、予想外で大笑いする。

「あー、ほんと。同着１位に笑ったし、勝負の結果はしてやられて悔しいし……もう一回！　もう一回勝負だ！」

「残念でした。私もユンくんも目的の【エキスパンション・キット】の交こう換かんに必要なポイントを集め終わったからこれで終しゆう了りようよ」

　リクールも疲れたのか幼獣状態になって、マギさんの腕うでの中で脱だつ力りよくしている。

「じゃあ、約束してくれ！　またレースをやる時は俺たちとやろうぜ！」

「ええ、今回は楽しかったから今度は９人全員プレイヤーの大乱戦とか良いかもね！」

　そんな風にマギさんと三人組のリーダーが意気投合して盛り上がっている。

　俺は、リゥイとザクロを撫なでながら終わった後の余よ韻いんに浸ひたっていると、フォレスト・ベアとビッグボアを連れた二人が近づいてくる。

「なぁ、ちょっといいか？」

「な、なんだ？」

　若干、複雑そうな顔で俺を見み詰つめてくる二人から、先さき程ほどのレースでの疑問を投げかけられる。

「結構、強力な遠えん距きよ離り攻こう撃げき手段があっただろ？　どうして、俺たちを直接狙ねらわなかったんだ？　そうしたらもっと順位が変わってたかもしれないだろ？」

　確かに、最初に出で遅おくれた後の弓矢は、先頭に立った三人組を直接狙えば、《マッドプール》で妨ぼう害がいするより効果的だっただろう。

　折り返し地点の大岩を回る瞬間に、フォレスト・ベアを加速させて転てん倒とうさせた後に、弓矢を放って追撃してもいい。

　リーダーとスチール・カウが正面から迫せまった時、矢を放っていれば、時間を稼かせげた。

　なにより、最後の土壁で足止めされ氷の道を走る時に、大量の攻撃用アイテムを頭上から落とせば、それだけで更さらに時間が稼げた。

「これだけのチャンスをふいにしてることを疑問に思ったんだ……」

「えっ、あー、そこまで考えてなかった」

　リゥイたちを撫でる手を止めて悩なやむが、そこまで深く考えておらず、相手は呆あつ気けに取られている。

　ただ、一つだけ思い付いた理由があった。

「でも、嫌いやだったからかなぁ」

「嫌だった？」

「元々、ＮＰＣやプレイヤーのコピーデータのゴーストに直接攻撃を向けるの、なんか嫌だったんだよな。今回は、ちゃんとしたプレイヤーとそのパートナーだったから、余計にかな？　だって、俺の攻撃で傷ついたら可か哀わい想そうだなぁと思って」

　そう言った俺は、近くに居るビッグボアとフォレスト・ベアに手を伸ばし、頭や鼻先を撫でると気持ち良さそうに目を細める。

「そんな、理由で……」

　俺の理由がレースに本気だった相手を侮ぶ辱じよくしている内容だと気付き、慌あわてて言葉を重ねる。

「え、えっと！　でも、レースは真ま面じ目めにやってるぞ！　ただ、相手を直接攻撃するのは、嫌だけど、エンチャントで走る速度を落として妨害したり、【土魔法】で妨害するのは、直接攻撃じゃないから、セーフみたいな！」

　俺が慌てた様子に、二人がぷっと噴ふき出し、肩を震ふるわせて笑っている。

「分かった、そんなに慌てなくていいから」

　ただ、それが切っ掛かけで俺たちも仲良くなれた。

　相手のビッグボアとフォレスト・ベアに食べ物をあげたり、今までのレースで起きたハプニングのあるある話で盛り上がったりした。

　食べ物をあげる時は、ビッグボアとフォレスト・ベアも幼獣化したので、小さくて可愛かわいい幼獣たちに囲まれて、ついつい色々と餌え付づけしたり、相手のプレイヤーに手持ちの食べ物を渡わたしてしまった。

「流石【幼獣の保母さん】。最近、聞かなかったけど、健在だな」

「うん、そうだな」

　そんな二人組の呟つぶやきは、俺の耳に届かず、レース終わりの幼獣たちとの至福の時間を過ごすのだった。








終章　金チップとギルドエリア









「また、レースやりたくなったら連れん絡らくしてくれよ！　それと何か入り用になったら、あんたらの店に行くから！」

「ええ、互たがいに頑がん張ばりましょう！」

　俺とマギさんは、当初の目的だった【エキスパンション・キットⅠ】を交換し、三人組の調教師たちとフレンド交換して、別れる。

　彼らは、もうしばらく騎き乗じようレースを続けて、累るい積せき１０００ポイントで手に入る金のクエストチップの入手まで目指すそうだ。

「手に入りましたね、【エキスパンション・キットⅠ】。マギさんは、何に使います？　やっぱり、魔ま改造武器ですか？」

　緑色の工具箱のような拡張キットを抱かかえる俺がマギさんに尋たずねると、考え込む。

「そうね。メインで使っている武器にも使いたいし、サブ武器や魔改造武器、それに今回のレースで使った銃じゆうにも付ふ与よしたいかなぁ。逆にユンくんは、【彫ちよう金きん】センスがあるからアクセサリーに使うの？」

「俺は、【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】ですかね。一番使う機会が多い装備ですから」

　俺がそう答えると、微笑ほほえましそうにマギさんが笑ってる。

「ユンくんは実利を取る派かぁ。それじゃあ、次の拡張キットが手に入ってもユンくんは、愛用している道具に使って行くのね」

「はい。マギさんに作って貰った包丁とピッケルやクロードに作って貰ったこの防具にも使いたいですね」

　まぁ、複数個手に入れるのは、大分先になるだろうが、想像するのは自由だ。

「それじゃあ、早さつ速そくリーリーのところに持っていく？」

「そうですね。レースの様子とか話したいですし」

「クロードとリーリーは、何をやってたか聞くのも楽しみよね」

　俺とマギさんは、早速フレンド通信でクロードとリーリーに連絡を取ることにした。

『あっ、マギっち、ユンっち？　どうしたの？』

「こっちはレースで目当ての物を手に入れたから合流しようと思ってね。今、どこに居るの？」

『俺とリーリーは、今【ヤオヨロズ】で世話になってるところだ。来るといい、凄すごい物が見られるぞ』

　凄い物、と意味深なクロードの発言に、俺とマギさんは、首を傾かしげるが、二人は多く語らずに、フレンド通信を終える。

「なにかしら、凄い物って？」

「とりあえず、行ってみませんか？」

　俺とマギさんは、クロードとリーリーに会いに、セイ姉ねぇたちのギルド【ヤオヨロズ】に向かう。

「こんにちは～。クロードとリーリーがこっちに来てるらしいけど、いる？」

　俺やマギさんが【ヤオヨロズ】のギルドホームに辿たどり着き、中に入ると、いつもよりも閑かん散さんとしたホールに首を傾げる。

　いつもなら、多くのギルドメンバーたちが集まって情報交換したり、クエストやＭＯＢ討とう伐ばつの準備をしたり、終わった後の反省会と打ち上げの宴えん会かいをしていることが多い。

「あっ、マギさんとユンじゃないか」

「……やっほー。二人も見に来たの？」

「あっ、ラングレイ、オトナシ。凄い物が見れるって聞いて来たけど……」

　ギルド【ヤオヨロズ】所属の彫金師のラングレイと刀かたな鍛か治じのオトナシがギルドホームの二階から降りてくるところで顔を合わせる。

「ああ、みんなあっちに移動してるんだ。僕たちが案内してあげるよ」

　そう言って、ラングレイとオトナシに案内されたのは、ギルドに設置されている転移オブジェクトのミニ・ポータルだ。

　ＯＳＯの各エリアや町に設置されている登録したポータルに移動できるのだが、その移動先のメニューに今までにない項こう目もくが存在した。

「──【ヤオヨロズ・本ほん拠きよ地ち（仮）】？」

「これって、金のクエストチップで交こう換かんできるギルド向けの大型拡張要素？」

「その通り、ギルド向けの【ギルドエリア所有権】を手に入れたんだ」

「大変だったね、この10日ほど」

　しみじみと呟くオトナシの声を聞きながら俺は、メニューから金のクエストチップの交換アイテム一覧を確かく認にんする。

　ポータルの転移先に新たにギルド専用エリアを作り、ギルドメンバーや許可されたプレイヤーが行き来できる【ギルドエリア所有権】は、リーリーの持つ【個人フィールド所有権】の拡大版だ。

　その拡大版と言うに相応ふさわしく、かなりの広さと様々な機能を有していることが交換アイテムの説明文から読み取れる。

「ホント、金チップ集めに苦労したぜ。なんせ、ギルド全体で協力して集めたんだからな」

「上じよう位い陣じんは、金チップが手に入るクエストに挑いどんで、それ以外のプレイヤーは、銀チップと銅チップを集めてそれを金チップに変へん換かんしたよね」

　銅チップ10枚で銀チップ１枚、銀チップ４枚で金チップ１枚に変換できることを利用して、金チップを必要数集めたようだ。

「【ギルドエリア】も完成したし、明日からはクエストに励はげまないとな」

「僕も刀型の魔改造武器が欲ほしいから、銀チップ集めないとね」

　二人は、ギルドの設備拡張のためにクエストチップを提供したためか手持ちのクエストチップがないらしい。

「大変だったみたいだな。二人ともお疲つかれ様」

　ラングレイとオトナシに労ねぎらいの言葉を掛けた俺は、二人に案内されてマギさんと共にミニ・ポータルから【ヤオヨロズ・本拠地（仮）】と名前を付けられたギルドエリアに転移した。




　　　　●




「おおっ、凄い……」

「ホント、綺き麗れいね」

　転移したギルドエリアを見て、俺とマギさんは感かん嘆たんの声を漏もらす。

　巨きよ大だいな鳥居と太いしめ縄なわが出で迎むかえる神社仏閣を思わせる和風建築の建物。

　そして、空には雲一つ無い満月が浮うかぶ夜空。

　行き先を案内するように並ぶ灯とう籠ろうとまだ植えたばかりなのか小さな苗なえ木ぎが並ぶ並木道。

「正直、凝こり過ぎだろ」

「あはははっ、ぶっちゃけ【ギルドエリア】の交換はすぐに達成できたんだけど、エリア拡張や施し設せつ拡張で金チップ集めたり、この建物を建てるために、棟とう梁りようＮＰＣに依い頼らいするＧ稼かせぎしたりして大変だったわ」

「それとオブジェクト配置もギルドのセンスのいい人が集まってあれやこれやでやってた」

　ラングレイとオトナシは、若じやつ干かん遠い目をしながら夜空を見上げる。

「それじゃあ、ミカヅチさんたちもいるから行こうか」

　そして、正気に戻もどった二人は、俺たちをギルドエリアの奥に案内してくれると、徐じよ々じよに行き先の方向から人の話し声が聞こえてくる。

　そして──

『先頭にＮＰＣヴェロー・ラプトル、続く三獣身後方にはフェンリル、ユニコーンと続き、その後方にはＮＰＣ集団が一団となって追走しております。おおっと、後方から攻こう撃げきが放たれた！　それを手持ちの銃で迎げい撃げきしたフェンリルの騎乗主！　更さらに流れ弾だまがユニコーンに流れるもこれを華か麗れいに避よけた！』

「ちょ、なんだよ！　これっ！」

　空中に浮かぶ巨大スクリーンに流れる動画に、俺は思わず大きな声を上げてしまう。

「あっ、ユンっち、マギっち、お疲れ様～。レースどうだった？」

「リーリー！　どうだったじゃないって！　なんだよ、なんで俺たちのレースの動画があるんだ！　それに実じつ況きよう付きで！」

　騎乗レースは、シンボルの組み合わせで色んなコースやＭＯＢとのレースが楽しめたが、それがこうして動画として人に見られて恥はずかしい。

　特に情けないレースも幾いくつかあるのにそれを見られたら、もう恥ずかしさで死ねる。

　──『いいよなぁ、レースが終わった後のマギさんのやりきった表情』『ユンちゃんもレース中の真しん剣けんな表情とレース後のパートナーを労う柔やわらかな表情のギャップがいいよな』『連れん携けいして妨ぼう害がいが成功した時のちょっとニヤッとした小こ悪あく魔ま的な二人の表情、結構いい』『俺としては、ホラー系や大型の騎乗ＭＯＢに追われた時の泣きそうな顔も可愛かわいいと思った』

　この場で宴会していたプレイヤーたちがレースの感想を口にするのを見た俺は、もう遅おそかった！　とその場にしゃがみ込んで恥ずかしさから顔を隠かくす。

「なんで実況なんか付いてるんだよ！　多人数に見られたら恥ずかしいじゃん！」

「えっと、ユンっち。マギっちにレースの様子教えて欲しいって頼たのんだら、レースのリプレイコードを送ってくれたんだよ」

　リプレイコードとは、騎乗レースが終わった後、順位の結果メニューの下の方に小さく書かれていた数字とローマ字で構成された文字羅ら列れつのことだ。

　それをメニューの専用ページで打ち込めば、誰だれでもリプレイ動画を視し聴ちよう・ダウンロードすることができる。

「クロっちにもそのリプレイコード教えたら……こうなったんだ」

「クロードが原因かぁぁっ！」

　どうやらクロードは、手に入れた動画に後付けで実況を入れて、盛り上がる動画に加工したようだ。

　本当にクロードは、多た彩さいだが努力の方向性を間ま違ちがえている気がする。

「ふははははっ、まぁ皆みなが楽しんでいるのだから良いではないか。それにＰプレイヤーＶ・バーサス・Ｐプレイヤーの対戦を視聴するのと大差ないだろ」

「俺が恥ずかしいんだよ！」

　リーリーに遅おくれて、クロードもこちらにやってくるので文句を言う。

　その内、流れるレース動画がギルド【ヤオヨロズ】の調教師たちのレース動画に変わり、見られているのが自分たちだけじゃないと思うと少しだけ恥ずかしさが和やわらいだ気がした。

「ねぇねぇ、二人のレースの様子を聞かせてよ。それと、あっちでミカヅチっちたちがギルドエリア完成のお祝いをしているよ」

　俺とマギさんは、リーリーに手を引かれて、レース動画を流している場所から連れ出され、ミュウやセイ姉ぇ、タク、ミカヅチたちがいる宴会の一角に誘ゆう導どうされる。

「ユンお姉ねえちゃん、レース動画を見たよ！　格好良かったね！」

「あはははっ、ありがとう。けど、恥ずかしいな」

　ミュウたちも【ヤオヨロズ】のギルドエリア完成の宴会に呼ばれていたようだ。

　みんなから口々にレース動画の感想を言われるとやっぱり恥ずかしく感じる。

「そ、そういえば、クロードとリーリーは、俺とマギさんがレースをやってる間、何をやってたんだ？」

　みんながレースの話を振ふってきて恥ずかしくなり、話題を変えるためにクロードとリーリーにそう話を振る。

「俺とリーリーは、【ヤオヨロズ】でパーティーに入れてもらって、色々な新規追加のボスや敵ＭＯＢを倒たおして素材集めをしていた。マギとユンの分の素材も確保してきたぞ」

「それに効率のいいクエストとか教えて貰もらったから銀チップが20枚も集まったんだよ！　マギっちとユンっちたちの成果の方も聞かせてよ」

　そう言って、互たがいに手に入れたアイテムを取り出し、見せ合う。

「【ヤオヨロズ】のギルドメンバーたちは、みんな親切で楽しかったよ～。あっ、それとこのアイテムは、ユンっちとマギっちへのお土産みやげね」

「二人が【エキスパンション・キット】を手に入れて、拡張した追加効果のスロットに使える強化素材を手に入れてきた。これでカジノメダルの景品を奢おごってもらった分は返せたと思うぞ」

　そう言って、クロードとリーリーから渡わたされたのは、装備の強化素材だった。

　俺としては、装備の強化とか色々なことを少しでも返せると思って、カジノの景品を奢ったのにクロードとリーリーは、それを恩だと思って更に返してくる。

　これじゃあ、お返しのループが終わらないことに、嬉うれしさと可笑おかしさで苦笑いを浮かべてしまう。

「ありがとう。この強化素材を使って、今より更に武器を強化してみせるわ！」

「俺は、リーリーに【黒乙女の長弓】と【エキスパンション・キットⅠ】を預けるよ。楽しみにしてる」

　マギさんは強化素材を受け取り、俺は、強化素材を受け取り、代わりに自身の武器と拡張キットをリーリーに預ける。

「ユンっち、任せてくれてありがとう。今回は、追加効果の付ふ与よだけだから今すぐ終えるね！」

　リーリーが俺が預けた装備と拡張キットを使い、武器の強化を始める一方、クロードは一人ふて腐くされたような表情をしている。

「俺には、何も無いんだな……」

「クロードに防具の強化を頼むのは、また今度よ」

「ですね。それに今預けたら、今度は何を着せられるか……」

　最近だけでもオーバーオールと大たい正しよう浪ろう漫まん風の和風メイド服を着せられ、次に何を用意されているのかを想像してブルッと背筋を震ふるわせる。

「何な故ぜ嫌いやがる。素材が良いのだから楽しめば良いのに」

　そう言ってクロードは溜ため息いきを吐つき、そこで話が一段落したと判断して、ミュウが俺の背中に抱だき付いてくる。

「私も、ユンお姉ちゃんとマギさんたちと一いつ緒しよに冒ぼう険けんしたいなぁ。一緒にクエストチップ集めようよ～、楽しいよ～」

「ミュウ、重いぞ。全く……」

　俺の背中に抱き付いたミュウが冒険の誘さそいをしてくる。

「俺やセイさんは、便利アイテムや新しいセンスを取得するためのＳＰセンス・ポイントが欲しいからクエストチップ集め頑がん張ばってるけど、ユンは欲しいものはないのか？」

　タクにそう尋たずねられ、セイ姉ぇも興味があるのかこちらを見み詰つめてくる中、メニュー欄らんから欲しいアイテムを悩なやむ。

　前々から候補の一つとして考えていたが、この【ヤオヨロズ】のギルドエリアを見て、更にその思いが強くなった。

「リーリーが持ってるのと同じ【個人フィールド所有権】が欲しいかなぁ」

「それが欲しいんだ！　フィールド一面を薬草畑にして薬草長者になるの!?」

　ミュウの言葉に、苦く笑しようを浮かべて首を横に振る。

「確かに畑は作りたいけど、【ヤオヨロズ】のギルドエリアみたいに俺好みの空間を作ってみたいと思うんだ」

【個人フィールド所有権】の交こう換かんには、銀のクエストチップ75枚が必要だ。

　アイテム使用時に生成するフィールドタイプを選ぶことができ、そこからプレイヤーが手を加えることで自由にエリアを創造することができる。

「ねぇ、ユンお姉ちゃんは、どんなエリアを作りたいの？」

　そう聞いてくるミュウに対して、俺は顎あごに人差し指を当てて考え込み──

「うーん。秘密、かな。できたら、教えるよ」

　俺がそう言うと納なつ得とくしないようにふて腐れるが、すぐにミュウがニヤリと笑う。

「よーし、私たちの力でユンお姉ちゃんやマギさんたちにクエストチップを稼がせてあげるね！」

「あはははっ、お手て柔やわらかにな」

　俺は苦笑を浮かべながら、【ヤオヨロズ】のギルドエリア完成の宴えん会かいで色々な冒険の話やＯＳＯの情報交換をして楽しい時間を過ごす。

　ＯＳＯ一周年のイベントは、まだまだ続いていく。





─ステータス─







　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉立ち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服・水着）







　アクセサリー装備容量（３／10）

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）

・射手の指ゆび貫ぬき（１）







　予備アクセサリーの一覧

・夢む幻げんの住人（３）

・園芸地輪具（１）

・土輪夫ドワーフの鉄輪（１）










　所持ＳＰセンスポイント47

【魔ま弓きゆうＬｖ38】【空の目Ｌｖ42】【看破Ｌｖ48】【剛ごう力りきＬｖ14】【俊しゆん足そくＬｖ40】【魔道Ｌｖ45】

【大地属性才能Ｌｖ31】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ20】【調薬師Ｌｖ34】【錬れん成せいＬｖ18】【調教師Ｌｖ10】

【料理人Ｌｖ24】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ45】【装そう飾しよく師しＬｖ13】【泳ぎＬｖ25】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】

【生産職の心得Ｌｖ38】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ15】【念動Ｌｖ20】

【急所の心得Ｌｖ16】【先制の心得Ｌｖ18】【潜せん伏ぷくＬｖ10】【釣つりＬｖ10】【栽さい培ばいＬｖ４】

【炎えん熱ねつ耐性Ｌｖ１】【寒冷耐性Ｌｖ１】










・【張はり替かえ小こ槌づち】を使った装備の品評会にアクセサリー【防ぼう魔まの指ゆび輪わ】を出展して、値札競売で４２０万Ｇで落札される。

・徘はい徊かいＭＯＢのガルーダ・ドラゴンから大量の素材を入手した。

・カジノでジャックポットを当てて、景品のレシピ本【ガンズワークス・マニュアル】を手に入れて、銃じゆう弾だんを作れるようになった。

・騎き乗じようＭＯＢレースでポイントを稼かせぎ、【エキスパンション・キットⅠ】を交換した。

・夏のクエストイベントで集めた三種のクエストチップ【金：０枚、銀：８枚、銅：28枚】










あとがき









　初めましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＫさん、作品に素す敵てきなイラストを用意してくださったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見てくださった方々に多大な感謝をしております。

　ＯＳＯシリーズは、現在ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん先生作画によるコミカライズ版を連れん載さいしております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや可愛かわいい姿を見ることができます。




　ＯＳＯは、この度たび五周年を迎むかえ、その記念にファンタジア文庫の特設サイト上にてキャラクター人気投票が実じつ施しされ、記念イラストと特別ＳＳが公開されました。

　既すでに人気投票は終わりましたが、ぜひ見に来てください。




　そんなＯＳＯの作中では、一周年を迎えてアップデートによる多くの変化が生まれました。

　今までの出来事を振ふり返るように期間限定だったイベントが復刻したり、新たな楽しみ方を提示するために新規センスや追加アイテムなどが登場しました。

　そんな18巻の執しつ筆ぴつは、非常に悩なやみました。

　まず直面した問題が、新規センス【銃じゆう】に使う銃じゆう弾だんを、どのようにしてプレイヤーに作らせるかでした。

　リアルに準じた作り方を用意するとゲームらしさが失われ、逆に簡素にしすぎると自由度が無くなる。

　これを決めるのに、本当に悩みました。

　銃ってなんだ？　銃とはどういう道具なのか？　と調べました。

　調べるほどに、ドツボに嵌はまるとはこんな感じだったんでしょうか。

　その辺りの設定をどうするか考えた結果、行き着いたのが──バイオハザードの銃弾合成でした。

　銃弾の種類は、大まかなサイズ分けをして、手持ちの素材を使って【合成】して作り上げる。

　結局、シンプルに考えた方が良かった出来事です。

　続いて直面した問題が、六章に出た騎き乗じようＭＯＢレースの設定をどうするかでした。

　初期プロットでは、毎日開かい催さいされる騎乗ＭＯＢレースイベントに参加して、上位入賞を狙ねらうというものでした。

　プロットを書き上げた当初はいいと思ったのですが、よくよく考えると『ゲームの公平性』が保たれていないと感じました。

　例えば、毎日決まった時刻に開催されるイベントがあり、その時ログインできないプレイヤーが参加できないのは、不公平ではないか。

　そもそも騎乗ＭＯＢを持っているプレイヤーが少ないので、持っているプレイヤーだけを優位にするのは、公平性があるのか。

　初期プロットは、騎乗ＭＯＢを所持するグループが上位入賞アイテムを独どく占せんするので、それをユンたちが阻そ止しする内容で、それは確かにゲームらしく、また爽そう快かい感もあるでしょう。

　ですが私は、主人公や主要キャラだけが活躍する架か空くうゲームを描えがきたいのではなく、誰だれにでもある程度の公平性が保たれ、もし現実で存在したら自分もキャラを作ってみたいと思うようなゲームを常々考えています。

　そうした考えがあり、騎乗ＭＯＢレースは、大分スケールを落として設定も『マリオカート』を参考に練り直しました。

　個人的には、やはり直して正解だと胸を張って言えると思います。

　これからも読んだ方が、自分もこんなゲームがあったらやってみたい、と思えるようなＯＳＯを書いていこうと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。





二〇一九年　七月　アロハ座長
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